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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　緋呂河とも







　目次






序

第一章　山やま鹿しか流りゆう洗せん脳のう解かい除じよ法ほう

第二章　東から来た検けん察さつ官かん

第三章　再来の〝机壊しデスク・ブレイカー〟

第四章　東とうヶが崎さき狂きよう想そう曲きよく

第五章　ピーピング・トム

第六章　突とつ破ぱ口こう







　あとがき








	
		[image: ]

	




[image: ]







　序




　きっかけは、半年前の梅つ雨ゆ、とある全国チェーンの居い酒ざか屋やでの出で来き事ごとだった。

「お久しぶりです、原はら田だ先せん輩ぱい！」

「よう、お前も元気そうだな、津つ路じ」

　津路は昔と変わらない人受けのする笑え顔がおで原田を迎むかえた。

　二人は高校時代、同じテニス部に所しよ属ぞくし、先輩と後こう輩はいという関柄にあった。

　原田明あき義よしは先日二五歳になったばかりのサラリーマンである。高校時代からずっと続けてきたテニスのせいか、スポーツマンという言葉がよく似に合あう。身長は一八〇センチを超こえ、体格もがっしりとしている。

　一方、津路武たけしも高校時代はテニスで鍛きたえたものの、その後はもっぱら机つくえにかじりつくことが多くなったため、原田と違ってスポーツマンには見えなかった。むしろ、やせ気ぎ味みの体格と整ととのった顔立ちとが相あいまって優やさ男おとこという印いん象しようを受ける。

　二人が在ざい籍せきしていたテニス部は、三学年合わせても部員が十人未み満まんという非ひ常じように小さな部だったため、原田がこの後輩に付きっきりで指し導どうするということがよくあった。そんな経けい緯いもあって二人は親しくなり、その付き合いは卒そつ業ぎよう後ごも続き、社会人となった今でも時々は今日のように一いつ緒しよに酒を飲む機き会かいを設もうけていた。この日は実に半年ぶりの再さい会かいで、酒と話が進むのも自然の成なり行きだった。

　津路の携けい帯たいが鳴り出したのは午後八時丁ちよう度ど、二人が三本目のビールを注ちゆう文もんした時だった。

「あ、すいません先輩、ちょっといいですか」

「ああ、構かまわんよ」

　津路は少しの間話し込むと、やがて携帯電話から顔を上げて言った。

「あの、先輩。一人ゲストを呼んでいいですか？　ちょっと今夜中に会っておかなきゃならない用よう事じがありまして」

　普ふ段だんの原田なら、いきなり見知らぬ人間と一いつ緒しよに酒を飲めと言われても、あまり気乗りはしなかっただろう。だが、この日はすでに二本もビールを空からにして幾いく分ぶん気が大きくなっていたこともあってか、即そく座ざに断ことわろうとはせず、冗じよう談だん交まじりに訊たずね返した。

「なあ津路。そのゲストって……美人か？」

　津路は先輩の意図を瞬時に理解すると、ニンマリと笑って頷うなずいた。

「ええ。かなりイケてると思いますよ」

「まさかお前のコレじゃないだろうな？」小指を立てる。

「安心して下さい先輩、もちろんフリーですよ」

　原田はＯＫの返事の代わりに親指をぐっと立て、後輩と同じようにニンマリと笑った。

　俺おれもいい後輩を持ったもんじゃないか──この時は原田もそう思った。社会人になってからというもの、残ざん業ぎようやら徹てつ夜ややらで合コンはもちろん女と知り合うチャンスもロクにない。そんな自分に女を紹しよう介かいしてくれるなんて。




　待ちに待ったゲストが姿すがたを現あらわしたのは、それから半時間後のことだった。

「紹しよう介かいしますよ先輩。僕の同どう僚りようの沢渡さわたり茜あかねさんです」

「初めまして、あなたが原田さんですね？」

　これはイケてる──挨あい拶さつを返しながら、原田はそう思った。

　ほどよく整ととのった体を薄うすい青色のスーツで包つつみ、知ち的てきだが柔にゆう和わな笑えみを浮うかべたその顔は、美人という以い外がいの表現が見つからない。津路、お前はいいヤツだ。原田は心しん底そこそう思った。

　まずは三人で乾かん杯ぱいとなった。

　そして、差さし障さわりのない会話へと入っていく。

　男二人に女一人だったが、津路は先輩に花を持たせるつもりらしく、常つねに一歩後ろに下がって会話に参さん加かしていた。そのお陰かげで、原田は存ぞん分ぶんに自じ己こアピールすることができた。え、沢渡さんもテニスやるんですか？　俺、高校時代は公式戦で結けつ構こういいセンまで行ってたんですよ、なあ津路？　ええ、よろしければ是ぜ非ひ今度一緒にやりませんか──。

　話がおかしな方向へ流れ出したのは、その辺あたりからだった。

「そういえば、原田さんはどんなお仕事をなさってるんですか？」

　初めて会った人同士ならまず訊たずねるであろうごく普ふ通つうの質問である。原田は何らいぶかしむことなく答えた。

「しがないサラリーマンですよ。ウェブデザイナーをやってましてね」

「うわあ、デザイナーなんですか、カッコいいですねー！」

「いや、実じつ体たいはそんないいものでもないっすよ。他ほかの会社からの注ちゆう文もんでホームページ作るんすけど、毎日のように注文先から仕し様ようの変へん更こうが来るんですよ。その度たびにヒイヒイ言いながら徹てつ夜やするハメになるっつー、労ろう働どう基き準じゆん法ほうもクソもない職しよく種しゆで」

　原田は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑ったが、カッコいいと言われて内心では満まん更ざらでもなかった。

　そして初しよ対たい面めんの人間との会話における基き本ほん──自分のことを訊きかれたら、次は相手に同じことを訊き返す──を実じつ践せんする。

「沢渡さんはどんな仕事をしてるんですか？　人材を育いく成せいする会社だってことは津路から聞いてますけど」

「ええ、とっても素す晴ばらしい会社ですよ。私、今はＯＬやってますけど、将しよう来らいはブライダルコーディネイターになりたいと思ってるんですよ」

「ブライダルコーディネイター……って言うとあれですか、結けつ婚こん式しきのセッティングをしたりとかする……」

　沢渡は嬉うれしそうに頷うなずいた。

「ええ、そうです。愛し合う二人の最高の門かど出でを自分がコーディネイトしてあげられるなんて素晴らしいと思いません？　その内自分のお店も出そうって計画中なんですよ」

　原田は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。原田は結婚式というものが──それも他人のものとなれば尚なお更さら──嫌きらいだった。何が悲しくて他人がイチャイチャしてるところを延えん々えんと見せつけられなければならないのだ。それもご祝しゆう儀ぎとかいう名めい目もくで大枚を払はらわされてまで！

　しかし、もしこの場でそんな本ほん音ねを言えば、間違いなくこの沢渡という美女に悪い印いん象しようを与あたえることになる。原田はさり気なく会話の方向を変えることにした。

「へ、へぇー。でも、この不ふ景けい気きで新しくお店出すのって大変ですよ？　ウチの社長なんかも資し金きん繰ぐりでしょっちゅう顔色悪くしてますし。それに、会社とか店を持っても、最初の内はやっぱり客がなかなか来てくれないそうですから」

　そして、すぐに自分のセリフに後こう悔かいする。口く説どこうとしている女の夢に現げん実じつ的てきな問題を突つきつけて何の意い味みがある──と。

　しかし原田の懸け念ねんは杞き憂ゆうだったらしく、沢渡が気分を害がいした様よう子すはなかった。

「ええ。そのためにはコネとか人じん脈みやくなんかが大切ですよね？　今私が勤つとめてる会社はそういった人脈が作れるところなんですよ。社長がとにかくすごい人で。

　それで、目もく標ひようはお店を持つことなんでけど、今はそのための回り道をしているんです」

「は、はあ、なるほど」

　どうやら沢渡の機き嫌げんを損そこなわせずに済すんだらしく、原田は安心しながら相あい槌づちを打った。

「今やっている仕事っていうのは、具ぐ体たい的てきに言うと起き業ぎよう……つまり、会社を立ち上げようとしてる人達を支し援えんすることなんです。

　原田さん、あなたは毎月のお給きゆう料りよう、何に使ってますか？」

「は、はい？」いきなり給料の話を振ふられ、原田は面めん食くらった。「そ、そりゃまあ生せい活かつ費ひと、あとは貯ちよ金きんとかですけど」

「まあそうですよね。貯金はもちろん遊ぶことも確たしかに必ひつ要ようですけど、お金はそんな風に使うだけじゃなくて、自分への投とう資しに使うべきだと思いませんか？」

「と、投資ですか？　ま、まあ確かにそういう使い道もあるかもしれませんね」

　この辺りまで来ると、原田にも会話が妙みような方向へ流れていることが分かった。流れを変えようと、助けを求めるように津路に視し線せんを送る。しかし、津路にも話を変える意い思しはまったくないようだった。

　沢渡はそんな原田の様よう子すに気付いた様子もなく、魅み惑わく的てきな微び笑しようを浮かべて言った。

「原田さんは外がい車しやを何台も持っているようなカッコいい人になりたくありませんか？」

「え？　そ、そりゃあまあ……」
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「お金があればモテモテですし、そっちの方ほうがいいですよね？」

「は、はあ」

「結婚してもお金がなかったら奥おくさんに惨みじめな思いさせちゃうじゃないですか。そんなことにならないためにも、やっぱりリッチでカッコいい人でいたいですよね？」

「そりゃもちろんですけど」

「そのために重じゆう要ようなのは何だと思います？」

「……じ、自分への投資、ですか？」

　原田は狼ろう狽ばいを抑おさえつつ答えた。

「その通りです！　ウチは起業支援をしているワケなんですけど、そのためにまず会社を経けい営えいしていく上で必要な知ち識しきなんかを教えているんですよ」

「先輩、この知識というのは他では絶ぜつ対たいに学べないことなんですよ」突とつ然ぜん、津路が相槌を打つように言った。「こういった知識って学ぶ場がなかったりオープンじゃなかったりして、知る機き会かいがなかなかないんですよ。でもウチの会社なら社長が直じき々じきにセミナーを開いてくれて、そんな貴き重ちような知識を学ぶことができるんです。先輩、これってすごいことだと思いませんか？」

「あ、ああ、まあな……」

　さっきからどうも自分は適てき当とうな相槌しか打っていない。間ま違ちがいなく話が奇き妙みような方向へ行っている。原田にもそれは分かっていたが、二対一のこの状況で下手に話を変えて場を冷めさせるのもどうかと思い、口をつぐんだ。

　再び沢渡が微び笑しようを浮かべる。

「もちろん、会社を経けい営えいする側がわじゃなくて、ずっと現げん場ばで働きたいって人もいると思うんですよ。

　それでも会社をやっていく上で重じゆう要ようなノウハウを持った人が一人でもいれば、随ずい分ぶん違ってくると思うんです。ですからウチで得ることができる知識っていうのは、別に社長になりたいって人じゃなくても役に立つものなんですよ。まあ、これを知っているのと知らないのとでは出しゆつ世せなんかに大きな差がつくと思いますけど。

　原田さん、私は人にはチャンスを摑つかむタイプの人と逃のがしてしまうタイプの人がいると思ってるんです。こんな貴き重ちような知識を得られるチャンスが今あるわけですよ」

「は、はあ……」

「先輩、具ぐ体たい的てきな名前は言えないんですけど、今ではすっかり有名になった企業も、いくつかはウチが支援したんですよ。その社長になった人なんてもうウハウハですよ。いくつもの外車を乗り回して毎晩のように豪ごう遊ゆうして……」

　もはやあいまいな相槌を打つことしかできなくなった原田に、追おい討うちをかけるように津路が言った。

「ただ、ウチはそんなすごい会社なんですけど、やっぱりボランティアってワケじゃないんです。それでも、月々たった一万円でそんなステキな知識が得られるセミナーを受けられるようになるんです。もちろん、受けられる支援はこれだけじゃありませんよ」

「…………」

　原田は酔よいが醒さめていくのを感じた。

（ゲスト登場の目的はこれだったのか）

　原田は以前、街まち中なかで勧かん誘ゆうされ、年に一万円の会かい費ひさえ払はらえば映画がいくらでも見られるという会員制のクラブに入ってしまったことがあった。しかし実じつ際さいに入ってみると、提てい携けいしている映画館がまだ少ないとかで、結けつ局きよく三流の映画を年に一本見るぐらいしかできなかったのだ。それ以来、「うまい話には裏うらがある」という言葉をかたくなに信じるようになった。そんな経験があったため、美女と後輩の二人がかりの勧誘も、原田には胡う散さん臭くさいものにしか見えていなかった。

　原田は幾分うらめしげに津路の顔を覗のぞき見た。お前は一体どんな会社に入ったんだ、このバカ野や郎ろう！

「この一万円が将しよう来らいの自分に返ってくるんですよ」

　そんな原田の内心など知る由よしもなく、沢渡が機き嫌げんよく言った。

「ほら、一万円て言ったらそう払えない金額でもないじゃないですか」

「そ、そりゃまあそうですけど」

「たった一万円で自分への投とう資しができると考えれば本当に安いと思うんです。どうです、原田さんも興きよう味みありませんか？」

　沢渡は意い味みありげに上うわ目め遣づかいの視し線せんを原田に向けた。

「原田さんは本当に真しん剣けんに話を聞いてくれましたし、こうやって話してると興味がないかどうかって態たい度どに出るから分かるんですよ。でも、やっぱり実じつ際さいに一度セミナーを受けてもらわないと本当の素晴らしさは分からないと思うんです。来て頂いただけたら絶ぜつ対たいに分かりますから。ねえ、是ぜ非ひ一度来てみませんか？」

「いや、俺は社長とかやりたい人間ではないんで……」

　原田は勢いきおいに押され、かろうじてそう口にするのがやっとだった。

　だが沢渡はその答えを予期していたらしく、間かん髪はつ入れずに答える。

「いえ、ですから社長をやるんじゃなくても、こういった知識を持った人が会社にいるというだけで価か値ちがあるんです。原田さん、あなたは今お勤つとめになってる会社に何か不ふ満まんはありませんか？」

「そ、そんなにはありませんけど」

「まったくないですか？」

「ぜ、全然ないかって言われたら……。そりゃあ、少しはありますけど……」

「ですよね？　だったら将しよう来らいのためにも今のうちに知識を蓄たくわえておくべきなんです。今原田さんが勤つとめている会社を成せい功こうさせていい方向へ持っていくためにも、私達の知識が役に立つんです。どうです、一度来てみませんか？」

「い、いえ、今は会社の将来まで考える余よ力りよくがないんで、そういったことにはあまり興味が……」

「ええ、ええ、若い方ってそういう風に考える人が多いんです。でも、そういう人達に限かぎって例れい外がいなく何年か後で後こう悔かいするようになるんです。ですから──」




　……二人がかりの勧誘は、その後二時間も続いた。

　それでも原田が最後まで首を縦たてに振ふらなかったのは、高校時代あれだけ世せ話わを焼いてやった自分にこんな話を持ってきた津路を情けないと思う気持ちが強かったからだった。

（まさかお前、俺以外の友人にもこんなことしてるんじゃないだろうな）

　原田が抱いだいたその推すい測そくは、決して的まと外はずれなものではなかった。
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　　十一月二十七日　午後一時五分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




　十一月も終わりに近いその日、我わが山鹿法律事務所は一人の客を迎むかえていた。

「で、原はら田ださん……でしたっけ？　御用よう件けんを伺うかがいましょうか」

　俺はソファに座すわったまま腕うでと足を組み、堂どう々どうとした口く調ちようで尋たずねた。

　それは傍はたから見ればいささか横おう柄へいな態たい度どに見えたかもしれない。しかし、俺のような人の悩なやみを聞く仕事では、接せつ客きやく業ぎようだからと言ってヘコヘコしてるより、むしろ堂々としていた方が相手も安心できるのだ──というのが俺の持じ論ろんなのだ。決して好きで横柄に振ふる舞まっているわけではない。

　接客用のテーブルを挟はさんだ向こう側のソファには、背せ広びろにネクタイというサラリーマン姿すがたの若い男が座すわっている。年ねん齢れいは見たとこ二五、六ぐらい、身長は一八〇センチに近い。何かスポーツでもやっていたのだろう、精せい悍かんな体つきだ。原田明あき義よしと名な乗のった。

　今はまだ平日の正しよう午ご過すぎ。仕事の合あい間まをぬっての訪ほう問もんらしい。

「実は、俺の友人のことで相談がありまして」

　原田はサラリーマンらしい世せ間けん慣なれした口調で答えた。自分のことを〝私〟ではなく〝俺〟と呼んでいるものの、その口調からは真ま面じ目めな人間であるという印いん象しようを受ける。

　この男から「相そう談だんに乗って欲ほしい」というアポを受けたのはつい昨日きのうのことだった。その時に軽く話を聞いた限かぎりではどうも民みん事じに関かかわる相談らしかったので、刑事事件専せん門もんの俺としては断ことわろうとした。だが、

『何人か弁べん護ご士しの方にも相談したのですが、どこからも色よい返事が聞けず、もはや頼たよれるのは御ご高こう名めいな山鹿先生しかいなくて……』

　そこまで言ってくれれば、相談ぐらいは乗ってやろうという気になる。そもそも、こうやって三十分ばかり話をしてやるだけで相談料五千円を巻き上げられるのだから、俺にとって悪いことはない。

　とその時、部屋の隅すみにあるドアが開き、一人の男が入ってきた。途端に原田は少々ぎょっとした顔になる。無理もないだろう、長身長髪でいかにも気だるげな表情を浮かべたその男は、どう見ても法律事務所という高尚な場には不釣合な存在だった。

「どーぞ」

　と、ぶっきらぼうな言葉と共ともに丁てい寧ねいとはいえない仕草でテーブルにお茶を置く。

　影野英治。暖だん房ぼうの効きいている俺の事じ務む所しよに勝手に押しかけてきては、接せつ客きやく用ようのソファで惰だ眠みんをむさぼっていく無ぶ粋すいにして粗そ野やな社会不ふ適てき応おう探たん偵ていである。

　この事務所には普ふ段だんならお手伝い兼けん秘ひ書しよである雪ゆき奈なという才媛がいるのだが、残ざん念ねんながら現げん在ざい彼女は大学である。そこで、仕し方かたなくコイツを使し役えきしてみたのだが……。

　粗そ野やな言葉遣づかいにだらしのない服ふく装そう、そして何より子供が正せい視ししたらきっと泣き出すであろう無ぶ愛あい想そう極きわまりないその面ツラ。間ま違ちがっても二度とコイツを接客には使うまいと俺は心に誓ちかった。

　影野は呆あつ気けにとられている原田を無む視しして、そのまま頭をぽりぽりと搔かきながら隣りん室しつに戻もどっていった。

「話を戻しましょう。それで、あなたの友人がどうしましたか？」

「あ。え、ええ。そいつがどうもその、なんて言うんですか、マルチ商しよう法ほうだかネズミ講こう……というのもちょっと違うと思うんですけど、とにかくその手の悪質な商法にハマってしまったらしくて……」

「はあ、それはまた厄やつ介かいなものに」

「事の発ほつ端たんは半年ぐらい前なんです。

　久しぶりに二人で飲む機き会かいがあったんですけど、突とつ然ぜん津路が──あ、津路というのがその友人の名前なんですけど、突然そいつが会社の同どう僚りようを一人呼んでもいいかって訊きいてきたんです。それでまあ、二人だけで飲むのもなんだからって、俺もＯＫしたんです」

「ほう」

　普ふ通つう、友人同士の酒の席で突然ゲストを呼ぼうなどと思うものだろうか。……まあ、女だったらともかく。

　これでどんな話が出てくるかは想像がついた。

「最初は趣しゆ味みのことなんかで普通に会話してたんです。ところが、今どんな仕事をしてるのかってことが話題になった辺あたりから話がおかしくなってきまして」

「大おお方かた、仕事の話を振ふったのはそのゲストの方からでしょう？　あなたの職しよく業ぎようはなんですかってね」

　原田は驚おどろいたように俺を見た。

「え、ええ、そうです。よく分かりましたね」

「その後の展てん開かいも言いましょうか。あなたは御ご自分の仕事を説明して、それから自分のことを訊きかれたんだから礼れい儀ぎのつもりで相手の仕事についても訊き返した。そうじゃありませんか？」

　原田は感かん嘆たんのため息を吐ついた。

「凄すごいなあ、さすがウワサに違たがいませんね。その通りです、なんで分かったんですか？」

「会話を誘ゆう導どうするってのは、裁さい判ばんでよくやることですからね。それより話を続けて下さい。そのゲストは自分の仕事を訊かれ、会社について詳くわしく語り始めたんじゃありませんか？」

「ええ、その通りです。若い人達が新しく会社を作るのを支し援えんするのが主おもな業ぎよう務むだという話を聞かされまして。

　その辺りから段だん々だん話がおかしくなってきたんですよ。今の若い人々がやるべきことは自分への投とう資しであるべきだとか、外車を何なん台だいも持っているようなカッコいい人になりたくはないかとか、結けつ婚こんしてもお金がなかったら奥おくさんに惨みじめな思いさせるだけですよね、とか」

「ほう、それはまた……」

　現げん状じようのままの生活を続けていてもロクなことにならんぞ、と強きよう迫はく観かん念ねんの一つも抱いだかせようというわけだ。

「それで、とにかくその会社のセミナーを受ければ、他の場所では決して学べない、会社をやっていく上で貴き重ちような話が聞ける、という話を延えん々えん聞かされまして。その挙あげ句く、最後には──」

「金の話になったと？」

「ええ、そうです。貴重な知識を得られるセミナーが、今なら月々たったの一万円で受じゆ講こうできる、その程度の投資で将しよう来らい出しゆつ世せできるなら安いもんですよね、みたいな話になって」

　一万円か。思っていたよりは安いというべきだろうか。ま、最初は一万円から始めて徐じよ々じよにむしりとっていく腹はらだろうが。

「そこまで言われたら、俺にだってこれがどんな話なのかは分かりました。その後もずっとしつこく勧かん誘ゆうされたんですけど、どうにか断ことわれたんです。

　それから、津路が勤つとめてる会社が一体どんなところなのかネットで調べてみたんです。名前は聞いてましたから。〝株式会社ツリーストラクト〟ってとこらしいんですが。そうしたら案あんの定じよう、役にも立たないセミナーや教材なんかで金を巻き上げられたって体たい験けん談だんがたくさん見つかりまして。

　それで俺、津路を説せつ得とくしたんです。そんな悪あく評ひようの立ってる会社なんて辞やめてしまえって。でも、あいつの方はその会社が悪いところだなんて少しも思ってないらしくて、全ぜん然ぜん聞き入れてくれませんでした。会社に押おしかけたりもしたんです。ツリーストラクトの社長に直ちよく接せつ会って、これ以上津路と関かかわるなって」

「効こう果かはないでしょうなあ」

「ええ、おっしゃる通りです。売ってる商品はちゃんとしたものだし、法に触ふれる商売もしていない、津路も自分の意い思しで勤きん務むしているんだと言われましたよ。そう開き直られたらもうどうしようもありません、俺も津路が自分で悟さとるのを待つことにしたんです。

　ところが津路のヤツ、どうも最近は友人知人に片かたっ端ぱしから連れん絡らくを取っては勧誘を繰くり返してるらしくて……。その挙あげ句く、五十万もする教材を買わせようとしたり、泊とまりがけのセミナーだか何だかに参さん加かさせたりしてるらしいんです。

　このままだとあいつ、みんなからそっぽ向かれますよ。でも、相あい変かわらず本人にはまったく悪いことをしてるって自じ覚かくがないらしくて、それどころか善ぜん意いのつもりでやってるらしいんです」

「そりゃもう完かん全ぜんに洗せん脳のうされてますな」

「ええ、その通りです。これはもう放ほうっておくわけにもいかないなって思って、二十日ぐらい前にも一度友人や高校時代の部活の顧こ問もんまで引っ張ぱってきて何とか説せつ得とくしようとしたんですが、やっぱりまったく聞く耳を持ってくれなくて……」

「あなたが私のところへ来た理り由ゆうが分かりましたよ。つまり私に彼をその会社から引っ張り出して欲しいと、そういうことですか？」

「ええ、そうなんです！　是ぜ非ひお願いできないでしょうか？」

　なるほど、話は分かった。

　しかし、こいつはかなり厄やつ介かいな依い頼らいである。

「一つ教えてもらいましょうか。この件を、私以外の弁護士に相談したことはあるんですよね？」

　原田は少々答え辛づらそうに頭をかいた。

「え、ええ……。一いち応おう何人かマルチ商法なんかを専せん門もんに扱あつかってる弁護士の方に相談してはみたんですが……。洗せん脳のうされた人間を元に戻すのは難むずかしいとおっしゃられるばかりで……」

　まあそうだろうなあ、と思う。

　洗脳というやつは恐おそろしい。人間の脳のうミソがそれほど単たん純じゆんにできてるとは思いたくないのだが、爆ばく弾だんを抱だいて自じ爆ばくしたり、飛ひ行こう機きをハイジャックしてビルに突つっ込こむなどという輩やからが現実にいるのだ。それらはすべて洗脳というもののなせる業わざなのだろう。

　俺は証しよう人にんや陪ばい審しん員いんが相手ならば、あらかじめ抱いだいている偏へん見けんを崩くずすことはできるつもりだ。だが、偏見と洗脳は別だ。人の洗脳を解とけるか──と問われれば、すぐに首を縦たてに振ふることはできない。

「私も他ほかの弁護士の方々と同意見ですな。ヘタに弁護士が介かい入にゆうするよりかは、あなたのような親しい関係にある方がじっくりと説せつ得とくなされた方が効こう果かがあるでしょう」

「そこをなんとかお願いできませんか？　これ以上時間をかければ、その分だけ津路のヤツは人望も金も失ってしまいます。先生の御ご高こう名めいはかねがね伺うかがっております。その、何か……手っ取り早い方法はないんでしょうか？」

「手っ取り早い方法と言いましてもねえ。なにしろその津路って方本人に騙だまされてるという意い識しきがないんでしょう？　となると、他人である私がいくら説得したところで耳を貸かしてくれるとは思えませんしなあ。だから洗脳ってやつは恐こわいんですがね」

「そうですか……」

　原田はがっくりと肩を落とした。

　このまま断ことわってやるのは簡かん単たんだ。しかし──他の弁護士ができなかった案あん件けんを俺が簡単に解かい決けつしてみせるというのには少々魅み力りよくがある。それに、今は受け持っている事件があるわけでもないし。

「一つだけ……方法がないわけじゃありません」

　俺の言葉に、原田はがばっと顔を上げた。

「あるんですか!?」

「ええ。その津路という方を説得するのは私にも無む理りです。ですが、その会社と彼との縁えんを切らせるということでしたらなんとかなるでしょう」

「それで結けつ構こうです！　お願いします、是ぜ非ひ！」

「引き受ける分には構いませんが……ただ、この方法には一つ問題がありましてね」

「はあ……。どのような……？」

　俺はニヤリと笑った。

「津路さん本人の意い思しを無む視しすることになります」




　　十一月二十八日　午後五時十五分　市し街がい地ち




　翌よく日じつ、俺は一人で街まちを歩いていた。

　時じ刻こくは午後五時を回り、サラリーマン達が街に繰くり出し始める時間となっていた。今俺がいるこの場所は、オフィス街がいと繁はん華か街がいの中間辺りに位い置ちするちょっとした広場で、これから繁華街に繰り出そうとする連れん中ちゆうが待ち合わせなどによく使っている場所である。

　俺は影かげ野のから聞き出した情じよう報ほうに基もとづいて、一人背せ広びろ姿すがたでこの場をウロウロしていた。ただし、いつも着けている黄おう金ごんの弁護士バッジは外している。

　目当ての人物から声をかけられたのは、本当にすぐのことだった。

「あの、ちょっとお時間よろしいでしょうか？」

　若い女性の声。

　ふと振ふり向くと、〝美人〟と形けい容ようできる、スーツを着た女性がにっこりと俺に笑えみを向けていた。

「ん？　何だ？」

「あの、自分への投とう資しというものに興味はありませんでしょうか？」

「投資？　自分への？」

「はい。今御自分に投資すれば、必ずそれが将しよう来らい何倍にもなって還かえってくるんです」

　影野からの情報に誤あやまりはなかった。この女が目的の会社の人間らしい。

「へえ。どんな話なんだ？」

　その一言を俺が言った瞬しゆん間かん──女の顔にしてやったりと言わんばかりの怪あやしい笑みが浮かんだ。




　　　　◆




　五分後。俺はオフィス街がいに立ち並ならぶビルの一つ、暁あかつきビルの二階にある株式会社ツリーストラクトのオフィスへと案あん内ないされていた。街まち中なかで勧かん誘ゆうした人間をいきなりオフィスへ連れ込むとはなかなかに大だい胆たんな手口である。

　そのビルは何階建てかを数えるのがバカらしくなるほどの大きなビルだった。案あん内ない図ずによれば、ビルの二階より上はすべて企き業ぎようで占しめられているらしいが、一階部分にはたくさんの飲食店が軒のきを連つらね、夕ゆう刻こくということもあって多数の人々が出入りしていた。ツリーストラクトという会社は俺が思っていたほど大きなところではなかったようで、二階にある部屋をいくつか借りているだけだった。

　俺が連れ込まれたのは、机つくえと椅い子すの置かれた面めん談だん室しつのような部屋だった。連れてきた人間に威い圧あつ感かんを与あたえないためか、見るからに清せい潔けつな部屋で、観かん葉よう植しよく物ぶつなども並ならべられ、空くう調ちようも効きいたそれなりに居い心ごこ地ちのいい部屋である。

「では少々お待ち下さい。すぐ上の者を呼んで参まいりますので」

　俺を勧かん誘ゆうしたその美女は、バカ丁てい寧ねいな口調でそう言うと、俺一人を残して部屋から出て行ってしまった。

　そしてそれから一分と経たたない内に、

「どうもどうも、お待たせしました」

　と、日本人の典てん型けい的てきな挨あい拶さつをしながらメガネをかけた初しよ老ろうの男が入ってきた。

「私はこういう者でして」

　恭うやうやしく名めい刺しを差し出す。俺は「こりゃどーも」とそれを受け取った。名刺には『株式会社ツリーストラクト副社長　藤ふじ岡おか陽よう一いち』とある。

「副社長、ですか？」

　俺が尋たずねると、その男──藤岡は嬉うれしそうに頷うなずいた。

「ええ。この会社の理り念ねんを正しく理り解かいしてもらうために、こうやって私自ら御説明させて頂いただくことになってるんですよ」

「ほー、それはそれは」

　思わず気のない返へん事じをしてしまったが、藤岡が気分を害がいした様子はなかった。

「あの、失礼ですがお名前は……？」

「ああ、山鹿と申もうします」

「分かりました、では山鹿様のご職しよく業ぎようは？」

　ちょっと困った。さすがに弁護士とは言いたくないのだが、下へ手たにウソをつきたくもない。

　自じ営えい業ぎようとでも言うべきか……？　いや、違うな、

「しがない自じ由ゆう業ぎようですよ」

「ああ、自由業ですか。いえ、それはご立りつ派ぱな職業だと思いますよ」

「はあ、どうも」

　我われながら気のない返事だと思う。

「さて、では早速お話の方に入らせてもらいたいんですが、まず山鹿様はご自分への投とう資しというものに興味がおありだそうですよね？」

「ええ、まあ。一応自由業ですし」

「そうですかそうですか、そういうことでしたら当社がお力になれると思いますよ。まず最初に申し上げておきますと、我わが社では若い方々が新しくビジネスを始めようとするのを支し援えんすることが主な業ぎよう務むなんです。もちろん始めるだけではどうにもなりませんから、そのビジネスの運うん営えいや発展させていくに当たって必要なノウハウなんかも提てい供きようしているんです」

「はあ、なるほど。で、それは具ぐ体たい的てきにどのような？」

「はい。たとえば株式会社を新しく設せつ立りつしようとした場合、どのような手続きが必要になるかご存ぞん知じですか？」

「いえ、あまり詳くわしくは」

「ですよね？　まあそれぐらいのことでしたら学校で教えてるところもありますし、ネットで調べたってすぐに分かります。もちろん、ご希き望ぼうでしたら当社でもご指し導どういたします。ただ、そうやって会社を新しく興おこすだけなら誰だれでもできます。ですが、それだけではまず客が来ません。当とう然ぜんですよね、実じつ績せきもなにもないわけですから。もし本ほん格かく的てきに新しい事じ業ぎようを起こして客を集めようとするなら、まず何よりも様々な方々との人じん脈みやくが必要になってくるわけですよ」

「なるほど。確たしかにその通りですね」

　我ながら感情のこもってないセリフだったが、藤岡は我が意を得たりとばかりに顔を綻ほころばせた。

「ええ、山鹿様もそう思われますよね？　そして、自分への投とう資しというのはまさにこのことなんです。こういった会社の設せつ立りつや運営になくてはならない様々な知識や人じん脈みやく、当とう社しやではそういったものをあなたに提てい供きようすることができるわけなんです。これは大変貴き重ちようなものなんですよ、どこの企き業ぎようでも、そういったものは決して社外に出そうとはしませんから」

「はあ、なるほど。それで具ぐ体たい的てきに、どんな形で提供して頂いただくことになるんでしょう？」

「はい、まず当社の会員になって頂きます。そうすると、月に数回行われる我わが社主しゆ催さいのセミナーへ参加することや、我が社が販はん売ばいする様々な教材を買うことができるようになるのです。そしてそのセミナーで、我が社の社長を始めとして、各界の様々な著ちよ名めい人じん方がたの貴き重ちようなお話を聞くことができるのです。もちろん、お話を聞いた後は参さん加か者しやの皆みなさんが直ちよく接せつ会話できる機き会かいも設もうけております」

「そこで人脈なんかが作れるというわけですか？」

「ええ、その通りです」

「はあ、それは素晴らしいですね」

　どうせどこかの有ゆう名めい企業と名前が似にている会社の社長でも連れてくるに違いない。あるいは逆ぎやくに、誰も知らないような会社の役やく職しよくだけは立りつ派ぱな連れん中ちゆうとか。

「でも、会員になるということは、当とう然ぜん会費が必要になるわけですよね？」

「ええ、残念ながら……というべきでしょうか。我が社としてもやはり事じ業ぎようとして行っているわけですから。

　ただ、決して高い額がくではないと思いますよ。ちょうど今は紅こう葉ようキャンペーンをやってまして、本来なら三万円かかる入会金が無む料りようなんです」

　思わず吹ふき出しそうになるのをぐっとこらえる。

　なぜ起業支援の会社が紅葉キャンペーンなのだ？　一体どんな関係があるというのだろう。この分だと来月にはきっとクリスマスキャンペーンでも始めるに違いない。

「それでまあ、実じつ際さいにかかる金額は、毎月の会かい費ひ一万円だけとなっておりまして」

「はあ、すると年間で十二万円かかるわけですか」

　藤岡は猛もう烈れつな勢いきおいで手をパタパタと動かした。

「いえいえいえ！　確かにそう考えると少々高いと感じられるかもしれません。ですが、これはあくまで投資なんです。その十二万円が将しよう来らい何百万、いえ、何億円にもなって還かえってくるとしたら、これは大変に安い投資だとは思いませんか？」

「でも、投資ということは無む駄だになる可か能のう性せいもあるんじゃないですか？」

　藤岡は再さい度どパタパタと手を動かした。

「いえいえいえいえ！　確たしかに株かぶとか先さき物もの取とり引ひきとか、そういった投資でしたら無駄になる可能性は充じゆう分ぶんあるでしょう。他の会社の業ぎよう績せきやら農作物の出で来き具ぐ合あいなんて、投資した側がわの意い思しに関係なく潰つぶれる時は潰れてしまいますから。ですが、我わが社の場合は投資の対たい象しようが御自分なわけです。つまり、自分でがんばればいくらでも高い配はい当とうが自分に還ってくるわけなんです、これほど絶対に儲かる確実な投資はありませんよ」

　出たな。これでまず一つだ。

「なるほど、お話は大変よく分かりましたよ。非ひ常じように興きよう味み深いですね」

「そうですかそうですか！　ではですね、丁ちよう度ど今度の土曜日……三十日にもセミナーがあるんですよ」

　藤岡はにこやかに一枚の紙とペンを取り出した。

「今契けい約やくして頂いただけると、そちらの方にも出席することができるんですが……いかがでしょう？」

　いきなり本題に入ってきやがった。ふむ。俺のような大だい根こん役やく者しやの下へ手たな芝しば居いであっても、興味があるという姿し勢せいさえ見せていればそれなりに効こう果かはあるらしい。

「うーん、お話は大変よく分かりました。私としても充じゆう分ぶん興味はそそられてますよ」

「それはありがとうございます」

　とっても嬉うれしそうだった。

「ただ、十二万もの出しゆつ費ぴとなると、やっぱりちょっと厳きびしいんですよ。こういったことをすぐに返事するのもどうかと思いますし、今日のところはお話だけで契約はまた後日ということにしてもらえませんか？」

　そう言って、俺は少しわざとらしく腕うで時ど計けいを見た。

「ああ、それにもうこんな時間だ。今夜はちょっと早めに帰ろうと思ってましたんで、そろそろ失礼させてもらいますよ」

　すると藤岡は慌あわてたように、

「ま、ま、まあちょっと待って下さいよ！　先ほども申し上げましたが、今でしたら丁度紅葉キャンペーンで三万円の入会金がタダになるんですよ。ですが今月はもう終わりですし、そうなるとキャンペーンも終わってしまうんです。それなら今サインして頂いた方が土曜日のセミナーにも参加できますし、とってもお得とくだと思うんですが……」

「なるほど、そう言われると少し迷まよいますなあ」

　藤岡は安心したように小さくため息を吐ついた。

　さて、どうしたものか。今までの会話で証しよう拠こは充分集まったのだから、もう正体を明かしてやってもいいのだが……。

　とりあえず契約書を手にとって見てみる。小さな字でびっしりと色々書かれていた。

「なんか色々書かれてますね」

「え、ええまあ。でも、大したことは書かれてませんから」

「うーん、やっぱり契約書となればじっくり目を通しておきたいですし、でも今日はもうあまり時間もありませんから、やっぱりまた後日にして頂いた方が……」

「い、いえ、本当にそれには契約書によくあることが書かれてるだけですから。最近は色々法律も厳しくなってまして、契約書に変な条じよう項こうを加えて人を欺あざむくようなことはまったくできなくなってるんです。ですから本当に大したことが書かれてるわけじゃないんですよ、ええ」

「はあ、なるほど……。分かりました、まあここまで話を聞かせてもらったんですから、サインぐらいしておきましょう」

「はい、ありがとうございます！」

　俺はペンを取り、サラサラと必要事じ項こうに記入していった。喜き色しよく満まん面めんのこの男には悪いが、文字通り本当にサインしただけなのだが。

「後日また振ふり込こみのための書類をお送りしますので、そちらの方の処しよ理りもよろしくお願いしますよ。ああ、もちろんセミナーには参加して頂けますので」

「いや、その必要はないだろうな」

　俺はニヤリと笑うと、椅い子すに浅く座りなおし、ぶっきらぼうな口く調ちようで言った。もう猿さる芝しば居いは必要ない。

「は？　ど、どういうことでしょうか？」

　突とつ然ぜん変化した俺の態たい度どに、藤岡は目を白黒させた。

　俺はポケットから金色に輝かがやく小さなある物を取り出した。そしてそれを襟えりに着ける。
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「ああ!?　そ、そのバッジは！」

「ん？　見て分かるのか、そいつは話が早いな。すっかり言い忘れてたが、俺は自由業で弁護士をやっててね」

　藤岡は一いつ瞬しゆん言葉を失ったが、すぐに営業スマイルを取とり戻もどした。

「そ、そうなんですか。それはまた、その、ご立りつ派ぱなお仕事で」

「そりゃどーも。しかしあんたら随ずい分ぶんあこぎな勧かん誘ゆうをやってるんだな。弁護士として、しっかりと体験させてもらったぜ」

「そ、それはどういうことですかな？　我が社は違い法ほうなことは何一つやっておりません」

「やれやれ、どの口からそんなことを言うんだか。あんた副社長なんてやってながら消しよう費ひ者しや契約法の一つも知らんのか？

　まず、俺はさっき時間がないから帰りたいという意思を表明しただろ？　にも拘かかわらず、あんたは帰らせなかった。こいつは退たい去きよ妨ぼう害がいに当たるな。それだけじゃないぞ、あんたは〝確実に儲もうかる〟なんて言葉を使ったよな？　絶対に儲かる投資なんてあるわけねーだろ、そのセミナーやら教材やらがまったく俺の役に立たないものだったらどうする？　こいつは断だん定てい的てき判はん断だんの提てい供きよう、ついでに不ふ利り益えき事じ実じつの不ふ告こく知ちにも当てはまるかな？　ああ、それから契約書の内容を詳くわしく確かく認にんする時間も与あたえられずにサインさせられたってのもあったな。

　今言ったのは全部法に触ふれる行こう為いだぜ？　おっと、言っとくが今いま更さらしらばっくれるのは無しにしてもらうぞ、俺はこういうものも用意してるからな」

　懐ふところから四角い物ぶつ体たいを取り出す。

「見りゃ分かるな、レコーダーだ。あんたのお言葉はしっかりと録ろく音おんさせてもらったからな」

　藤岡は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔になった。

「い、いきなりあなたは何を言い出すんですか？　そもそも、一体何の目的でこんなことを……？」

「嫌いやがらせのためにきたわけじゃないことは確かだな。こいつは弁護士としての助じよ言げんなんだが、できればこの会社の最高責せき任にん者しやを呼んできてもらった方がいいと思うぞ。それから、もしいるのなら顧こ問もん弁護士もな」

「しょ、少々お待ち下さい」

　ただごとじゃないと悟さとったのだろう。藤岡は青い顔をしながら慌あわてて部屋を出て行った。




　やがてこの部屋に入ってきたのは、先ほどの藤岡と、やや高こう齢れいだが背せ筋すじのピンと張はった骨の太そうな男だった。

「あんたは？」

「この会社の代表取締役で、比ひ良ら野の正せい一いち郎ろうという者だ」

　そう言って俺の前の席に座すわる。俺が弁護士であるということはすでに聞いているのだろう、比良野の顔には警けい戒かいしている様よう子すがありありと出ていた。

「話はこの藤岡から聞かせてもらった。君は我わが社が法に触れる行為をしたと主しゆ張ちようしてるらしいが……」

「ああ、それは確たしかだな」

「何か証しよう拠こでもあるのかね？」

「おや、それも藤岡さんから聞いてないのか？」

　俺は机つくえの上に置いたままのレコーダーを指差した。

「ここに勧誘の様子が詳しく録音されている。俺が帰りたいといっても帰してくれなかったり、〝絶対に利益が出る〟なんて断定的な言葉を使われた勧誘の様子がな。こいつを裁さい判ばん官かんにでも聞いてもらえば、さぞかし楽しいことになるだろうよ」

「ほほう、そうかね。だが、私だって法律のことは多少知っているぞ。こちら側の同意を得ず、勝手に君が録音したテープなんぞ、裁判では証拠として採さい用ようされないということぐらいはな。違い法ほう収しゆう集しゆう証拠というのだろう？」

「残念ながらそいつは刑事事件の話だな。民事事件はもうちょっと証拠に大らかでね。それにあんた、こういうのは知ってるか？　平成十二年七月十二日に最さい高こう裁さいで下された判はん決けつ、〝相手方の同意を得ないで会話を録音することが違法でないとされた事じ例れい〟だ。

　そいつによると、自分より上の立場にいる人間に対してなら、たとえ同意を得ずに会話を録音したとしても、そいつは証拠として認みとめられると判はん断だんされたのさ。つまり、いきなり会社に連れ込まれて法に触ふれる勧誘をひたすら受けさせられた今の状じよう況きようなんかとはぴったり符ふ合ごうするわけだ」

「…………」

　比良野は隣となりに座っている藤岡を睨にらんだ。厄やつ介かいな客を勧誘しやがって、とでも思っているに違いない。

「君がさっきから言っている法律というのは、消費者契約法のことだと思うが……違いないかね？」

「ああそうだ」

「なるほど、そうかね。消費者契約法のことは私も知っている。あれは基き本ほん的てきに消費者が結ばされた不ふ利りな契約を解かい除じよできるようにと制せい定ていされた法律だ。君の目的が何かは知らんが、その法に触れた程てい度どでは我が社を脅きよう迫はくするようなネタには使えんぞ？」

「おやおや、脅迫だって？　まずはっきりと言っとくが、俺はそんな大それたことをしにここへ来たわけじゃない。それから、確かにあんたの言ったとおり、消費者契約法は企業に対して罰ばつ則そくを与あたえられるようなもんじゃない。

　だがな、たとえばこういうことはできるぞ。あんたらの会社に金を払った連中を全員集めて〝ツリーストラクト被ひ害がい者しやの会〟を作るのさ。そして今までに払った金を、慰い謝しや料りよう付きで全ぜん額がく返せと裁判を起こすわけだな」

「…………」

　さすがに弁護士相手に法を語ることの愚おろかさに気付いたのか、比良野と名乗ったその社長は黙だまり込んだ。

「……い、一体何が目的なんだね？」

「ようやく納なつ得とくして頂けたようで嬉うれしいよ。言っとくが、俺は別にあんたらがどういった商売をしようと関心はない。誰に何を売りつけようが好きにしてくれて構かまわんさ。ただし、こう見えても俺は独どく善ぜん的てきな人間でね、これが俺に迷めい惑わくがかかるとなると少々話が変わってくる。そして俺は今、とある人間の法的代だい理り人にんってやつでな。その依い頼らい人にんの利益を守るためとあれば、どんなことだってしなきゃならん。

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに言わせてもらおう、俺の要よう求きゆうは一つだけだ。あんたらのところに津つ路じ武たけしって社員がいるだろ？」

　比良野は一いつ瞬しゆん誰のことか分からなかったらしく、助じよ言げんを求めるように藤岡の方を見た。藤岡は比良野の耳に口を近づけ、何なに事ごとか囁ささやいた。

　それで納得したらしく、比良野は俺に向かって頷いた。

「あ、ああ。確かにいるようだが」

「早々にそいつと縁えんを切ってくれ。そいつは俺の依頼人の友人でね、どうやらあんたらの会社に心しん酔すいしてるらしい。だが、俺の依頼人はこんな企業にそいつがこき使われるのは気に食わないらしくてね。明日にでもクビにして、二度と関かん与よしないようにしてくれ」

「……ほう」

　比良野は考え込む素そ振ぶりを見せたが、それも長いことではなかった。

「分かった、そちらの要よう求きゆうは理解できた。私としても君の要求を吞のむのにやぶさかではない。だが彼はれっきとした社員だ、なんの通つう知ちもなく突然クビにすることは勘かん弁べんして欲しい。君も弁護士なら分かるだろう、一か月だけ猶ゆう予よをもらえないか。そうすれば君の言った通りにしよう」

　労ろう働どう基き準じゆん法ほう第二十条のことを言っているのだろう。労働者を解かい雇こする時は三十日前に予告しろ、というやつだ。

「いや、それはダメだ。さっきも言ったが、津路は随ずい分ぶんとあんたらの会社に心酔してるらしくてね。そんな状じよう態たいで円えん満まん退たい社しやなんてされちゃ困るんだよ。むしろ津路があんたらに強い恨うらみを抱いだくように仕し向むけたいんだ、分かるな？　強ごう引いんな理由をつけてムリヤリ解雇して、退たい職しよく金きんの支し払はらいも渋しぶってくれ。

　ああ、あんたらに拒きよ否ひ権けんはないのを忘れるなよ。たかが社員の首一つで会社が守れるなら安いもんだろ？」

　俺はすでにこいつらの首根っこを押おさえている。こいつらに拒否する権けん利りなんてないのだ。せいぜい好きに注文を付けさせてもらうとしよう。

「……分かった、期き待たいに添えるよう努力はする。だが、そのためには君に少々約束してもらわねばならん。少なくとも君には今後二度と我わが社に関わって欲しくはないし、それにこれも当然のことだとは思うが、津路君が今後我が社を訴うつたえるようなこともないんだろうね？」

「ああ、それはもちろんだ」

「しかし、口約束ではなんとでも言える。できれば今の約束について一いつ筆ぴつ入れてもらえないかね？」

　俺はニヤリと笑った。

「おや、俺の言ったことが理解できていないようだな？　繰くり返すが、あんたらに一いつ切さいの拒否権はないんだ。俺はこの場での約束を文書に残すつもりなんざこれっぽっちもない。口約束が不ふ満まんならそれはそれで構かまわんさ、首を横に振ふるがいい。ただしその場合には、一週間もしないうちに〝ツリーストラクト被害者の会〟が誕たん生じようすることは覚かく悟ごしておいた方がいいだろうな」

　さすがにこうまで言われては比良野にもカチンと来るところがあったらしい。だが、それなりに忍にん耐たいは持ち合わせていたらしく、感情的な判はん断だんを下すようなことはなかった。

「分かった、君の言う通りにしよう。津路君は明日にでも解雇する。それでいいかね？」

　俺はニヤリと笑って右手を差し出した。

「そうこなくっちゃな、話の分かる社長さんで良かったぜ」

「……君が約束を守ってくれることを期待しよう」

　比良野は満足したとは言いかねる表情で俺の右手を握にぎり返した。

「安心しろ、俺だって好きこのんで厄やつ介かいごとに首を突っ込みたくはねーさ。被害者をまとめて民みん事じ訴そ訟しようを提てい起きするなんて面めん倒どう以外の何物でもないからな。ただ、俺は約束を破られるってことが大嫌いだ。その点だけはあんたらにもしっかりとわきまえておいてもらいたいな」

「……覚えておこう。用件は以上かね？」

　俺の顔なんざもう見たくない、さっさと帰れ──という意味だろう。

「ああそうだ。じゃ、俺は引き上げるとしよう」

　これ以上二人の心しん労ろうを増ふやすのも忍しのびない。俺は立ち上がってさっさと部屋を出ようとしたが、ふと思い立って二人を振り返った。

「そうそう、もうこんな商売は適てき当とうに切り上げた方が身のためだぞ？　実際に弁護士が一人やってきたんだ、二人目が乗り込んでくる日だってそう遠くはないだろうぜ。次に来る弁護士が俺みたいに話の分かるヤツだって保ほ証しようもないしな」

「……肝きもに銘めいじておこう」

　俺は依い頼らいが終了したことを確かく信しんし、そのオフィスを後にした。




　この最後の忠ちゆう告こくが余よ計けいだったと後こう悔かいすることになろうとは、さすがの俺もこの時じ点てんでは知りようがなかった──。




　　十一月二十九日　午後五時三十二分　山鹿法律事務所




　翌日の夕ゆう刻こく。時刻はすでに五時半を回った。

「……おかしい」

　そろそろ駆かけ込んでくるに違いないはずの客が来ない。俺は机の上に足をのっけるという行ぎよう儀ぎの悪い姿し勢せいのまま、いささか待ちくたびれていた。

「善ぜん行こうさん、そろそろ晩ばん御ご飯はんの用意したいんですけど……いいですか？」

　と、俺の秘ひ書しよとこの事じ務む所しよのお手伝いを兼かねる雪ゆき奈ながエプロンを着けながら言った。

「ああ、分かった。それと雪奈、今日はあと二人ほど客が来るはずなんだ。もう来てもおかしくないはずなんだが……」

「分かりました、お茶の用意だけしときますね。でも……こんな時間にですか？」

「ああ。アフターファイブだしな」

「は、はあ……？」

　俺の返へん答とうに雪奈は首を傾かしげた。




　お目め当あての客が来たのは、その十五分後のことだった。……雪奈の晩ばん飯めしが出来上がる時間と重ならなくてよかった。

「どうも、山鹿と申します。本来は刑事事件が専門の弁護士なんですがね」

　俺はそう言って接客用のソファに座った男──津路武に名めい刺しを差し出した。津路は黙だまってそれを受け取った。

　津路武。その名前は何度も耳にしたし、口にもしたが、会うのはこれが初めてだった。がっしりとした体格の原田と見比べると、随ずい分ぶん線の細い青年に見える。どこぞのインチキ企業の食い物にされたというだけあって、どこか気の弱そうな、それでいて人の良さそうな顔つきをしている。だが今は、唇くちびるをへの字にして怒いかりを抑おさえているようだった。

「それでどんなご用件ですか？　まあ大おお方かたは想像がついてますが」

「ええ、連れん絡らくもなしに突然お伺うかがいして申もうし訳わけありません。お察さつしはついてると思いますが、こいつのことなんです」

　原田が津路に目をやる。

「今日付けで会社を解雇されたんですよね？」

　俺の言葉に、二人は驚おどろいたように顔を上げた。

「やはり、山鹿先生が関係してるんですか？」

「ええ、そうですとも」

「な、何でそんなことをしたんですか！」

　津路が声を荒あららげた。

　俺はそれに答えず、原田の方を向き、

「原田さん、あなたから受けた依頼の内容、彼に話しても構いませんね？」

「え……ああ、そうですね。分かりました、結けつ構こうです」

　依頼人の許きよ可かが得られたので、俺は津路に言った。

「私は先日あなたの御ご友人である原田さんからこう依頼を受けたんです。あなたとツリーストラクトという会社との縁えんを切ってくれと」

　津路は驚きよう愕がくの眼まな差ざしを原田に向けた。なんでそんな余よ計けいなことを──そんな感じだった。

「津路……。お前、まだ分かってないのか？　あの会社は自分への投資だとか適当なことを言っては、教材費やらセミナーの受講料やらの名目で金を巻き上げようとするだけのインチキ会社なんだ。そんなところでお前を働かせるわけにはいかないだろ」

「ふ、ふざけないで下さい！　僕も何度も言ったじゃないですか、あの会社は素す晴ばらしいところなんです！　いいですか、今の日本には職しよくがありません。若い人がいくら働こうと思っても求人がないんです。だからこそ、自分達で仕事を作るという気き概がいが必要になってくるんです！　あの会社はそのために必要なノウハウを教えてくれる、これからの日本に必要な会社なんです！　確たしかに多少高い教材を販はん売ばいすることだってあるでしょう、しかしそれが自分のためになって、将しよう来らい何倍にもなって還ってくるというのであれば──」

「まあまあ、ちょっと待って下さいよ」

　長々とした演えん説ぜつが始まりそうだったので、俺は慌あわてて割わって入った。

「津路さん、確かに私は何ら断ことわりなく、あなたをクビにするよう画かく策さくしました。それが原田氏の依頼でしたからね。しかし、そんな風に自分のあずかり知らぬところで話を進められたとすれば、もちろんあなたには不ふ満まんでしょうし、言いたいこともあるでしょう。ですが、まず一度こいつを聞いてみて頂けませんかな」

　俺は背広の内ポケットからカセットレコーダーを取り出した。

「……何ですか、それは」

「昨日、私がツリーストラクトに押おしかけた時の会話です。録音しておいたんです、あなたに聞かせるためにね」

　再さい生せいボタンを押す。

『どうもどうも、お待たせしました』

　最初に聞こえたのは、藤岡の声だった。




『早々にそいつと縁を切ってくれ。そいつは俺の依頼人の友人でね、どうやらあんたらの会社に心酔してるらしい。だが、俺の依頼人はこんな企業にそいつがこき使われるのは気に食わないらしくてね。明日にでもクビにして、二度と関与しないようにしてくれ』

　津路は黙って聞こえてくる会話に耳を傾かたむけていたが、テープが進むにつれ、その顔色は青ざめていった。

『分かった、君の言う通りにしよう。津路君は明日にでも解雇する。それでいいかね？』

「ま、こんなとこでいいでしょう」

　停てい止しボタンを押す。

　ちなみに、内容は少々編へん集しゆうしてあり、俺と比良野が口約束を交かわした場面については削さく除じよされている。

「お聞き頂いた通り、社長自らインチキ商売をしていたと認みとめてくれましたよ」

「ちょ、ちょっと待って下さいよ！　そんな、信じられない！　あの社長がこんなことを言うはずがない！」

「しかしこれは事じ実じつです。声にも充じゆう分ぶん聞き覚えがあると思いますが」

「こ、こんなバカなことがあるか！　社長はあんなに素晴らしい話を僕に聞かせてくれたのに！　いくつもの大企業を育ててきたって……！　そ、そうだ、社長がこんなことを言うはずない！　このテープだって偽ぎ造ぞうなんでしょう!?　最近は声だって自由に作れる技ぎ術じゆつがあるって言うじゃないですか！　きっとそれで僕を騙だまそうと──」

「まあ落ち着いて下さい津路さん。このテープの内容を裏付ける証拠ならちゃんとあるんですから」

「な、何ですかそれは」

　俺は津路を指差した。

「あなたのことに決まってるじゃないですか。このテープで比良野氏が言った通り、あなたは唐とう突とつに解雇された。それこそがこのテープの会話が真実であるという何よりの証拠になります」

「……あ、ああ……！」

　津路は頭を抱かかえて力なくソファに座すわり込んだ。

　ざっとこんなもんである。さて、これで俺が津路にしてやれることは終わった。

「原田さん。私がお手伝いできるのはここまでです。これでよろしいですか？」

「え、ええ、充分です。あとは俺の方でなんとかできると思いますから」

「ええ、是ぜ非ひそうしてあげて下さい。お役に立てて何よりです」

「本当にありがとうございました。まさかこうも早く解決してくれるとは思ってませんでした。やはり山鹿先生にお願いしてよかったですよ。ああ、これはお約束の依い頼らい料りようです」

　そう言って原田は茶ちや封ぶう筒とうを差し出した。

「領りよう収しゆう書しよは要いりますか？」

「いえ、結けつ構こうです。では本当にお世せ話わになりました」

「今度は是ぜ非ひ刑けい事じ事件でも持ってきて下さい」

　俺は縁えん起ぎでもない冗じよう談だんを言ったつもりだったのだが、どうも意味が通じなかったらしく、原田は「ええ、是非に」と素すで返してきた。そして、すっかり力の抜けてしまった津路を支ささえながら事務所から出て行く。

　客のいなくなった事務所で、こっそりと封筒の中身を確かく認にんする。現金で十万円。一流弁べん護ご士しの報ほう酬しゆうとしてはムチャクチャ安いが、一日足らずの仕事としては充分だろう。これだから弁護士稼か業ぎようはやめられない。こうして我わが事務所が抱かかえる事件は一つ減へり、明日からはまた平へい凡ぼんな日々が始まることになる──はずである。

　……と、その時だった。

　俺は部屋に漂ただようある違い和わ感かんに気付いた。……焦こげ臭くさい。非ひ常じように焦げ臭い。

　思わず緊きん張ちようする。いくら俺でも、地じ震しんと雷かみなりと火か事じと親おや父じだけはどうにもならない。

「きゃあっ！」

　聞こえてきたのは、隣りん室しつにいるはずの雪奈の悲ひ鳴めい。それを聞いた俺の体は自然に動いていた。

　すぐさま立ち上がり、隣となりの部屋へのドアを蹴けり開ける。

「どうした、雪奈!?」

　俺の目に映ったのは、慌てた様子でガスコンロの火を消す雪奈の姿だった。ふと見回すと、部屋の中にはうっすらと黒い煙けむりが立ち込めており、何かが焦げた臭においが鼻をつく。
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「す、すいません。ちょっと目を離はなしたスキにお魚を焦がしちゃって……」

　雪奈が申し訳なさそうに言った。ふとガスコンロに目をやると、完かん全ぜんに炭たん化かしてしまっている真っ黒な魚がぶすぶすと煙を上げていた。魚ぎよ拓たくを取られたとしても、あそこまで黒くはならないだろう。

「ふう。なんだ、魚が焦げただけか。安心したぜ」

　それは俺の本音だった。雪奈がヤケドしたような様よう子すもなかったし、部屋に少し煙はこもったものの、火災通つう報ほう装そう置ちが作動したわけでもない。……ただ、焦げた臭いだけはしばらく残りそうだが。

「だけど、お前が料理を失敗するなんて珍めずらしいこともあるもんだな」

「うう、すみません……。ちょっと大学の課か題だいのことを考えてぼーっとしてたら……その、思ってたより早く時間が流れちゃったみたいなんです」

　思わず苦く笑しようしてしまう。雪奈らしいと言えば雪奈らしい。

　そう、どちらかというとこいつは昔から少々とろい……いや、ぽやんとしたところがあった。むしろ今まであまり料理を失敗しなかったことの方が奇き跡せきのような気さえする。

「なーに、もう気にすんなよ。大だい事じになったわけでもないしさ」

　立ち込めた煙を逃がすために窓を開ける。

「でも……晩ばんご飯はん、どうしましょう。他におかずになりそうなものもありませんし」

　雪奈、お前がいれば充じゆう分ぶんオカズになるじゃないか──という考えが脳のう裏りをよぎり、俺は自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりそうになりながらその考えを振ふり払った。オヤジか、俺は。

「よ、よし、じゃあたまには外にうまいもんでも食いに行こうぜ。さっき依頼が一つ終わって金が入ったばっかりだしな」

「え……。でも、ご飯とか炊たいちゃってますし……」

「いいっていいって、明日の朝にでも暖あたためなおして食うからさ。ただでさえ雪奈には毎日飯めし作らせてばっかりだし、その上影野みたいな輩やからも押しかけてくるんだ。たまにはうまいもん食って栄えい養ようつけないとな。さ、準じゆん備び、準備」

「は、はあ……」

　まあ少々部屋は臭くさくなってしまったが、ものは考えようだ。これで雪奈との夜のデートが楽しめるのだから──。
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　　十二月一日　午後一時四十分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




　一つの小さな依頼が終わり、俺おれの事務所は平へい穏おんを取り戻もどした。

　十二月一日日曜日。世せ間けんは休日だが、我わが法律事務所は普ふ段だんと変わらぬ営えい業ぎようを続けている。とはいえ、二つある接せつ客きやく用ようのソファは、一つを影野が占せん領りようして昼ひる寝ねに使い、もう一つは雪ゆき奈なとこの事務所の不ふ法ほう侵しん入にゆう常じよう習しゆう犯はん──皐さ月つきというクソガキが使っていた。皐月はテストが近いとかで、その勉強中らしい。雪奈は臨りん時じの家庭教師というわけだ。まったく、俺の秘ひ書しよをなんだと思ってるんだか。金でも請せい求きゆうしてやるべきだろうか？

　とはいえ、こんな日曜に客が来ることもなく、俺も大してやることがあるわけでもない。仕し方かたなく俺は机つくえに足を載のせ、だらだらと新聞を読んでいた。

　普段ならなんとなく読み流す程てい度どの記事しかない新聞だったが、今日は珍めずらしく俺の目を惹ひく見出しがあった。

『民みん事じ訴そ訟しようで実験的に陪ばい審しん員いん制せい度どを導どう入にゆう』

　年明けから実験的にではあるが民事訴訟でも陪審制度が導入されるという。いや、正確に言うのなら、日本では以前から陪審制度はあったのだが、戦時中の昭和十八年に停てい止しされただけなので、再さい開かいされると言うべきだろう。

　世の中には〝現実的損そん害がい賠ばい償しよう〟、そして〝懲ちよう罰ばつ的てき損害賠償〟というものがある。

　前者は不ふ法ほうな侵しん害がいが行われた場合、正常であった時とできる限り同じ状じよう態たいに戻すための賠償金として支し払はらわれる。

　そして後者──〝懲罰的損害賠償〟とは、ようするになんらかの危き害がいを加えた個人、あるいは組織などに対し、制せい裁さいを加え、かつ将しよう来らいにおける同どう種しゆの行こう為いを抑よく止しする目的で賠償金を科かすというものである。早い話が見せしめだ。アメリカの裁さい判ばんで一億ドルを超こえるような賠償金を科す判はん決けつが下されるのは、ひとえにこの懲罰的損害賠償の存そん在ざいがあるからだ。

　日本では、この懲罰的損害賠償というものが認められていない。法律にも定められていないし、裁判で認められたこともない。

〝我が国においては加か害がい者しやに対して制裁を科し、将来の同様の行為を抑止することは、刑事上もしくは行ぎよう政せい上じようの制裁にゆだねられている。ゆえに、見せしめと制裁のために懲罰的損害賠償を科すのは、日本の公おおやけの秩ちつ序じよに反する〟──というのがその理由らしい。

　しかもこれは最さい高こう裁さいで示された判はん断だんだ。日本に限かぎったことではないが、裁判所というところは過か去この判例に弱く、それを覆くつがえすような判決は出したがらない。そのため、最高裁が示しめした判断となれば新しい法律も同然だ。この最高裁の判断がある限り、今後も日本で懲罰的損害賠償が認められる可か能のう性せいは極きわめて低い──と言うよりほとんどゼロだろう。それはたとえ陪審制度が導どう入にゆうされたとしても同じことだ。可能性があるとすれば、今後日本の法律に懲罰的損害賠償に関する項こう目もくが追加されるか、あるいは裁判所が過去の判はん例れいを覆すかのどちらかしかない。

　とはいえ、仮に日本で懲罰的損害賠償が認められるようになったとしても、その額がアメリカほど高額になることはないだろう。日本とアメリカという国の風ふう土どの違いがある限りは。

　チャップリンという有名な俳はい優ゆうがいた。ある子持ちの女性が彼を訴うつたえた。この子供はあんたの子だと認みとめろと。

　裁判が始まった。その法ほう廷ていにおいて、決定的な証しよう拠こ──血液型──が提てい出しゆつされ、その子供とチャップリンが親子ではないことが科学的に認められた。だが、判決はチャップリンに扶ふ養よう義ぎ務むありとする、事実上の敗はい北ぼくだった。

　当時、裁さい判ばんの行われたカリフォルニア州では、まだ血液鑑かん定ていは証拠として認められていなかったという。しかし一方で、血液鑑定が科学的に正しいものであるという認にん知ちはあったのだ。多大なる成功を収おさめたチャップリンへの妬ねたみか、はたまた父のいない母子への同情があったのか。いずれにせよ、アメリカの陪審員達は、科学的な証拠よりも自らの感情的な判断を優ゆう先せんしたのだ。

　その考え方が悪いとは言わない。だが、厳げん然ぜんたる事じ実じつを無む視しするかのような判決が下されるというのは──日本人には少々理り解かいしがたいだろう。

　アメリカにおける懲罰的損害賠償の金額は、陪審員の感情的な要よう素そが大きなウェイトを占しめる。とあるあくどい企業が、利り潤じゆんのみを追つい求きゆうし、罪つみもない一いつ般ぱんの人々に大きな被ひ害がいを与あたえた。この企業が今後二度とこんなことをしないよう、そして類るい似じした行こう為いが行われることもないよう、懲罰的な意味を込めてどうか多大なる賠償金を──。そして被害者の境きよう遇ぐうに涙なみだした陪審員達が、一億ドルを超こえるような判はん決けつを下すのである。

　日本人は、アメリカ人と比べると、良く言えば理り性せい的てき、悪く言えば冷めているそうだ。俺もこの意見には反はん論ろんできない。その違いがある限り、たとえ日本で懲罰的損害賠償が認みとめられたとしても、巨額の賠償金が認められることはないだろう。つまり、日本の弁護士が民事事件で一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう機き会かいもないということだ。非ひ常じように残念なことながら。

　ただ、日本には懲罰的損害賠償こそないが、慰い謝しや料りようというものは認められている。とはいえ、これまでの裁判で認められた慰謝料の額がくは、それこそスズメの涙ほどでしかなかった。これに関しては誰もが少なすぎると思っているらしい。それゆえに、もし民事事件で陪審制度が導入されれば、慰謝料の額については今よりもかなり増えると予想されている。俺は刑事事件専門でやってきたが、そうなれば民事に食しよく指しを伸のばすのもいいかもしれない。

　でも民事って手続きがめんどくせーからなあ……などと俺が高こう尚しような思考をめぐらせていると、唐とう突とつに電話のベルが鳴った。

「はい、山鹿法律事務所です。……はい？」

　電話に出た雪奈は、すぐに首を傾かしげた。

「あ、あの、ちょっと落ち着いて……。はい、では山鹿弁護士に代わりますので……」

　雪奈は俺に受話器を差し出した。

「善ぜん行こうさん、津つ路じって方ご存ぞん知じですか？」

　津路……。昼下がりの半分眠ねむりかけた頭ではすぐには思い出せなかったが、やがてそれがつい先日洗せん脳のうを解といてやった男のことだと気づく。

「ああ、知ってる。そいつがどうかしたのか？」

「その津路さんからです。善行さんに至し急きゆう相談したいことがあるそうです。ただ事じゃないみたいですよ」

「……ま、とりあえず出てみるか」

　俺は新聞を閉じると、雪奈から受話器を受け取った。

「もしもし、山鹿ですが」

『あ、あの、山鹿先生ですか!?　ああ、名めい刺しもらっておいてほんとによかった！』

　いきなり雑ざつ音おん混じりの切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえてきた。

　確たしかに聞き覚えはあった。間違いなく津路の声である。雑音が多いのは外からかけているためだろう。

『あ、あ、あの、急いで早急に大至急ご相談したいことがっ！』

　すごい日本語だった。

「とりあえず落ち着いて下さい。何があったんですか？」

『や、山鹿先生は刑事弁護が御ご専せん門もんなんですよね!?』

「ええ、そうですが」

『そ、その、今日比ひ良ら野の社長に呼ばれてまたあの会社に行ってきたんですが──』

　コイツも懲こりないヤツである。洗脳が解とけたそばからまたあのインチキ会社に単身乗り込むとはどういう魂こん胆たんなのだろうか。

　察さつするところ、また変な高こう額がく商品でも買わされたのだろうか。もしそうだとしたら、今度こそ俺の手には負えなくなるだろう。

　だが、受話器から聞こえてきた言葉は、俺の想像をはるかに超こえていた。




『ひ、比良野社長が殺されてるんです！』




「ど、どういうことだ!?　一体何があった!?」

　さすがの俺も冷静さを保たもつことは困こん難なんだった。営業用の言葉遣づかいを取とっ払ぱらって尋たずねる。

『い、いえ、ですからそのあの、退たい職しよく金きんのことで相談したいことがあるって社長から電話があって、今日の一時半頃ごろにちょっと会社に来てくれって言われて……』

「一人で会社に来いだと？　おい、その電話は本当にあの社長からだったのか？」

『ええ、それはもう。声を聞いた限りじゃ間ま違ちがいなく社長の声でした』

「で、会社に行ったらあのじいさんが殺されてたってわけか？」

『そ、そうなんです。もうどうしたらいいのか分からなくて……』

　その声が弱々しくなっていく。

　なんてこった。もしこいつがウソをついてないとしたら──楽しいことになりそうじゃないか！

　津路には悪いが、俺は胸が躍おどりだすのを止めることができなかった。

　つい数日前までぴんぴんしていた男が、何ら前まえ触ぶれなく殺されたのだ。間違いなくこの殺人事件は複ふく雑ざつ怪かい奇きなものになるに違いない。もし周しゆう囲いに人の目がなければ躊ちゆう躇ちよなく俺は快かい哉さいをあげただろう。ああ、どうか津路の見間違いなんかじゃありませんように！

　もし危き険けん思し想そう取とり締しまり法ほうなんてものがあったら、間違いなく俺は牢ろう屋やにぶち込まれるに違いない。

「一いち応おう弁べん護ご士しの義ぎ務むとして聞いておこう。津路さんよ、まさかあんたが殺したわけじゃないだろうな？　もしそうだとしたら、俺は速すみやかに自じ首しゆすることを勧すすめるが」

『そ、そんな！　なんで僕ぼくが人を殺さなきゃならないんですか!?　僕は何もやってません、ただ死体を見つけただけなんですってば！』

「分かったよ、そういきり立つな。確たしかにあんたが人殺しをするとは思えんしな」

　とはいえ客きやつ観かん的てきに見れば、こいつは会社に騙だまされて金を巻き上げられ、こき使われて友人をなくすようなことをやらされた挙あげ句く、突とつ然ぜんクビにされたという立場にある。これだけ条じよう件けんが揃そろってれば、検けん察さつも動どう機きを立りつ証しようするのがさぞかし楽だろう。

　ただ、先日津路と接した時にも思ったが、この男の性格から言って、あの社長にそれほど恨うらみを抱いだいていたとは思えない。何しろ、あれだけ説得してやったにも拘かかわらず、未いまだにあの会社のことをそれほど悪く思ってないフシがあるのだから。

　もっとも、検察側が俺と同じ感想を抱いてくれることは万に一つもないだろうが。

「それより、とにかく詳くわしい状じよう況きようを教えてもらわないと話にならん。いいか、俺の質問に答えろ。まだ警けい察さつには通つう報ほうしてないんだな？」

『はい、僕にだってこれがどんなに悪い状況なのかぐらいは分かります。だから真っ先に山鹿さんに連れん絡らくを──』

「よし、それでいい。じゃあ次に、比良野はどんな状況で殺されてたんだ？」

『く、首に何かが巻かれてたような痕あとがあって、床ゆかに仰あお向むけで倒れてて……』

「ってことは絞こう殺さつか。今お前がいるのはどこだ？　やけに雑音が聞こえるが、ビルの外に出てるのか？」

『え、ええ』

「あの会社のオフィスには誰もいなかったんだな？」

『ええ、いません。今日は日曜ですし、その、社長からも二人っきりで話がしたいってことでしたし』

　そもそもそこが怪あやしい。仮に本当に退たい職しよく金きんを渡すことが目的だったとしよう。たとえそうだとしても、そんなものは銀行から振ふり込めばいいだけの話で、なぜわざわざ人の目を気にしてコソコソ会う必ひつ要ようがあるのか。

『あの、それで僕は一体どうしたらいいんでしょう……？』

「そうだな。とりあえず今のあんたは死体の第一発見者って立場になるわけだ。聞いたことはあると思うが、警察ってやつは殺人事件があると必ず第一発見者を疑うたがうんだ。今のあんたには会社ともめてたってやっかいな経けい歴れきがあるし、このままだとあんたが容よう疑ぎ者しやに祭り上げられるのも時間の問題だろう」

『そ、そんなあ！　じゃ、じゃあいっそこのまま何も見なかったことにしてさっさと家に帰った方がいいんでしょうか……？』

「俺としてもそう助じよ言げんしてやりたいのはやまやまだがな、残ざん念ねんだが死体を見つけちまった以上、あんたには警察にそのことを通つう報ほうしなきゃならん義ぎ務むが生しようじる。死体を見つけたのに無む視しして放ほう置ちしました、なんてことがバレてみろ。立場が悪くなる一方だからな」

　助言者である俺の立場が。

　そもそも、それで事件が俺の手から離はなれてしまっては面おも白しろくもない。

『で、でも僕が死体を見つけたなんて誰にも知られてませんよ？　オフィスに入るところも出るところも誰にも見られてませんし、このまま黙だまって帰れば誰にも分かりっこないと思いますけど……』

「あの会社があったビルの一階って、随ずい分ぶん人が出入りしてたよな？」

『はあ、確かに今日は日曜ですし、かなり賑にぎわってますけど。でも、僕のことを知ってる人とは会ってませんし』

「それはあんたがそう思ってるだけかもしれんぜ。とにかく、あんたは誰にも見られてないつもりかもしれんが、人がたくさんいる以上、あんたのことを覚えてる目もく撃げき者しやが一人や二人いてもおかしくはない。知らん顔してトンズラするにはリスクが大きすぎる。

　だが、なにもあんたが警察に通報して第一発見者が誰であるかを教えてやる必要はない。あんたの弁護士として、俺が代わりに通報しといてやる。

　これからあんたがやらなきゃならんことはたった一つだ。急いで俺の事務所まで来るんだ、できるだけ人に見られないようにしてな。分かったか？」

『わ、分かりました』

「それから、事件現場にあるものには何も手を触ふれてないだろうな？　少しでも物を動かしたり隠かくしたりしてみろ、日本の鑑かん識しきは優ゆう秀しゆうだからな、ブタ箱行きの切きつ符ぷに自分でサインするようなもんだぞ」

『…………』

「おい、聞いてるのか？」

『あ、は、はい、大だい丈じよう夫ぶです。問題ありません、何も隠したりしてませんから。分かりました、とにかく急いでそちらへ向かいます』

「ああ、待ってる」

　俺は受話器を置いた。

　ふと見回すと、事務所中の視し線せんが俺に集まっていた。まあさっきの会話を聞いていれば、興きよう味みの一つや二つ抱いだくのは当とう然ぜんだろう。

「ぜ、善ぜん行こうさん……。誰かが殺されただの、警察をごまかそうだの、なんか凄すごい会話が聞こえてきましたけど、一体何があったんですか？」

「いつものことさ。どうやら殺人事件の弁べん護ごを引き受けることになりそうだ」

「えー!?」皐さ月つきがシャーペンを放り出して非ひ難なんの声を上げた。「あたし明日から期末テストだって言ったでしょ!?　どうやって裁さい判ばん傍ぼう聴ちようしに行けってゆーのよ！　もうちょっと都つ合ごうってもんを考えてよね！」

　むしろ最高のタイミングじゃないか──などと言い返したらまたややこしいことになりそうだったので、俺は皐月を無む視しして再度受話器を取り上げると、ある番号を押した。

『はい、上うえノの原はら警察署ですが』

「あー、俺は山鹿って弁護士なんだが」

『え……』

　受話器から聞こえる声に緊きん張ちようの色が混まじる。

「因幡いなばってしけた面ツラした中年刑けい事じがいるだろ、そいつを出してくれないか」

『……しょ、少々お待ち下さい』

　まるで腫はれ物にでも触ふれるかのような口く調ちようである。これがまともに税ぜい金きんを払はらっている雇こ用よう主ぬしにすべき態たい度どだろうか。いつか〝精せい神しん的てきな苦痛を受けました〟と訴うつたえてやる。

『なんの用だ、山鹿弁護士』

　聞き覚えのあるぶっきらぼうな声が聞こえた。まったく、最近の刑事は挨あい拶さつの一つも言えんのか。

「よう因幡刑事。最近すっかり寒くなったが風か邪ぜなんて引いてないか？」

『……ふざけてるのか貴き様さまは。さっさと用向きを言え』

　給料の払い主を貴様呼ばわりである。最近の行ぎよう政せいサービスってやつはどうなっているのやら。

「仕し方かたねえなあ。ま、お望みとあらば単たん刀とう直ちよく入にゆうに言ってやろう。絞こう殺さつ死体を見た」

『…………』

　さすがの因幡刑事も声を失った。

「──という話をさっき聞かされた」

『おちょくっとるのか貴様』

「おちょくってなんかいないさ。絞殺死体を見たという話を聞いたんだ」

『誰からだ、貴様の依い頼らい人にんか？』

「ま、そんなところだ」

『場所を教えてもらおうか。言っておくが、こればっかりは隠すとためにならんからな』

「おいおい、ひどい言い種ぐさだな。これまでに俺が警察に非ひ協力的だったことが一度でもあったかよ？　俺はそれを教えるつもりでこうしてあんたに電話してるんだ、もう少しぐらい感かん謝しやの色を見せてくれたってバチは当たらんぜ？」

「あんたが警察に協力的だったことなんて、あたしの知る限り一度もないけどね」

　外がい野やから皐月がつまらん突つっ込こみを入れてきたが、当然ながら無視する。

『能のう書がきはいい。さっさと場所を言え』

「おんやあ、感謝してる様よう子すが見られねーなあ？　ほらほら、親しき仲にも礼れい儀ぎありって言うだろ。別に俺は御お礼れいを要よう求きゆうしてるわけじゃないが、それでも──」

『さっさと言え！』

「やれやれ……」

　まあこれ以上、短たん気きなこの刑事をおちょくっても仕方がない。俺はもったいぶった口調で株式会社ツリーストラクトの住所を教えてやった。

『分かった。そちらには至し急きゆう警官を向かわせるとしよう』

「そうしてやってくれ。それじゃあな」

　そう言って電話を切ろうとしたが、

『待て！』

　受話器から鋭するどい制せい止しの声がかかる。

「なんだよ？　俺おれの用は済すんだぞ？」

　因幡が何を言いたいかは分かっていたが、俺は白しら々じらしく言った。

『まさかそれだけで済ませられると思ってるわけじゃあるまい？　お前にその話を教えた目撃者とやら、そいつをこちらに渡わたしてもらおうか。死体の第一発見者ともなれば立りつ派ぱな重じゆう要よう参さん考こう人にんだからな』

「あー、それについては一つ残ざん念ねんなお知らせがある。ひょっとすると御存知ないかもしれんが、俺は善ぜん良りようなる一市民として、いつも心の底から警察に協力してやりたいと思っている。思ってはいるんだが──そういつもいつも自分の好きなようにはできないってのが社会人のしがらみってやつでな」

『……何が言いたい？』

「俺だって警察が必要とするならどんなヤツでもすぐに引き渡したいと思ってるさ。たとえそいつが俺の依頼人であろうとな。

　だが、今回に限ってはその要よう請せいを断ことわらざるを得えない残念な理由があってなあ。あんたの言い分はこうだろ？　どうやら俺の依頼人が死体の第一発見者らしいから、身み柄がらを引き渡せと」

『ああ、そうだ』

　怒いかりを押おし殺した声だった。

「だとすると、やっぱり断らなきゃならないな。俺の依頼人が死体を発見した最初の人物だと証しよう明めいする証しよう拠こがあるわけじゃないんだろ？　他ほかに先に見てるヤツがいてもおかしくないわけだ。とすると、第一発見者じゃない、つまり重要参考人ってわけでもない、よって警察に引き渡す必要はないというわけだ」

『表現の問題なんぞどうでもいいだろうが！』

　我われながらムチャクチャな三さん段だん論ろん法ぽうに、因幡刑事はとうとうかんしゃくを起こしてしまった。

『死体の第一発見者というのは早そう期きに死体を発見した人物のことを指すのだ！　正せい確かくに何番目に見たかなんぞ今の時じ点てんではどうでもいい！　そもそもだ、貴様の論ろん理りにのっとって言うのなら、そいつが第一発見者ではないという保証もどこにもないだろうが!!』

「さすがは因幡刑事、中々いいところに目をつける。いいだろう、その点についてはあんたの言う通りだ。だが問題がもう一つあってな、今俺の依頼人は死体を見たショックで精神的によくない状じよう態たいなんだ。どうせ警察はそいつを容疑者候こう補ほの筆ひつ頭とうとして扱あつかうんだろう？　今のそいつの精神状態じゃ、取とり調しらべで自分に不ふ都つ合ごうなことを言い出さないとも限らん。

　ま、そんなわけで俺はそいつの弁護士として、少なくとももう少し落ち着きを取り戻すまでは警察に引き渡すべきではないと判はん断だんしたわけだ」

『…………』

　火に油を注そそいでやるのは俺の趣しゆ味みである。

　恐おそらく因幡の顔は、皮を剝はがれた白ウサギのごとく真っ赤になっていることだろう。俺はこの電話がテレビ電話ではないことを悔くやんだ。

『そいつの名前は？　名前ぐらいは言えるはずだろう』

「俺の知る限り、今の段だん階かいであんたにそいつの名前を教えてやる義ぎ務むはこれっぽっちもないだろうな。いやー、俺も警察に協力できないのは非常に心苦しい。ああもう胸が張はり裂さけそうだ。しかし弁護士ってやつは、何よりもまず依頼人の利り益えきを第一に考えなきゃならんからな。ああ本当に残念だ」

『いつか必ず貴様から弁護士免めん許きよを取り上げてやるからな』

「おやおや、市民の権けん利りを守る警察屋さんがそんな脅きよう迫はくまがいの口を叩たたくのはどうかと思うぞ？　言っとくが、この会話は録ろく音おんされてるんだぜ？」

　返事の代わりにガチャンという大きな音が響ひびき渡った。やがて受話器からはツーツーとしか聞こえなくなる。

「ぜ、善行さん、少しやりすぎじゃないですか……？」

　雪奈が心配そうな顔をして言った。

　よりにもよって雪奈にそう言われるのはいささか心外である。俺はクソ真ま面じ目めな顔を作り上げ、雪奈に正面から向き合った。

「なあ雪奈」

「な、なんですか、善行さん？」

　突然の俺の行動に驚おどろいたのか、雪奈は顔を赤くした。

「俺が好きであんなことをやってると思うか？　俺だって好きで人を怒おこらせたりなんかしたくはないさ。だが弁護士ってやつはな、依頼人の利益を守るためには常つねに最善を尽つくさなきゃならないんだ。そのために必要なら警察にだってケンカを売る。分かってくれ雪奈、俺は好きであんなことをしてるわけじゃないんだ」

「ウソだな」と、影かげ野の。

「ウソね」と、皐月。

「……えーと、あの、はい、私は信じますから！」

　雪奈はかなりひきつり気ぎ味みなぎこちない笑えみを浮うかべながらも頷うなずいた。

「分かってくれたか。ありがとう、雪奈。君にだけ分かってもらえればいいんだ」

　俺は二人の外野を無む視しして雪奈に言った。

　しかし、

「厚こう顔がん無む恥ちって言葉はお前のために作られたんじゃないかってつくづく思うな」

「ゆきなー、そんなイカサマ弁護士の三流芝しば居いにいちいち付き合ってやる必要なんてないのよ」

　こういう時だけ妙みように息の合った二人がまた余よ計けいなことを言う。

「ふ、二人ともそこまで言っちゃ善行さんが可哀かわい想そうですよ。善行さんだって一いつ生しよう懸けん命めいやってるんだし」

　……雪奈、それはあまりフォローになっていないぞ。

　俺は情じよう勢せいの不ふ利りを悟さとると、話を変えるつもりで人ひと様さまのソファで堂どう々どうと寝ねそべっている非ひ社会的ヘボ探たん偵ていに言った。

「おい影野、そんなことより仕事の時間だ。お前の探偵事務所で人を一人かくまってくれ。言っとくが、拒きよ否ひ権けんは認みとめんからな」

　因幡刑事とのやり取りを聞いて影野も多少は興味を抱いだいていたのだろう。いつものようにすぐに断ことわろうとはしなかった。

「何があったかぐらいは話してもらえるんだろうな」

「そーよそーよ！」例によって皐月が要いらん口を挟はさむ。「あたし達にもちゃんと事じ情じようは話しなさいよ！　面おも白しろい話を独ひとり占めするヤツは馬に蹴けられてシベリア行きよ！」

　それは死ぬな。




　……影野と雪奈、ついでに皐月にある程てい度どの事情を話し終えるのと、津路が俺の事務所を訪おとずれたのはほぼ同時だった。

「どうも、山鹿さん……」

　灰色のフリースに青いコート、それにジーンズというラフな格好だ。血がついてるとか、そういうことはまったくない。ただ、格かつ好こうは普ふ通つうだったが、顔色は真っ青で、ハアハアと呼吸を荒あららげながら冷ひや汗あせをかいていた。夜道を歩いていれば間違いなく不ふ審しん者しやに見られるだろう。

「誰か知人に会ったりはしなかっただろうな？」

「ええ。多分、としか言いようがありませんけど……」

「そうか。まあいい、じゃあとりあえずお前には身を隠してもらう。警察にとっ捕つかまってヘタな供きよう述じゆつをされるのはゴメンだからな。こういう事件はとにかく時間を稼かせぐことが必要なんだ。そうすりゃこっちもじっくり準じゆん備びができるからな」

「はい、分かりました。それで僕はどこへ行けばいいんでしょう？」

　俺はソファで行儀悪く横になっている影野を指で示しめし、

「紹しよう介かいしておこう。あの男は影野と言ってな、自じ称しよう私立探偵だ」

「自称は余よ計けいだ」影野がジト目で俺を睨にらむ。

「とにかく、ほとぼりが冷めるまであの男の事務所にいてくれ」

「俺は承しよう諾だくした覚えはないぞ」

　いちいちうるさいヤツである。

「あの、影野って方、ああ言ってますけど……」

　津路が不安そうに言った。

「気にすんな、この事務所じゃ俺が認めれば何でも認められたことになるんだ。何せ飢うえ死にするかどうかがかかってるんだからな」

「…………？」

　津路は不ふ思し議ぎそうに首を傾げたが、同時に影野が抗こう弁べんすることもなくなった。




　　十二月一日　午後二時三十二分　暁ビル




　法律事務所の留る守すを雪奈に任まかせ、車で影野と津路の二人を影野探偵事務所に置いてくると、俺は事件現げん場ばだという暁ビルへ向かった。

　すでにビルの前には何台ものパトカーが停とまっており、ビルの内外は野や次じ馬うまとおぼしき暇ひまな連れん中ちゆうで賑にぎわっていた。今日は休日ということもあってか、老ろう若にやく男なん女によで構こう成せいされているその人ごみはかなりのものだった。

　こうなると、津路の言った通り殺人があったのはもう間ま違ちがいないだろう。

　しかし、そうなるとふと思わずにはいられない。

　つい先日、俺と普通に顔を合わせていたあのじいさんがこうもあっさり死体になったわけだ。いよいよ俺も関かかわった人々を死へと導みちびく死神と化してきたのかもしれない。まあその方が商売繁はん盛じようで結けつ構こうなことなのだが。

　事件があったのはこのビルの二階にある株式会社ツリーストラクトの社長室ということだったが、あいにくと二階へ続く階段とエレベーターは、すでに数人の警察官によって封ふう鎖さされていた。

　その光景を何十人もの暇ひま人じん達たちが遠巻きに見物しては、勝かつ手てな空くう想そうをしゃべったり、携けい帯たいのカメラを向けたりしている。

「何があったって？」

「どうも殺人事件らしいよ？」

「えー！　じゃあその内テレビとか来るかな!?」

　……まったく、この国の将しよう来らいが心配になってしょうがない。お前ら真っ昼間から他ほかにやることないのか。人が一人死んだというのに何という言いい種ぐさだ。人が死んで喜ぶのは葬そう儀ぎ屋やと検けん察さつ官かんと弁護士だけで充じゆう分ぶんである。

　まあ今は将来を悲ひ観かんしている場合ではない。俺は人ごみに紛まぎれつつ、思し考こうをめぐらせた。

　これだけたくさんの人が出入りしてるとなれば、警察もさぞかし容疑者を上げるのは難むずかしいだろう。もっとも、それは同時にここから逃げ出す津路を見かけた人間が何人もいるかもしれないという可か能のう性せいも秘ひめているわけだが。

　だが、この分だと事件現場や警察の捜そう査さの様子を見ることは無む理りだろう。現場だけはできるだけ早く見ておきたいところなのだが……。もし津路が殺人罪で起き訴そでもされれば、俺も弁護士として堂どう々どうと見学に来られるのだろうが、それでは検察側の後ご手てに回ってしまうので意味がない。

　と、人ごみの中をさまよっていたその時だった。

「あの、山鹿弁護士ですよね？」

　ふと振ふり向くと、一人の制服警官が立っていた。

「ああ、そうだが」

「よろしければ少々ご足そく労ろう願えませんか？　東とうヶが崎さき検けん事じがお呼びでして」

　東ヶ崎検事……。記き憶おくにない名前だ。

「分かった。行こう」

　何が目的でなぜ俺を呼んだのかは知らないが、虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得えずである。周りにいる野次馬達の羨せん望ぼうの視し線せんを背に受けながら、その警官に先導される形で立ち入り禁きん止しのロープをまたぐ。

　ふと、捜そう査さ員いんに交まじって背せ広びろを着た見み慣なれない男が一人いることに気付いた。

　年ねん齢れいは俺よりやや上、二十代後半といったところか。パリッとノリのきいた高級そうなスーツで俺と同等の長身を覆おおっている。
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　こんなところで背広を着ているということは、考えられる理由は一つしかない。すなわち、刑けい事じであるということだ。

　偶ぐう然ぜん、俺と目が合った。

　その瞬しゆん間かん、俺はまるで自分の背せ筋すじが凍こおりついたかのような、ゾクリとした寒さむ気けを感じた。

　鋭するどい目付きだ。影野辺りも目付きはかなり悪い方だが、この男は次じ元げんが違ちがう。見られているだけだというのに、まるでナイフを突つきつけられているかのような印いん象しようさえ受ける。

　俺は前ぜん世せだの第六感だのを信じている人間ではない。だが、この時だけは霊れい感かんとでも呼ぶべきものを感じた。

　この男は刑事ではなく、検察官であると。そして、間違いなく俺の強きよう敵てきとなるだろうと。

「東ヶ崎検事、山鹿弁護士をお連つれしました」

「御ご苦く労ろう、下がってくれたまえ」

「はっ」

　よく通る声。堀ほり内うち検事なんて目じゃないほどの偉えらそうな態たい度ど。制服警官をまるで丁でつ稚ちのように扱あつかうその姿し勢せい。

　この男と顔を合わせたのはもちろんこれが初めてである。そしてこの東ヶ崎という男のことを、俺は何一つとして知らない。それでも、この男がやり手の検事であるということだけは理り解かいできた。

「突とつ然ぜん呼び出した失礼をお詫わびしよう。初めまして、山鹿弁護士。私は東ヶ崎英ひで雄お、検察官だ」

「……そりゃわざわざどうも」

　言葉遣づかいと物もの腰ごしだけは丁てい寧ねいだった。だが、言葉の裏では明らかに俺を侮ぶ蔑べつしてるような感じがあったし、その俺を見る目付きといったらまるでゴキブリを見るかのようだった。

　間違いなくこいつは俺の敵だ。水と油だ。犬と猿さるだ。

　東ヶ崎は周しゆう囲いの人ごみを見回した。

「とりあえず二階へ行こうか。ここは騒さわがしすぎるし、君も現げん場ばが見たいだろうからね」

　言葉遣いの一つを取ってもひどく鼻につく。どうやら人を怒らせる術すべには長たけているらしい。

　こんな男と連れ立って歩くのはゴメンだったが、敵となるであろうこの男がどんな人物なのかを知っておきたかったし、現場を見たいのも確かだったので、俺は黙って従したがうことにした。




　人ごみでざわついていた一階とは打って変わり、二階は静かなものだった。このビルの二階より上にはツリーストラクトを始めとした様々な会社が入っているはずだが、日曜日ということもあってあまり人はいないらしい。

　やがて俺は事件現場である社長室に案内された。途と中ちゆう、何人かの警察官に不ふ審しん人物を見るような目付きで見られたが、彼らは俺の横を歩いている東ヶ崎を見るなり、例外なく息を吞のんで何事もなかったかのように元の作さ業ぎようへ戻っていた。

　ふと気付いたことがあった。羽はね田だ刑事や因幡刑事の姿すがたが見当たらない。この事件は俺が直じき々じきに因幡刑事を指し名めいして情報を教えてやったぐらいなのだ。しかも殺人事件とくればあの刑事の出番のはずだが……。そもそも、事件が明るみに出てまだわずかしか経たっていないというのに、検察官が現場にいることだって異い例れいだろう。

「さ、ここが現場だ。存ぞん分ぶんに観かん察さつしたまえ」

　東ヶ崎は俺を先せん導どうする形でツリーストラクトのオフィスへ入り、その一番奥おくの部屋のドアを開けた。

「あいにく、被害者の遺い体たいはすでに片かた付づけてしまっていてね。テープの人型で勘かん弁べんしてくれたまえ」

「……そりゃ御ご丁てい寧ねいにどうも」

　このオフィスはつい先日訪おとずれたばかりだが、社長室へ入るのはこれが初めてだった。

　その部屋は、暁ビル二階の一番南西に位い置ちしていた。部屋の南側と西側は窓まどで覆おおわれており、休日の繁はん華か街がいを歩き回る人々を見下ろすことができる。

　部屋の西側には大きなデスクと椅い子すが東向きに置かれている。また、部屋の北側にはわけの分からん前ぜん衛えい芸げい術じゆつ的てきな壺つぼや彫ちよう刻こくなどが飾かざられている棚たながあった。部屋の中に入ると、入口から見回した時はデスクの陰になっていて気付かなかったが、高さ八〇センチぐらいの重じゆう厚こうな金庫がでんと置かれているのが見えた。その扉とびらは開きっ放しになっていたが、中身は空っぽのようだった。今回の事件と何か関係はあるのだろうか？

　部屋のほぼ中央、デスクのすぐ前辺りに人型に縁ふち取どられたカラーテープが張はってある。その型は、人間が大の字になって寝ているような、これといって特とく徴ちようのないものだった。

「殺されたのはここの社長に間違いないのか？」

「ああ、そうだ」

「遺い体たいは仰向けだったのか？　それともうつ伏せか？」

　俺が尋たずねると、東ヶ崎は苦く笑しようしながら肩をすくめた。

「別に今ここで君に教えてあげる義ぎ理りも義ぎ務むもないんだがね。まあ特別に答えてあげよう、仰向けだったよ」

　……思わずこの場でもう一件殺人事件を起こしたくなる。〝検察官殺さつ害がい事件〟なんてあまり聞いたことがないからさぞかしニュースになるだろう。しかし、今はせっかく事件現場を見ることができるチャンスなのだ。非ひ建けん設せつ的てきな想像に思いを馳はせているよりかは、得えられる限りの情報を仕し入いれることに専せん念ねんすべきだろう。

　ざっと見回しても、部屋の中には特に異い常じようは見当たらない。あるいは警察がすでに証しよう拠こらしいものを押おう収しゆうしてしまった後なのかもしれないが。してみると、敵となるであろう俺をわざわざこの場へ招しよう待たいしてくれた理由は、どうせ大した情報を得ることができないということを知っていたからか。

　とはいえ、このまま「ありがとう」で帰ってしまうのではあまりに芸がない。こうなったらせめてこのクソ生なま意い気きな検事をおちょくって、その性格でも調べてみるとしよう。

「東ヶ崎さんよ。もののついでにもういくつか質問させてくれないか」

「さて。私に答えられるものならばね」

「事件が発覚してまだほとんど時間は経たってないのに、検察官のあんたが現こ場こにいるってのはどういうわけだ？」

「なに、君が関かかわりそうな殺人事件が起きたと聞いて、いてもたってもいられなくなってね。捜査に手て抜ぬかりがあって君にいらぬ手て間まをかけさせてしまっては申し訳がたたないと思い、慌あわてて飛び出してきたというわけだよ」

「俺はまだこの事件であんたらと敵てき対たいする立場になると決まったわけじゃないはずだぜ？　俺の依い頼らい人にんが誰であるかもまだ言ってないんだからな」

「君にはウチの堀内検事が随ずい分ぶんとお世せ話わになってるそうだね」東ヶ崎は俺の質問の答えになっていないことを言った。「彼は背が低い上に肝きもっ玉たまも小さく、立りつ証しよう手て順じゆんにも細かいミスが多いし、視し野やも狭せまくて柔じゆう軟なんな考え方もできない上、人の言うことにもロクに耳を貸かさず、敗はい訴そを重ねるような輩やからだが……。それでも多数の試し験けんをくぐり抜けてきたれっきとした検察官なのだ、多少はいいところもある」
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「どんなところだよ」

「……まあそれは置いておこう」

「…………」

　ひどい言い様である。確たしかに堀内検事は身長と同じぐらい度ど量りようも小さく、自分の思い通りの展てん開かいにならないとすぐカッとなる上に、物もの事ごとを多た面めん的てきに見ることができず、勝かつ手てに自じ滅めつしていくタイプのどうしようもないヤツだが、それでも俺以外の弁護士が相手の裁さい判ばんではそこそこの勝しよう率りつを誇ほこっているのだ。

　その同どう僚りようの検事をここまでこき下ろすなんて、到とう底てい俺にはマネできない。やはりこいつと俺は犬と猿だ。氷炭相あい容いれずだ。

「とにかく、あれでも同僚の検察官であることは間違いない。

　君の手しゆ腕わんは話に聞いている。どうも我われ々われ検察をなめきっているようにしか思えない法ほう廷てい戦せん術じゆつを取るそうだね」

「あいにくだが、心当たりがまったくないな。俺は依頼人を無む罪ざいにするべく必要なことを適てき当とうにやってるに過すぎない」

「なるほど、素す晴ばらしい。君の言葉を額がく面めん通り受け取れば、君が弁護士の鑑かがみに見えてくるよ。

　ああ、誤ご解かいしないように。私は別に君を非ひ難なんしようというわけではない。それどころか君は無む実じつの人々に罪つみがなすりつけられようとしているのを未み然ぜんに防いでくれてるわけだ、むしろ尊そん敬けいしたいぐらいだよ」

　言ってることとは正反対の態たい度どであった。

「しかし、だ。だからといって、法廷を攪かく乱らんするような戦術が当たり前のようになってしまっては、君のマネをして本当の悪人を無む罪ざいにしてしまうようなけしからん弁護士も出てくるだろう。その辺のことを君はどう考えているのか、もしよければ聞かせてもらいたいものだね」

「残念だが、俺は自分の依頼人にかけられた無実の罪を晴らすのに手て一いつ杯ぱいでね。他ほかの弁護士のやることに注意を払はらってられるような余よ力りよくはない。それに、あんたの言うようなけしからん弁護士に悪人が無罪にされるようなことがあったとしても、そいつは俺の責せき任にんじゃあない。ひっかけられたあんたらがマヌケってだけだ」

　周しゆう囲いで捜査していた警察官達が一いつ瞬しゆんむっとして俺を見た。

　しかし、東ヶ崎は怒るどころか顔に薄うすら笑いさえ浮かべていた。

「なるほど。君らしい明めい快かいな回答だ。

　ところで山鹿弁護士。これは老ろう婆ば心しんから言わせてもらうのだが、君は自分の弁護士としての資格がどれほど危き機き的てきな状じよう況きようにあるのか分かっているのかね？　法廷での数々の暴ぼう言げん、様々な制せい度どの悪用……。まだ君が弁護士稼か業ぎようを続けていられるのは、たまたま君の依頼人が無罪になっているからに過すぎないのだよ？」

「ほう、じゃあ俺はこれからもずっと弁護士を続けられるわけだ。あんたらが相手なら、俺の依頼人はこれからもずっと無罪だろうからな」

　もしどこぞのチビ検事が相手だったら、この辺で顔を真っ赤にして感情をあらわにしただろう。

　だが、この検事は違った。俺がどれだけ挑ちよう発はつしようが、余よ裕ゆうたっぷりの人を見下したような態たい度どに変化が現あらわれることはまったくなかった。

「まあよかろう。君との決着は法廷でつけるとしよう」

「何度も言うが、あんたらが誰を逮たい捕ほするつもりかは知らないし、俺がそいつを弁護するとも決まってないぜ？」

「いや、君とは必ず法廷で会うことになるだろう。言っておくが、我われ々われはすでに君の依頼人でもある遺体の第一発見者が誰だったのかを突つき止めている。そしてその人物が、殺人の罪を犯おかしたと立りつ証しようするに足る充じゆう分ぶんな証しよう人にんと証しよう拠こもね。あとは科学的な裏うらづけが取れるかどうかの鑑かん識しき報ほう告こくを待つだけさ。覚えておきたまえ、殺人者に正当な罰ばつを与あたえることが我々の仕事なのだ」

　さすがの俺も、動どう揺ようを顔に出さないようにするのに多少の努力が必ひつ要ようだった。

　……マジか？　事件が発覚してからまだ二時間と経たっていないんだぞ？

「おや？　意外そうな顔をしているね。我々の力をなめてもらっては困る。いや、そうだな、堀内検事にでも指し揮きを任まかせていればもう少し時間がかかったかもしれないがね」

「まあいいだろう。俺もこんな場所じゃなく、法廷であんたとの決着をつけることには異い存ぞんはない。ここじゃ観かん客きやくもいないからな、どうせなら傍ぼう聴ちよう人にんと陪ばい審しん員いんの目の前であんたに赤あかっ恥ぱじをかかせる方が楽しいだろうしな」

　しかし、東ヶ崎には最後まで余裕ぶった態度を崩くずす様よう子すがなかった。

　その時、背広の内ポケットに入れておいた携けい帯たいがブルブルと震ふるえだした。取り出して液えき晶しよう画面を見る。影野からだった。

「電話かね？　私に構かまわず出てくれたまえ」

「俺が電話に出るのにあんたの許きよ可かをもらう必要があるとも思ってないがな。ま、これ以上現場を見てもあんたと話をしても意味はなさそうだ。俺はこれで帰らせてもらおう」

「そうか。ではさようなら、山鹿弁護士。またいずれ法廷でお会いしよう」

「わざわざ現場を見せてくれたこの礼は、その時にタップリしてやるからな」

　そう言い捨てて部屋から出ようとした俺に、東ヶ崎はこう付け加えた。

「そうそう、その電話は君にとって悪い知らせかもしれないよ。あらかじめ覚かく悟ごをしておくことをお勧すすめしておこう」

　……付き合いきれない。俺は東ヶ崎を無む視ししてツリーストラクトのオフィスを出ると、周囲に警察官がいないことを確かく認にんして通つう話わのボタンを押おした。

『おせーぞ山鹿。さっさと出ろ』

「うるせえ、いつも三十回コール音を鳴らさないと出てこないお前に言われたくねーよ。そんなことより何の用だ。何か分かったのか？」

『悪い知らせがある』

「…………」

　こいつが〝悪い知らせ〟という言葉を使う時は、間ま違ちがいなく悪い知らせなのだ。

　俺は恐おそる恐る訊きき返した。

「何があった？」

『因幡刑事が俺の探偵事務所に押しかけてきた。で、津路を連れ出していきやがった』

「な、なにいいぃぃぃっ!?」

　やりやがったな、あのクソ検事！

「どういうことだ、逮たい捕ほ状じようでも持ってきたのか!?」

『いや、任にん意い同どう行こうってやつだ』

「任意同行だと!?　そんなもん拒きよ否ひすればいいだろ！　お前がついていながらなんてザマだ！」

『無む茶ちやを言うなよ、俺は単なる名探偵でペテン弁護士じゃない、公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいを盾たてに脅おどされちゃどうにもならん。それに、お前と違って正面から警察を敵に回すようなマネはできねーんだよ』

「くそっ!!」

　やられた。俺も考えが甘かった。影野の事務所に津路をかくまうというのはあまりにも安あん直ちよく過すぎた。あの東ヶ崎のことだ、俺が人をかくまいそうな場所はとっくに見当をつけていたのだろう。事件発生から二時間も経たない内にここまで迅じん速そくに動かれるのも予想外だった。

「仕方ない、過ぎた事を言っても始まらんからな。こうなったらとにかくお前は事件に関する調ちよう査さを続けてくれ」

『それについても悪い知らせがある』

　……またかよ。

　俺は床ゆかに唾つばを吐はき出したい衝しよう動どうに駆かられたが、弁護士としての矜きよう持じがなんとかその衝動を押さえ込んだ。

「今度は何だよ？」

『俺が言うより本人に直接聞く方が早い。急いで俺の事務所まで来てくれ』

「……本人って誰だよ？」

『来りゃ分かる。じゃあ急げよ』

　そこで携帯は切られた。




　　十二月一日　午後三時三十四分　影野探偵事務所




　普ふ通つうの人間なら、こんなところに探偵事務所などというシロモノがあるなんて到とう底てい気付かないであろう木造オンボロアパートの二階──そこに影野探偵事務所はある。

　男の一人暮ぐらしらしいそのゴミ溜だめのような部屋には、影野の他ほかに一人の先客が接せつ客きやく用ようのソファに座ってずるずるとお茶をすすっていた。

「山鹿、紹しよう介かいしとく。こいつは知り合いの和わ田だ刑けい事じだ」

「おー、君が山鹿くんね、ウチの署しよじゃあ君は有名人だよ。お初にお目にかかるよ、僕の名前は和田一かず俊とし、階級はこれでも巡じゆん査さ部長なのよ」

　見た目は紛まぎれもない中年男だった。身長こそ同年代の平へい均きんと比くらべればかなり高そうだったものの、よれよれになった背広、目立ち始めたビール腹ばらと無む造ぞう作さに生はやした口周りのヒゲ、そしてオカマのようにすら聞こえるその声こわ色いろが、刑事としての一いつ切さいの威い厳げんを奪うばい取っていた。

「とりあえずよろしくね、山鹿くん」

　俺に右手を差し出す。少々脂あぶらぎったその手を見て俺は一瞬抵てい抗こうを感じたが、少なくともそうそう邪じや険けんにできる相手でもないようだ。俺は我が慢まんして差し出されたその手を握にぎり返した。

「よ、よろしく」

　カエルをにちゃっと握りつぶしたような感かん触しよくがあった。絶ぜつ対たいこいつを雪奈に会わせるのはよそうと心に決める。

「山鹿」影野が言った。「こいつはいつも警察の情報を流してもらってる刑事だ……と言えば分かるか？」

「……あ、ああ」

　影野はよく警察の機き密みつ書しよ類るいを持ち出しては俺に流していた。そんなことを可か能のうにするには警察内部にコネを作っておくしかないだろう。そして、どうやらこの中年刑事こそが情報漏ろう洩えいの張ちよう本ほん人にんであるらしい。

「ってことは、あんたいわゆる殺人課の人間か？」

「そー、そーなのよ。君の知り合いのケンちゃんとはお隣となりさんで同どう期きなのよ～」

　ケンちゃん……。因幡刑事の本名が因幡健けんだったことを思い出す。

「因幡刑事と同期ねえ。その割わりには、因幡刑事の方が階級が一つ上みたいだが」

　ついいつものクセで怒らせるようなことを言ってしまった。しかし、和田刑事はまったく気にした様子がなかった。

「いやー、彼は仕事熱心だからねえ。僕みたいな怠なまけ者とは違うのよ」

　と大笑いしてみせた。が、突とつ然ぜん声を小さくすると、

「これは別に信じてもらわなくてもいいんだけど、ほんというとね。僕にも昇しよう進しんしないかって話はあったのよ。

　これは自じ慢まんじゃないのよ？　決して自慢じゃないんだけど、こう見えても僕ぼかぁ陰かげでたくさんの難なん事件を解かい決けつしてんのよ。とはいえ、階級なんて上げたってわずらわしいだけでしょ？　だから、あえて昇進の話は断ことわって今の階級にとどめてもらってるのよ～」

「裏うらでは随ずい分ぶんアコギな商売やってるがな」影野が言った。「大だい体たい、万まん札さつ握らせればあっさりと捜そう査さ報ほう告こく書しよを流すような刑事のどこが優ゆう秀しゆうだってんだ」

　するとその男はまた大きな声で笑いながら、

「かーげのくぅーん、それは言わない約束でしょーに。ああ、山鹿センセイも今のは内ない緒しよにしといてよ、またそういうの持ってきてあげるからさぁ。ああ、ただしそういう話は影野くんを通してやってよね。もし君と付き合ってるなんてことがウチの署しよの人間にバレたら……ああ、考えるだけで恐おそろしいよ」

「……わ、分かった」

　つまりはそういう人間らしい。自分の立場を利用して懐ふところを潤うるおすことが得とく意いな小悪党。それでいて、世渡りだけは誰よりもうまい。こんな人間が警察などという人の権けん利りを奪うばうことのできる組織にいるというのは憂ゆう慮りよすべき事態だろう。

　しかし、それはあくまで一いつ般ぱん論ろんである。俺が無む実じつの罪を着せられた依い頼らい人にんを救い出すためには、警察の機密情報が非常に重要になってくる。つまり、こういった小悪党であっても、俺という存そん在ざいさえあれば正義の社会に必要不ふ可か欠けつな存在になるというわけである。

「それで、電話で言ってた俺への悪い知らせってのはなんだ？」

「ああ、実は君にどうしても教えておきたいことがあってねぇ。最近、東京の方から検察官が一人こっちに赴ふ任にんしてきたのよ。知ってるかな、東ヶ崎検事って」

「ああ、知ってる」

「ええっ、なんで知ってるの!?　ホントについ最近こっちに来たばっかりなのよ？　まだ一度も事件は請うけ負ってないはずなのに」

「さっき事件現場に行ったら、ご丁寧に向こうから声をかけてきやがったのさ」

「なーるほど、彼もさすがねえ、手が早いというかなんというか。まあいいわ、それでその検事が来てからというものの、なんかウチの署内の風ふう紀きも一変しちゃってねぇ。まあ平ひらたく言うと、他の部署の書類を覗のぞき見るなんてことが簡かん単たんにはできなくなっちゃったってことなんだけど」

「そいつは確かに悪い知らせだな。で、いくら出せばいいって？」

　すると和田刑事は狼ろう狽ばいしたように、

「い、いやだからそういうこと自体が難むずかしくなっちゃったんだって……」

「ごちゃごちゃした交こう渉しようはやめようぜ。あんたは簡単にはできなくなったって言ってるだけで、不ふ可か能のうになったとは言ってない。状じよう況きようさえ調ととのえばやってくれるんだろ？　俺は役に立つ情報になら金を惜おしむつもりはない。多少の値上がりなら出してやる、さあいくら出せばいい？」

　和田は突とつ然ぜんニンマリと笑うと、

「いやー、弁護士と交渉ってのはやるもんじゃないよねえ。ま、話が早くて助かるんだけど。誤ご解かいのないようこれだけは言っておきたいんだけどね、僕も一いち応おう正義を守る警察官だから、便びん乗じよう値ね上あげとかはあんまりしたくないのよ。でもね、確かに僕の副ふく業ぎようもやりづらくなっちゃったし、あっちこっちに手を回す必要もあるからどうしても多少の値上げは必要なのよ。でまあ、顔も知らない相手にいきなり値上げを通つう告こくするのもどうかと思ったから、危き険けんを冒おかして君に会いにきたんだけど……。特にケンちゃんなんてあの性格でしょ？　僕の副業のことがバレたら……ああもう、考えるだけで恐おそろしいわ」

　いやに饒じよう舌ぜつな刑事である。

「おいおっさん、その辺にしてくれないか」

　呆あきれ顔の影野が言った。

「あー、ごめんごめん！　僕ってついつい話し込んじゃうクセがあってね。ついこないだの因幡刑事との会議の時だって──ああ、これがいけないんだったね。まあとにかくそんなわけだから、少なくともあの東ヶ崎検事が目を光らせている間は、捜査報告書の代金は三枚増しってとこでどう？」

「分かった。いいだろう」

　ごたごたと並べ立てられたワリには、あまり高い金額でもなかったので内心俺はほっとしていた。

「うんうん、すぐ納なつ得とくしてもらえて僕も嬉うれしいよ。とにかくあの東ヶ崎検事が来てからというもの、みんなピリピリしだしちゃってねー。

　ま、その検事が来たっていう理由はそもそも君にあるわけなんだけどね」

「……堀内検事を苛いじめ過ぎたか？」

「そーね。検けん察さつ庁ちようもこれ以上恥はじかかされるのはゴメンってわけよ。

　いやー、でも君、今度は彼とやりあうわけでしょ？　あの検事、やり手だって有名なのよ？　今までは東京に勤つとめてたんだけど、これまでの戦せん績せきは六十九戦やって六十九勝、つまり今は怒ど濤とうの六十九連勝中ってわけ」

　六十九連勝。戦績だけで言うなら俺もかなわない。しかし、

「ほー、そりゃかわいそうにな」

「か、かわいそう？　な、何が？」

「わざわざ東京から出てきた挙あげ句く、七十連勝を俺に阻そ止しされちまうんだろ、かわいそうじゃないか」

「……さすがね君も」

　大体、日本の刑事裁判での有ゆう罪ざい率りつは九九．九％を超こえているのだ。その確かく率りつからいって、百戦やって百勝する検事がいてもまったくおかしいことではない。例外は運悪く俺を相手にすることになった堀内検事ぐらいのものだ。

　してみると、東ヶ崎検事のことが本当にかわいそうになってくる。俺を相手にしてしまったばっかりに、せっかくの偉い大だいなキャリアに大きな傷がついてしまうのだから。

　とその時、再び携帯が鳴なり出した。雪奈からだった。

　すぐさま通話ボタンを押すと、

『あ、善行さん、大変です！』

　すぐに切せつ羽ぱ詰つまった様子の雪奈の声が聞こえてきた。……また悪い話のようだ。

「どうした、何があった？」

『さっき津路さんから電話があったんです！　警察に逮たい捕ほされてしまったんで、すぐにでも会って欲ほしいって……！』

「な、なんだと!?」




　……東ヶ崎をいささかみくびり過ぎていたことに気付いたのは、この時が初めてだった。




　　十二月一日　午後五時十五分　留りゆう置ち場じよう面めん会かい室しつ




　プラスチックで隔へだてられた留置場の面会室。

　俺がぼけっと座すわって待っていると、やがて透とう明めいな壁かべの向こう側に警官に案内されて津路が座った。

「や、山鹿先生……！」津路は今にも泣きそうな顔で情けない声を上げた。「一体どうなってるんですか？　なんで僕が逮捕されちゃうんでしょう……？」

「俺が訊ききたいな、そいつは」

　俺が警察に通報したのが今日の午後二時前。それからたった三時間足らずで容よう疑ぎ者しや逮捕。どうかしてる。

「津路さんよ、あんた大方刑事どもにこう言われたんだろ？　あんたが現場に行ったことは分かってる。もしこれ以上変な容疑をかけられたくなければ、あんたが事件現場で見たことをすべてありのまま話すんだ、ってな。違ちがうか？」

　図ず星ぼしだったらしく、津路はあんぐりと口を開けた。

「は、はい、まったくその通りです。まるでヤクザみたいな顔の恐こわい人に、僕がしゃべらなきゃならない義ぎ務むはないけど、もし本当に無実なら黙だまっている必要はないはずだって言われて……」

　ヤクザみたいに顔の恐い人──因幡刑事に間違いないだろう。うまい言い回しだ。そんな風に言われれば、誰だってしゃべりたくなる。

　まったく俺としたことがヘマをしたものだ。津路によく言い聞かせておくべきだった。もし警察から何か質問されるようなことがあったら、絶ぜつ対たいに一言も答えるんじゃないと。影野のところでかくまっておけば、警察に捕つかまることはないと思い込んでいたのが誤ご算さんだった。

「それであんたは何をしゃべった？」

「べ、別に大したことはしゃべってません。先日会社をクビにされて、退たい職しよく金きんを渡すからって社長に呼び出されて……それで会社に行ってみたら社長が死んでたって。それだけしか言ってないのに……」

「それだけ言っちまえば逮捕されるには充じゆう分ぶんだろうな。自分で事件現場に行ったことを認めて、その上動どう機きについても話しちまったんだからな」

「そ、そんな……！　あの、これから僕はどうなるんでしょう……？」

「とりあえず保ほ釈しやくは請せい求きゆうしてやる。運がよければ明日にも牢ろう屋やからは出られるだろう。それが終わったらあんたの裁さい判ばんだ。ま、俺がうまくやれるようお祈いのりでもしててくれ」

　津路はしょんぼりと下を向いた。

「わ、分かりました……」

　殺人事件の弁べん護ごを引き受けることになり、心を躍おどらせたのがつい半日前。せっかくありついた殺人事件なのだ、楽しまない手はない。

　しかし──後ご手て後手に回されている今の展開は好きになれない。

　こいつはいささか厄やつ介かいな事件になるだろう。
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　　十二月二日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい




　俺おれが法廷に入ると、そこにはすでに検けん察さつ官かんの先せん客きやくがいた。

　といっても、いつも俺のダシにされている背の低い検けん事じではない。俺を出で迎むかえたのは、ナイフのような鋭するどい視し線せんを持つ東とうヶが崎さきのクソ野や郎ろうだった。

「昨日は早さつ速そくやってくれたようだな」

　俺は弁べん護ご側がわの席に着くなり口を開いた。

「はて……？　どのことを言っているのか分からないな」

　どのことだ──ときたもんだ。

「俺を介かいさずにいきなり津つ路じを連れ出したことだ」

「ああ、そのことか。別に我われ々われは何も悪いことはしていないはずだがね。彼は任にん意いで、自らの意い思しによって我々の事じ情じよう聴ちよう取しゆに応じてくれたのだ。なんなら本人に聞いてみればいい、事情聴取を開始するに当たって、我々は彼にいつでも好きな時に帰っていいと教えたし、必ひつ要ようならいつでも弁護士と連れん絡らくを取ってもよいと言ってあげたのだからね」

　そうやって逮たい捕ほする素そ振ぶりなど微み塵じんも見せず、津路を安心させてから必要な情じよう報ほうを聞き出し、お膳ぜん立だてが調ととのったところで逮捕状を請せい求きゆうしてブタ箱へポイというわけだ。

「へっ、まったくどうやって津路の居い場ば所しよを知ったんだかな。少しは検察官って連れん中ちゆうの存そん在ざいを見直してやる気になってくるぜ」

「君みたいな辣らつ腕わん弁護士にそう言って頂いただけるとは光こう栄えいだね。実は僕は君の大ファンでね、君のことはじっくり調べさせてもらったよ。君のことなら誰よりも詳くわしい自信があるぐらいだ」

「気色悪い。即そつ刻こくやめろ」

「おや、つれない。だが、そのおかげで君が人を匿かくまえそうな場所の見けん当とうが容よう易いについたのだよ。あの私立探たん偵ていか秘ひ書しよのところぐらいだろうとね」

　やはり影野の事じ務む所しよに津路を隠したのは安あん直ちよく過すぎたか。

「その挙あげ句く、その日の内に逮捕状まで取っちまうとはな。ったく、昨日は日曜だってのにいつからお役人はそんなに仕事熱心になったんだか」

「それも褒ほめ言葉と解かい釈しやくさせてもらっていいのかな？」

「あんたの解釈の仕方に興きよう味みはないね」

「それはどうも。そうそう、どうでもいいが、君はいささか交友が少な過ぎやしないかね？　君のところを訪おとずれるのが探偵と秘書ぐらいしかいないというのは少々寂さびしいだろう」

「いつも群むれてないと何もできない国家権けん力りよくの犬どもが言いそうなセリフだな」

　挑ちよう発はつに挑発を返してやったのだ。少しはこのすかしたクソ検事を怒らせることができたと思ったが、東ヶ崎はまるで俺の反応を楽しんでいるかのように微び笑しようを浮うかべているだけだった。

　残念ながら堀ほり内うち検事と違って怒いかりに我われを忘れるようなことはないらしい。まったく、先が思いやられる……。

　今の会話で一つ気付いたことがある。こいつの言葉からすると、さすがに俺の事務所に出入りしている不ふ法ほう侵しん入にゆう常じよう習しゆう犯はんの中学生のことまでは把は握あくしていないらしい。後こう悔かい先に立たずだが、いっそ津路はあのガキの実家にでも隠かくしとけばよかったかもしれない。

　……いや、やっぱりだめか。そんなことをすれば、皐さ月つきに後でどんな要よう求きゆうをされるか分かったものではない。

　とその時、法廷の隅すみのドアが開き、黒っぽい服を着込んだ一人の判はん事じが入ってきた。

「……ふぅ」

　俺にとってはすっかり見み慣なれてしまった感のある周しゆう堂どう裁さい判ばん長ちようは、なぜか俺を見るなり小さなため息を吐つき、裁判長席に座すわった。ため息は人に聞こえないようにして欲ほしいものだ。

「では始めましょうか。ええと、東ヶ崎検事……でしたかな。あなたと法廷の場でお会いするのは初めてですが、まあその……なんというか、お手て柔やわらかに」

「ご心配なく裁判長閣かつ下か。山やま鹿しか弁護人を交えたこれまでの審しん理りがどのようなものであったかは存ぞんじませんが、少なくとも私が検察官を務つとめる以上、今後の審理はなんら滞とどこおることなくスムーズに結けつ審しんするようになるでしょう」

　閣下を付けるな、閣下を。

　しかし、それにしても本当によく動く口である。唾だ液えきの代わりに油でも出ているに違いない。

「そう願いたいものですな。

　では話を進めましょう。まず、予よ備び審しん問もんの開かい催さい日時ですが、これは明日の午前十時にこの法廷ということで構かまいませんか？　必要でしたらもっと時間を──」

「弁護側に異い議ぎはありません」

「検察側も同様です」

「……山鹿弁護人、あなたがいる裁判はいつも迅じん速そくで大変助かりますよ」

　裁判長の声の成分は、八割方皮ひ肉にくで構こう成せいされていた。

「では弁護人、弁護側は保ほ釈しやくを要求しますか？」

「はい、裁判長」

「よろしい。検察側、何か異議はありますか？」

　さあ来るぞ。

　たっぷりと油の塗ぬられたあの二枚舌から、さぞかし猛もう烈れつな異議の言葉が垂たれ流されるに違いない。俺は思わず身み構がまえたが、意外なことに東ヶ崎は肩かたをすくめて首を横に振ふった。

「いいえ裁判長閣下。我われ々われはすでに、被ひ告こく人にんの犯罪を立りつ証しようするに足る充じゆう分ぶんな証しよう拠こを確かく保ほしております。被告人が逃とう亡ぼうする可か能のう性せいは否ひ定ていできるものではありませんが、ご高名なる山鹿弁護人が代だい理り人にんを務つとめる以上、まさかそのような不ふ手て際ぎわが起こるとは微み塵じんも思っておりません。よって異議を申し立てるつもりはありません」

　……もはや何もコメントする気になれない。

　ま、折せつ角かく向こうが塩を送ってくれるというのだ。遠えん慮りよなく受け取っておくとしよう。

「そうですか。ならば結けつ構こうです。では保釈金の額は──」




　その後、この会合は何ら問題なくスムーズに終わった。津路の保釈はあっさりと認みとめられ、俺と東ヶ崎はもはや目を合わすこともなく法廷を後にすることとなった。




　　十二月二日　午後零時五十分　山鹿法律事務所




「ごちそうさま」

「はい、お粗そ末まつさまでした」

　雪ゆき奈なが食器を片付け、事務所の隣となりの部屋へ持って行く。

　東ヶ崎と激はげしい舌ぜつ戦せんを繰くり広げたのが遠い昔だったように感じられるほど、昼下がりの我わが法律事務所は平へい穏おんそのものだった。

　今日も雪奈の作る飯めしはうまかった。ただ、どうしても一つ気に食わないことがあった。

「いやー、やっぱり雪奈ちゃんの作る飯はうまいな」

「ほんとほんと、勉強ってお腹なかすくしね～。あー、これで午後もテスト勉強に集中できるわ」

　なぜか昼間っから事務所に居い座すわっていた影かげ野のと皐月がいけしゃあしゃあと言ってのけた。

「……おまけにタダ飯となればさぞかしうまいことだろうな」

　俺の言葉に刺とげがあったことは否いなめない。

「山鹿、お前の悪いところはそのケチ臭くささだな。弁護士なんて三十分人の相談に乗ってやるだけで金になるんだろ？　飯の一食や二食、大したことないだろ。それに飯ってのは一人より二人、二人より三人で食べた方がおいしく感じるもんさ」

「そーよそーよ！　あたし達はゆきなのご飯をさらにおいしくするために協力してあげてんだからね！」

　そんなことはどうだっていいのだ。俺は影野の耳元に口を寄せた。

「俺が言いたいのは、雪奈と俺の二人っきりの空間を邪じや魔まするなってことだよ！」

「あー、それを聞くとますます邪魔してやりたくなるね。雪奈ちゃんがお前の毒どく牙がにかかるのを黙だまって見てるわけにもいかねーしな」

　……俺は早々に説せつ得とくを断だん念ねんした。こいつは少なくとも今回の事件が解かい決けつするまでは追い出すわけにはいかない。さっさと本題に入ることにする。

「とにかく報ほう告こくを聞かせてもらおうか」

　そう、影野は昨日からの調ちよう査さの報告のために我が事務所を訪おとずれているのだ。それなのに、「飯が先だ」と報告を後回しにしてのうのうとタダ飯を食くらっていたのである。

「ま、とりあえず経けい費ひとして二万もらおうか」

「高すぎだ。どんな内容なのかも聞かせてもらってないってのに」

「こいつは最さい低てい限げんの必要経費だ。昨日紹しよう介かいした刑事に払はらう金なんでね」

「ちっ」

　そう言われては仕し方かたない。俺はサイフを取り出して万札を二枚抜き出すと手て渡わたした。

　影野は満足そうにそれを受け取ると、言った。

「殺されたのは株式会社ツリーストラクトの社長、比ひ良ら野の正せい一いち郎ろう。死因は絞こう殺さつ、死亡推すい定てい時刻は午後一時半頃」

「……全部知ってる」

「以上だ」

　俺は机つくえに拳こぶしを叩きつけた。

「てめえ！　飯だけ食いにきやがったな！」

「うるせえ！　だから必要経費の二万だけしか請せい求きゆうしてねーだろ！　俺はほとんどタダで働いてやってんだぞ！」

「やかましい！　必要経費だか知らんが、二万も取っておいてロクな情報がないってのはどういうことだ！　さっさともう一度調査してこい！」

「無む茶ちやを言うな無茶を！　警察から情報がこねえから誰が事件の関係者なのかもわかんねえんだよ、仕し方かたないだろ！」

「あーもう、うっさいなあ！」

　突とつ然ぜん、皐月が叫さけんだ。

「あたしはテストの勉強中だって言ったでしょ!?　もうちょっと静かにしてよ！」

「そんなもん家でやれ家で！　俺の事務所に来てやることじゃねえだろ！」

「選せん挙きよがあるとかで最近騒さわがしいのよ！　その点ここならロクに人も来ないし静かじゃない！」

　なんで俺の事務所にはこんなヤツラしかいないのだろう。俺はソファに座すわりなおすと、己おのれの境きよう遇ぐうを呪のろった。

「とにかく影野、飯も食ったし、金も受け取ったんだ。もう用は済んだだろう、さっさと調査に行って来い」

「へいへい。だが警察の情報がアテにできんっつー状じよう況きようは変わらん、あんまり期き待たいはしない方がいいぞ？」

　ロクでもないことを言う。
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　しかし、影野の言った通り、とうとうその日は大した情報を得ることはできなかった。

　そして、いつも通りロクな準じゆん備びを調ととのえることなく、俺は裁さい判ばんを迎むかえることになるのだった。




　　十二月三日　午前十時　地方裁判所第二法廷




「ではこれより被ひ告こく人にん・津路武たけしの殺人罪ざいに関する予よ備び審しん問もんを始めます」

　津路が逮たい捕ほされてから二日後の火曜日。

　舞ぶ台たいはあっさりとこの場へ移うつされることとなった。

　検けん察さつ側がわの席には昨日と同じく東とうヶが崎さきが、相あい対たいする弁護側の席には俺と雪奈、そして津路が座っている。そして傍ぼう聴ちよう席せきには眠そうな影野の姿すがたがあった。いつもの法廷と違うところは、どこぞの共きよう産さん主しゆ義ぎの中学生が期き末まつテストだとかで来ていないことぐらいだろう。テストはあと数日続くらしいので、今回の審しん理りではいつも堂どう々どうと制せい服ふく姿すがたで傍聴席に座ってる不ふ思し議ぎなガキの姿が目もく撃げきされることはないかもしれない。まあどうでもいいことだが。

「東ヶ崎検事、準備はよろしいですか？」

「はい閣下、問題はありません」

　東ヶ崎検事はどこぞのチビ検事なんぞ比くらべものにならないほど堂々とした態たい度どで言い放った。

「結けつ構こう。では弁護側？」

「弁護側も同様です」

　俺は東ヶ崎を睨にらみつけながら力強く言い返した。初しよっ端ぱなから気合負けする様さまを陪審員に見せるわけにはいかない。

「よろしい。では検察側は最初の証しよう人にんを」

「では最初の証人として、事件の捜そう査さに当たった因幡いなば警けい部ぶ補ほを」

　やがていつものいかめしい面ツラをした因幡刑事が淡たん々たんとした動作で証言台に立った。

「証人は名前と職しよく業ぎようを」

　裁判長が言った。

「名前は因幡健けん、殺人事件などを扱あつかう刑事として、上うえノの原はら警察署に勤きん務むしております」

「あなたは自らの良心に基もとづき、真実のみを証言すると誓ちかいますか？」

「はい、誓います」

「よろしい」

　裁判長は頷うなずき、東ヶ崎検事に向かって、

「では尋じん問もんを開始して下さい」

「了りよう解かいしました、裁判長閣下。

　さて、因幡警部補。あなたは一昨日おとといの十二月一日、ある通つう報ほうを受けましたね？」

　口く調ちようは丁てい寧ねい。だが言い方は尊そん大だいそのものだった。

「はい」

　肝きもっ玉たまが据すわっているのか、あるいはすでにこの尊大な検察官に慣なれているのか、因幡刑事に動どう揺ようする様子は微み塵じんも見られなかった。

「それは誰からの通報でしたか？」

「そこに座っておられる山鹿弁護人が、直ちよく接せつ私を名な指ざしして通報してきたのです」

　傍聴席がわずかにざわめいた。まあ弁護士が刑事を指名して通報するなんて、そうあることでもないだろう。

「通報の内容はどのようなものでしたか？」

「彼の依頼人が死体を発見したので至し急きゆう警察官を派は遣けんしてくれというものでした」

「山鹿弁護人の依頼人というのは誰のことですか？」

「異い議ぎあり！」

　机つくえをぶん殴なぐる。尋じん問もんを中ちゆう断だんされたのが気に食わないのか、東ヶ崎の眉まゆがぴくりと動いた。

　とりあえずジャブの一発でもかましてみるとしよう。

「東ヶ崎検事、私は因幡刑事に通報をした時点では、その死体を発見した人物、すなわち依頼人が誰であったかは言ってませんよ。後で知ったことや人から伝え聞いたことは証言として認められないはずです。よって、現時点でその質問をするのは不ふ適てき切せつと言うべきでしょう」

　裁判長はいささか戸と惑まどったように俺と東ヶ崎を見た。

「ふむ、それはいささか微び妙みような問題ですな。なにしろ通報したという本人がそう言っているのですから、確たしかに今その人物が誰であったかにまで言げん及きゆうするのは不適切と言うべきかもしれません」

「裁判長閣下、これはそれほど難むずかしい問題ではありません」東ヶ崎はすかした面ツラを裁判長に向けた。「これは単なる一事実を確かく認にんするだけの質問に過ぎません。審理をより迅じん速そくかつ明めい快かいに進行するため、後にすぐ明らかになる事実を先んじて証言してもらうというだけの話なのです。そもそもこの審理はあくまで〝被告人が罪を犯したと疑うたがうに足るか〟どうかを審議する予よ備び審問なのです。この程てい度どの問題でいちいち異議の是ぜ非ひを議ぎ論ろんする必要はありません。

　もっとも、弁護側の目的がイタズラに本審理の進行を阻そ害がいし、陪審員の皆みなさんの貴き重ちような時間を奪うばうことにあるというのでしたら、残念ながら私にはこれ以上抗こう弁べんしかねますが」

　こいつは本当にべらべらとよくしゃべる。軽くジャブをかましたつもりだが、見事なカウンターが返ってきやがった。向こうもやる気は満々らしい。

「東ヶ崎検事。個人への中ちゆう傷しようと受け取れる発言は差し控ひかえて頂けませんかな」

　裁判長がやんわりとした口調でたしなめる。だが、東ヶ崎はさも心外だと言わんばかりに手を広げて肩をすくめた。

「私にはそのようなつもりはこれっぽっちもありませんが……。まあ確かに解かい釈しやくの仕方によっては中傷と受け取られても仕方ないかもしれません。先ほどの発言は謹つつしんで撤てつ回かいいたしましょう」

　どうみても謝しや罪ざいする人間の態たい度どには見えない。

　裁判長はやや呆あきれた表情で「よろしい」と頷うなずいた。

「とはいえ、これはあくまで予備審問である以上、検察側の主しゆ張ちように一いち理りあることは確かですな。山鹿弁護人、どうですか？」

「検察側がそう主張なさるのなら結構です。このまま尋問を続けて下さい」

　とりあえずこの場は引いておくことにする。途と端たんに東ヶ崎は勝ち誇ほこったように唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

　俺が言い負かされて大人しく引っ込んでいるとでも思っているのだろうか。

「さて、すっかり話がそれてしまったのでもう一度質問し直しましょう。因幡警部補、その絞こう殺さつ死体を見たという山鹿弁護人の依頼人とは誰のことですか？」

「この事件の被告人、津路武氏です」

　傍聴席がシンと静まり返る。その演えん出しゆつを行った東ヶ崎は実に満足そうだった。

「山鹿弁護人は他ほかにどのような発言をしましたか？」

「その死体があったという場所を私に教えました」

「それはどこですか？」

「ツリーストラクトという会社の社長室とのことでした」

「あなたは山鹿弁護人に対し、その死体発見者を警察へ引き渡すよう要よう請せいしましたね？」

「ええ、しました」

「それはなぜですか？」

「その人物は、死体の第一発見者と見られます。第一発見者というのは殺人事件においては大変重要な参さん考こう人にんとなりますから、その身み柄がらを確かく保ほするのは当とう然ぜんの処しよ置ちなのです」

「その申し出を弁護人は了りよう承しようしましたか？」

「いいえ、拒きよ否ひされました」

「それはなぜですか？」

　俺は机をぶん殴った。ドンという音が法廷内に響ひびき渡る。

「異議あり！　それは本件とは関係ないことです！」

　とってつけたような屁へ理り屈くつを並べ立てて因幡刑事の要よう請せいを断ことわった時のことを思い出す。あのやり取りを陪審員に聞かせては、俺への印いん象しようが悪くなってしまうだろう。

「では質問は撤回しましょう」

　東ヶ崎はあっさりと言った。俺をおちょくるためだけの質問だったのだろう。

「因幡警部補、それからあなたはどのような行動を取りましたか？」

「私は直ただちに山鹿弁護士から聞いた死体の発見場所に警官を派遣するよう手配しました」

「結構、質問は以上です。弁護人、反対尋問を行いたまえ」

　東ヶ崎が俺を下目に見る。視線一つでここまで俺を立りつ腹ぷくさせられるのは一種の才さい能のうと言えるかもしれない。

　俺は立ち上がって反対尋問を開始した。

「因幡刑事、先ほどあなたは死体を発見した人物は被告人だったと証言しましたね？」

「ええ」

「では、なぜそれが被告人であることが分かったのか、その経けい緯いを詳くわしく証言して下さい」

「異議あり！」

　珍しく東ヶ崎が語ご気きを強めた。

「その質問は反対尋問の範はん囲いを逸いつ脱だつしています！　反対尋問で質問できるのは直ちよく接せつ尋問で証言された事こと柄がらに限られるはずです。そして、直接尋問では死体を発見した人物が被告人であったと判はん明めいした経緯については一いつ切さい触ふれていないはずです！」

　俺はおおげさに肩をすくめて言い返した。

「東ヶ崎検事はいささか思い違いをしておられるようですな。反対尋問では、直接尋問で証言されたすべての事柄に対し、その詳しよう細さいを問い質ただす権利があるはずです。検察側は先ほど死体を発見したのが被告人であるという証言を引き出しました。ならば、弁護側にはその経緯について詳しく問い質すことのできる権利が生じるはずです」

　東ヶ崎の眉がピクリとしかめられた。

「裁判長閣下、検察側は後ほどそれを明らかにする証人を用意しております。しかし、我々検察側にはあらかじめ用意した立りつ証しよう手順と言うものがあります。弁護側のこの反対尋問は、明らかにその手順を乱そうという意い図とが見え隠れしており──」

「東ヶ崎検事」と、俺は口を挟はさんだ。「私は先ほど〝死体を発見した人物が誰であったのか〟という質問に異議を申し立てました。少なくとも先ほどの時点ではその質問が不ふ適てき切せつだったと考えたからです。しかし、結局は取り下げました。あなたはその質問をすることによって、審理をより迅速かつ明快に進めることができると言いました。私はその方ほう針しんに賛さん同どうしたのです。

　ただ、〝死体を発見したのは被告人だった〟という証言がなされてしまった以上、弁護側にはその過か程ていを明らかにすることのできる権利が生じるはずですし、審理をより迅速かつ明快に進めたいというあなたの方針ともなんら矛む盾じゆんしないのではありませんか？　検察側の手順が狂くるおうが、そんなことは知ったことではありません。

　もっとも、検察側の目的が、立証手順が狂うことを言い訳にイタズラに進行を阻害し、審理をより複ふく雑ざつにして陪審員の皆さんを混こん乱らんさせることにあるというのでしたら、残念ながら私にはこれ以上抗弁しかねますが」

「…………」

　東ヶ崎の顔から一いつ切さいの表情が消えた。あれがきっと怒っている時の顔なのだろう。我が慢まんせずに顔を真っ赤にして大声で怒ど鳴なり散ちらせばいいものを。

　裁判長がやれやれとため息を吐ついた。

「弁護人、あなたも個人への中傷と受け取れる発言は差し控ひかえて頂いただけませんかな」

　俺は肩をすくめながら軽く頭を下げ、

「おや、私にはそのようなつもりはこれっぽっちもありませんが……。ま、確かに解釈の仕方によっては中傷と受け取られても仕方ないかもしれませんなあ。謹んで撤回いたしましょう」

　裁判長は今日二度目のため息を吐いた。この裁判長、俺と法廷で出会う度たびに白しら髪がが増えてるように見えるのは気のせいだろうか。

「しかしまあ、弁護側の言い分はもっともですな。ここで検察側の異議を却きやつ下かし、弁護側の質問を許可することは簡かん単たんなのですが……何度も言いますが、これは公こう判はんではなく予備審問です。検察側としても立証手順を乱されるのはあまり好ましくないでしょうし、またそれによって審理が複雑化してしまっては本ほん末まつ転てん倒とうです。

　さて、そこでお二人に提てい案あんしたいのですが、今回の揉もめ事の原因となっている、〝死体を見つけたのは被告人だった〟という先ほどの証言を削さく除じよするというのはどうでしょうか？　そうすればそのことが判明した経緯について反対尋問する権利も消しよう滅めつしますし」

「弁護側はそれで結構ですよ」

　俺はそんな提案が来ることは予想済みだったと言わんばかりの余裕ぶった態度で、東ヶ崎より早くそう言った。

「検察側もそれで構いません」

　東ヶ崎は無む表ひよう情じようで俺をにらみつけたまま言った。

「よろしい。速そつ記き官かんは該がい当とうする記録を削さく除じよして下さい。また、陪審員の皆さんも同様です。死体を見つけたのは被告人だったという証言は一切忘れるように」

　五人の陪審員は、揃そろって呆あつ気けに取られていた。

　冷静に考えれば、これほど馬ば鹿かげたやり取りはない。笑い出すヤツがいないのが不思議なぐらいだ。

　実じつ質しつ的てきに言えばこのやり取りは俺の負けなのだ。ついさっきまで散さん々ざん議ぎ論ろんの的まとになっていた証言を、突然「忘れて下さい」と言われたところで、本当に忘れられる人間なんているわけがない。もう陪審員や傍聴人の中には、完全に「死体を見つけたのは被告人なんだ」という事実が出来上がってしまっている。否ひ定ていのしようがない。

　ただ、これでいつも余裕ぶったいけすかない態度を崩さない東ヶ崎も、この法廷が型通りには進まないことを身を以もつて思い知っただろう。

「反対尋問は以上です」

「よろしい」

　俺が言うと、裁判長は頷うなずいた。

「東ヶ崎検事、次の証人を」




「次の証人は、現場に最初に到とう着ちやくした鈴すず木き太た郎ろう巡じゆん査さを」

　名付け親が思し考こうを放ほう棄きした末に付けられたような名前のその若い警官は、いささか緊きん張ちようしたおもむきで証言台に立ち、宣せん誓せいを済ませた。もっとも、その緊張の原因は、多数の傍聴人や陪審員を前にしたためではなく、東ヶ崎検事がいるためのように見える。

「鈴木巡査、あなたは一昨日おととい、命令によりツリーストラクトという会社のオフィスを訪おとずれましたね？」

「は、はい、そうです」

「それは因幡刑事の要請によるものですか？」

「いえ、それが微び妙みように違うんです」

　……なんだと？

「それはどういうことですか？」

「確かに私は現場に一番近い場所にいたため、命令に従したがってその会社に急行しました。ですがそれは因幡刑事の要請によるものではなく、それよりも少し早い時刻にあったもう一つ別の一一〇番通報によるものだったんです」

　そんな話は聞いてない。

　ふと横を見ると、津路も俺と似たような顔をしていた。

「つまり、死体を発見した人物がもう一人別にいたということですね？」

「ええ、その通りです」

　初めて事件に関係する人物が出てきたってわけだ。俺に言わせれば〝真犯人候補〟である。

　……しかし、ちょっと待てよ。よく考えれば、そいつこそ死体の第一発見者ということになるのではないだろうか。そうだとすると、わざわざ危険を冒おかしてまで俺が因幡刑事に通報してやった意味がないではないか。まあその時はもう一人の通報者がいたことなど知らなかったわけだからどうしようもないが。

「つまり、こういうことですね？　あなたはまずその通報によって現場に駆けつけ、その後因幡刑事を通して、同様の要請があったと？」

「はい、その通りです。私が受けた指し示じは、二つとも同じ内容でした。ツリーストラクトという会社の社長室に向かえと」

「つまり、ほぼ同じ時刻に、同じ殺人事件について二つの通報があったというわけですね？」

「ええ、その通りです。厳げん密みつに言えば、山鹿弁護人からの通報が後でしたが」

　何者だろう、その通報者とやらは。そいつこそ真の犯人のような気がしてならない。

「そしてあなたは指示に従い、事件現場へ向かったわけですね？」

「はい」

「ではそこで見たことを証言して下さい。まずその会社のオフィスはどのようなところにありましたか？」

「はい。その会社は、繁はん華か街がいの中心近くにあるビルの二階にありました。暁あかつきビルというところです。このビルは十三階建ての大きな建物で、一階には食堂や喫茶店などが多数あり、二階より上にはたくさんの企き業ぎようが入っています。ツリーストラクトという会社は二階の南側にオフィスを構えていました」

「そのオフィスには簡単に入ることができましたか？　戸と締じまりはどうなっていましたか？」

「戸締りはされておらず、簡単に入ることができました」

「その会社、もしくはその周しゆう辺へんに人ひと影かげはありましたか？」

「はい。日曜日の昼過ぎということもあってか、ビルの一階部分にはかなりの人がいたのですが、企業などで占しめられている二階より上にはほとんど人はいませんでした」

「よろしい。そしてあなたは社長室へ入ったわけですね？」

「はい。命令にもありましたので、〝社長室〟と書かれたプレートのある部屋に入りました」

「ではそこで何を見ましたか？」

「この事件の被ひ害がい者しや──比ひ良ら野の正せい一いち郎ろうという初しよ老ろうの男性が倒たおれていました」

　法廷はシンと静まり返った。

　ちょっと待て、お前はなぜその時点で死体の身元を知っているのだ──そう突つっ込こんでやるのは簡単だったが、時じ系けい列れつの問題でこれ以上こねくりまわすのもくどい気がするし、今回は審理の短たん縮しゆくにもなるので放っておくことにした。

「その社長室の構こう造ぞうはどのようになっていましたか？」

「はい。その社長室は、暁ビル二階の南西部に位置しています。部屋の西側と南側は窓まどで覆おおわれており、東側に隣となりの部屋へのドアがあります。部屋の北側には棚たなが置かれ、西の窓まど際ぎわには大きなデスクや金庫などが置かれていました」

「被害者は、部屋のどの辺りに、どういう状じよう態たいで倒れていましたか？」

「場所はデスクのすぐ前、部屋のほぼ中央辺りです。仰あお向むけの状態で倒れており、首に何かを巻きつけられていたような痕あとがありました」

「死体を発見したあなたは、その後どうしましたか？」

「その男性はすでに脈みやく拍はくも呼こ吸きゆうも停てい止ししていましたので、私は直ただちに携けい帯たい無む線せんで殺人事件であることを連絡し、応おう援えんを要請したんです」

　東ヶ崎は満足げにゆっくりと頷き、途と端たんに証人は安あん堵どしたようにほっと息を吐いた。よっぽど東ヶ崎の前でヘマをしでかさないかと心配だったのだろう。

「尋問は以上」

「山鹿弁護人、反対尋問を」

　俺は即そく座ざに立ち上がった。

「その最初の通報をしたという人物について詳くわしく証言して頂けませんか？」

「さあ、それは分かりかねます。私は死体を見たと言う通報があったので現場へ行けと命令を受けただけなものですから」

「弁護側に申し上げましょう」東ヶ崎が口を挟はさんできた。「その通報者については後で証言台に立って頂く予定です。聞きたいことがあるのでしたらその時にして頂けませんか？」

　そういうことは先に言えというのに。

　しかし、そうなるとさっきの直接尋問を聞いた限り、これ以上この証人から聞き出せそうなことは特になさそうだ。

「反対尋問は以上です」

　ケチの一つもつけてやらずに検察側の証人をタダで帰してやるのは俺の美学に反する。だが、東ヶ崎も伊だ達てにあれだけでかい態度を取っているわけではないらしい。証言させる内容は完全に単なる事実のみに絞しぼらせており、ケチをつける余よ地ちを与あたえない。それも淡たん々たんと事実のみを述のべさせる一方で、時とき折おり何気なく聞き手にインパクトを与える証言を織おり交ぜ、傍聴人や陪審員を退たい屈くつさせることもない。

　やり手だ。それだけは認めざるを得ない。




「次の証人は、被害者の司法解剖を行った江え星ぼし博士を」

　検事が替わったとはいえ、証人を呼ぶパターンは変わらないらしい。やがてでっぷりとした腹をゆっさゆっさと揺ゆらしながら、色白の不ふ健けん康こうそうな肌はだをした白ブタ──もとい江星博士が証言台に立った。

　ただ、今回の法廷では今までと微妙に雰ふん囲い気きが変わっていた。以前なら、いかにも「わしは博士でござい」という尊そん大だいさが全身から滲にじみ出ていたのだが、それが今日はさっぱりと消え去っている。それどころか、このおっさんにもっとも似合わない緊張感さえ漂ただよっていた。

「江星博士、あなたは被害者である比良野正一郎氏の遺体を司し法ほう解かい剖ぼうしましたね？」

「あ、あい、そうです」

　このおっさんもあの検事は怖こわいらしい。

「ではまず被害者の死し因いんについて詳しく証言して頂けますか」

「分かりました。率そつ直ちよくに言いますと、被害者の死因は首を絞しめられたことによる窒ちつ息そく死しです。遺体の首に絞こう殺さつ痕こん、顔にはチアノーゼ、目には溢いつ血けつ点てんが見られ、また首の周りには特に引っかいた様よう子すもありませんでした。えー、これらの痕こん跡せきからどのようなことが分かるかと言いますと──」

「ちょっと待って頂けますか、江星博士」

　白ブタ博士がいつものペースを取り戻して偉えらそうに証言し始めると、東ヶ崎検事がやんわりと口を挟んだ。

「順番に分かりやすく説明して頂きましょう。まず、絞殺痕とは何ですか？」

「こ、これは失礼しました。えー、絞殺痕とはその名の通り首を絞めた痕跡のことです。被害者の首には比ひ較かく的てき幅はばの広い絞殺痕があったことから、犯人は柔やわらかく長い布のようなもので被害者の首を絞めたものと推すい測そくできます」

「結けつ構こう。ではチアノーゼとはどのようなものですか？」

「あい。えー、人間は首を絞められると呼こ吸きゆうができず、酸さん欠けつ状態になります。この状態が長く続くと、皮ひ膚ふや粘ねん膜まく──唇などですな、これが青あお紫むらさき色いろになっていくのです。これがチアノーゼです」

「つまり、被害者の顔にはその青紫色になるという症しよう状じようが出ていたわけですね？」

「ええ、そうです」

「よろしい。では最後に、溢血点とはどのようなものですか？」

「えー、人間の目には毛もう細さい血管と呼ばれる細い血管が張はり巡めぐらされております。人間は首を絞められると、首にある血管の動きが阻そ害がいされます。そのため、頭部に血が溜たまり、毛細血管が破は裂れつすることがあるのです。そしてまぶたの裏辺りに点状の小さな出血がいくつも現れるようになるわけでして、これを溢血点と呼んでおります」

「では、それらの証拠を総そう合ごうすると、どのようなことが分かるのですか？」

「まずチアノーゼと溢血点ですが、これは首を長時間にわたって絞め続けなければ発生しないものなのです。また、先ほども述べましたが、首の周りには特にひっかいた様子などがありませんでした。

　えー、これがどういうことかと申しますと、たとえば後ろから紐ひもで不ふ意い打うち的に首を絞められたとしましょう。その場合、被害者はまず間違いなく反はん射しや的てきに首にかけられた紐を外そうとするので、首の周りに爪でひっかいたような痕が残るんです。今回のケースではそのような痕跡がありませんでした」

「つまり、被害者は正面から首を絞められたと？」

「あい。まあ厳げん密みつに言うのでしたら、首を絞めている犯人が視し界かい内ないにいた──そう考えるのがもっとも普通でしょう」

「被害者には他に外がい傷しようはありましたか？」

「いいえ、それ以外には特に何も」

「なるほど」

　東ヶ崎は一いつ旦たん尋問を止めた。この法廷にいる人々に、白ブタ博士の証言を理解するための時間を与えているのだろう。

「では最後の質問です。被害者の死亡時刻は何時頃と推すい測そくできますか？」

「あい。発見時刻、気温、それから遺体の直ちよく腸ちよう温おん、死後硬こう直ちよくの具ぐ合あいなどから推測した範はん囲いでは、一昨日、つまり十二月一日の午後一時半頃であるとほぼ断だん定ていできます」

「その断定の根こん拠きよはなんですか？」

「人の体はその機き能のうを停止すると、どんどん体温が下がっていきます。この下がり具合は被害者の体型や格かつ好こうなど、外的要よう因いんによって差がつくのであまり参さん考こうにはできないのですが、直腸温──ま、ひらたくいうと肛こう門もんですな、その内部の温度に関しては、そういった要素にあまり影えい響きようされることがないので、死亡推定時刻の算さん出しゆつに非常に有ゆう効こうなのです。

　私が遺体を見たのは一昨日の午後三時半でした。その時の事件現場の気温は十度、直腸温は三十四度でした。これはほぼ二時間前に死亡したことを裏付けるデータなのです。

　また遺体というものは、死後およそ二時間から三時間が経けい過かすると体の一部に硬直する現げん象しようが見られるようになるんです。我われ々われが死後硬直と呼んでいるものですな。私が遺体を見た時には、足の先などに硬直が見られたものの、まだそれが全身に現れている様子はありませんでした。つまり、二時間ほど前に死亡したという推測を裏付けるデータとなっています」

　白ブタ博士は自信たっぷりに断言した。

「しかし、多少の誤ご差さは考えられるのではありませんか？」

「ええ、もちろん前後十分ぐらいはずれ込むかもしれません。しかし、死体が死後に動かされた様子もありませんでしたし、事件現場は気温が一定している室内です。直腸温による死亡時刻の推定はかなり信しん頼らいできるものですし」

「よろしい」

　東ヶ崎は満足げに頷くと、裁判長に向き直り、

「裁判長閣下。後ほど江星博士には凶きよう器きに関かん連れんすることで再さい度ど証言台に立ってもらうことになりますが、現げん時じ点てんではこれで直接尋問を中ちゆう断だんしたいと思います」

「分かりました。弁護側、今の時点で何か反対尋問したいことはありますか？」

　俺は椅い子すから腰を上げて言った。

「特にありません」




　次に証言台に立ったのは、また因幡刑事だった。

「あなたはこの事件の捜査を指し揮きし、事件現場について捜そう索さくを行いましたね？」

「はい」

　噓うそつけ、現げん場ばを仕し切きってたのはどこぞの高こう慢まん検察官だったじゃないか。

「その結果、判はん明めいしたことについて証言して下さい」

「はい。まず部屋の内部には文ぶん房ぼう具ぐなどが散ちらばっており、わずかに人が争った形けい跡せきがありました。また、部屋には金庫があったのですが、中身は空っぽでした」

「金庫には何か入っていたのでしょうか？」

「分かりません。会社の関係者から聞いたところによると、取とり引ひきのために普ふ段だんから百万円単位で現金が入っていたということですが」

「因幡刑事、伝でん聞ぶん証拠を持ち出す必要はない。証言はあなたが直接調べたことに限るように」

「は、失礼しました」

　そういえば確かに金庫の中身は空だった。扉も開いていたし。

　……しかし待てよ。そうだとすると、これは明らかに変だ。社長室に置いてある、それも扉が開いていた金庫の中身が空だった……これは明らかに、誰かが盗とっていったと考えるべきだろう。となると、じゃあ誰が？　ということになる。

　その場合、検察側は間違いなく津路を容よう疑ぎ者しやと見るはずだ。何せ、金庫の持ち主である社長を殺したのは津路であると考えているぐらいなのだから。

　しかし、今回の裁判は単なる殺人罪。もし津路が比良野を殺して金を持っていったのだとしたら、ただの殺人ではなく、より刑の重い強ごう盗とう殺人で起き訴そするはずだが……。

　つまり、検察側も津路が盗ったとは見ていないのだろうか？　だが、もしそうだとすると金を持っていったのはどこのどいつなのだ？

　まあそれは後で考えるべきだろう。俺は因幡刑事の証言に聞き入った。

「次に我われ々われは事件現場のビル内部と、その周辺を徹てつ底てい的てきに捜索しました。その結けつ果か、ビルの裏側にあったゴミ捨て場から、あるものを発見することができたんです」

「それは、このマフラーのことですね？」

　東ヶ崎は机の上からビニール袋ぶくろを取り上げた。中には布のようなものが折りたたまれて入っている。毛糸のマフラーのように見えた。

「はい、そうです」

　なるほど、あれが凶器か──と俺が納なつ得とくしたその時だった。

「あ、ああっ！」

　隣に座っている津路が突とつ然ぜん小さなうめき声を上げた。

　新たに提てい出しゆつされた証拠。そして、同時に動どう揺ようする俺の依い頼らい人にん……。イヤな予感がする。

「どうした津路。あのマフラーに見覚えでもあるのか？」

「い、いえ、別に……。な、なんでもありません、大だい丈じよう夫ぶです」

　……どう見てもウソをついているようにしか見えない。

　詳くわしく問い質ただしたいところだったが、陪審員達の目の前で俺達がもめているように見られるのもまずい。ひとまずは黙っていることにする。

　だが、間違いなくあのマフラーは俺達にとって都つ合ごうの悪い証拠なのだろう。

「因幡刑事、なぜあなたはゴミ捨て場に捨てられていたようなマフラーに注目したのですか？」

「はい。まず第一に、マフラーはかなり新しいものでした。それがゴミ捨て場に投げ捨てられるようにして落ちていたことに不ふ審しん感かんを抱いだいたのです。そして第二に、そのマフラーの格こう子し状じようの模も様ようと、被害者の首についていた痕が非ひ常じように酷こく似じしているように見えたからです」

　東ヶ崎は頷いた。

「尋問は以上です。裁判長閣下、検察側はこのマフラーを証拠物件Ａとして提出いたします」

「弁護側に何か異議はありますか？」

　ここで「まだこの事件とそのマフラーの関かかわりが明らかにされてねーぞ」と異議を申し立てることは簡単だ。だが東ヶ崎のことだ、その時には自信満々に「それは次の証人で明らかになりますよ」とのたまうに違いない。

　ま、大した違いがあるわけでもないし。

「弁護側に異議なし」

「よろしい、証拠として受じゆ理りします。弁護側は反対尋問を行って下さい」

　俺は立ち上がって尋問を開始した。

「因幡刑事、金庫の中身は一体どうなったのですか？」

「目もつ下か捜索中です。そもそも、金庫の中に何があったかもはっきりしていないのです。関係者から聞いたところによると、確かに普段は百万を超こえる現金が──あ、いえ、これは伝聞になってしまいますな。そういうわけで、金庫に関しましては特に分かっていることはありません」

「誰かが盗ぬすんでいったというわけでもないんですね？」

「指し紋もん等も特に検けん出しゆつされてませんし、現時点では不ふ明めい、と答えるしかありませんな」

「……反対尋問は以上です」

　どうやら検察側も金庫についてはそれほど重じゆう要よう視ししていないようだ。やはり金庫は始めから空からだったのだろうか？　だが、そうだとしても扉とびらが開きっ放しになっていたのは変だし……。

　今日の法廷が終わったら影野に調ちよう査ささせてみるとしよう。




「再び江星博士を喚かん問もんさせて頂きます」

　東ヶ崎の要求により、再び白ブタ博士の登とう壇だんとなった。

「江星博士もすでに宣誓を終えています」裁判長が言った。「東ヶ崎検事、直ちに直接尋問を開始して構いません」

「分かりました。江星博士、あなたはこのマフラーについて様々な検査を行いましたね？」

「あい、その通りです」

「どのような検査を行ったのですか？」

「まず、先ほど因幡刑事が証言したように、マフラーの模様と被害者の首についていた痕とが酷似していたことから、我々は被害者の首と同じ太さの粘ねん土どを用意し、マフラーを強く巻きつけてその痕を比べるという実験を行いました」

「結果はどうなりましたか？」

「あい。やはり被害者の首にあった痕と同じ模様ができました」

「結構」

　ここで東ヶ崎は沈ちん黙もくし、陪審員に今の証言を理解する時間を与えた。

「では、その他にどのような検査を行いましたか？」

「ＤＮＡの採さい取しゆを行いました」

「マフラーからＤＮＡの採取を行うことは可能なのですか？」

「あい。人間の皮ひ膚ふが強くマフラーなどの布に触ふれると、微び量りような皮膚組そ織しきが残ざん留りゆうするんです。そこからＤＮＡを採取することが可能なんです」

「その結果を教えて下さい」

「あい、被害者と被告人のＤＮＡが付ふ着ちやくしていたことが確かく認にんできました」

　何てこった。俺は隣に座っている小しよう心しん者ものをにらみつけた。当の津路は真っ青な顔をして震ふるえている。つまり、そのマフラーとやらはこの男の持ち物か何かか。

　しかしそうなると、なんでそんなモノがゴミ捨て場から出てきたのかが気になる。そして、マフラーが出てきた時の津路の怯おびえよう……。

　……その時俺は考えうる最悪のシナリオを思い描えがいてしまい、背せ筋すじがゾッとするのを感じた。

「よろしい。弁護人、反対尋問したまえ」

　東ヶ崎が言った。ここは少し突っ込んでおくべきだろう。

「江星博士、あなたは被告人と被害者のＤＮＡが採取できたと言いましたね？」

「あい、そうです」

「では、被告人と被害者以外のＤＮＡは採取できませんでしたか？」

「どど、どういうことでしょう？」

「分かりませんか？　あなたはマフラーに触れるとＤＮＡが残留することがあると証言した。つまり、マフラーから被告人と被害者以外のＤＮＡが採取されることも充分考えられるはずです」

「い、いや、ですが、そう簡単に皮膚組織が付ふ着ちやくするわけではありません。今回のケースでは、少なくとも犯人はマフラーの両りよう端はしを手で持って被害者の首を絞めたと考えられます。つまりマフラーを持つ手にはかなりの力がかかったため、微量ながらＤＮＡを採取することができたんです。強い力で首を絞められた被害者も同様です」

「ああそうですか。ところで江星博士、あなたはちっとも私の質問に答えていない。私はマフラーに被害者と被告人以外のＤＮＡが付着していないかと質問したんです。イエスですか？　ノーですか？」

　白ブタ君はうっと息を吞のむと助けを求めるように東ヶ崎検事に視し線せんを送った。だが、東ヶ崎は身じろぎもしない。やがて江星博士は諦あきらめたように言った。

「イ、イエスです」

　法廷がわずかにどよめいた。

「つまり、人をくびり殺しかねない強さでマフラーを握にぎった人物が他にいるということですね？」

「い、いえ、そうは申しません。何らかのきっかけでマフラーが皮膚をこすったという人物が他にいる可能性があるというだけの話です」

「なるほど、大変よく分かりました。つまりこうも言えるわけですね？　マフラーには被告人のＤＮＡが付着していた。だがそれは被害者の首を絞めた時に付いたものではなく、何らかのきっかけでマフラーが被告人の皮膚をこすっただけだと」

　白ブタ君は諦めたようにため息を吐いた。

「た、確かにそういう可能性は否ひ定ていできませんが……」

「結構。では少々見方を変えてみましょう。たとえばそのマフラーの持ち主が被告人だった場合、皮膚組織が付着していることは当とう然ぜん考えられることですよね？」

　白ブタ博士と東ヶ崎検事は、程てい度どの差こそあれ驚おどろいた表情になった。

　津路の反はん応のうからしてまさかとは思ったが、やはりあのマフラーは津路の持ち物であったと考える他はない。だからこそ津路のＤＮＡが残っていたのだ。

「ま、まあそういうことはあるかもしれませんが……」

「それが訊ききたかったんですよ。反対尋問は以上です」

　俺はしてやったりと東ヶ崎検事の方を見やった。だが、東ヶ崎は少しも取り乱す様子を見せず、腕うで組ぐみして事じ態たいを傍ぼう観かんしているだけだった。

　この程度の反対尋問なら予想の範はん囲い内ないということか？

　やがて、東ヶ崎はゆっくりと立ち上がって言った。

「裁判長閣下、本日予定していた検察側の証人喚問は以上です──」




　間もなく裁判長が今日の審理を終しゆう了りようすると号ごう令れいを下す。

　途と端たんに俺は津路の腕を取り、弁護側控ひかえ室に戻もどって問い詰つめた。

「津路、なんで黙ってた!?　あのマフラー、あんたのなんだろう!?」

「す、すいません山鹿さん！　ま、まさかこうも簡かん単たんに見つかるだなんて思いもしなかったんです！」

　津路はヘコヘコと頭を下げた。

「あのなあ、日本の警察ってヤツはそれなりに優ゆう秀しゆうなんだぞ。素人しろうとが隠かくし事しようったってそう都合よくいくわけないだろ！」

「善ぜん行こうさん！」さらに問い詰める俺を止めに入ったのは、いつの間にか控え室に入ってきた雪ゆき奈なだった。「もうその辺にしてあげましょうよ。津路さんだって悪気があってやったわけじゃないでしょうし……。私も同じでしたからよく分かるんです」

「雪奈……」

　他ならぬ雪奈にそう言われては俺もトーンダウンせざるを得えなかった。

　そう、雪奈も以前殺人事件に巻き込まれたことがある。その時は俺の弁護によって事なきを得たのだが、雪奈は俺に一つ噓うそを言っていたのだ。

　俺は傍そばに置いてあったパイプ椅子にどかりと座すわり込んだ。

「分かった、過ぎたことをウダウダ言っても仕方ないしな。それよりも知ってることを全部言っておいてもらおうか。これ以上東ヶ崎のクソ野郎に不ふ意い打うちを喰らわされるのはゴメンだからな」

「は、はい……。あのマフラーは、僕が半月前に買ったものなんです。その、これまではマフラーなんかしてなかったんですが、寒くなってきましたし健康にもいいって聞いたものですから。でもあまり使い慣なれてなかったものですから、よく会社に置き忘れることがあったんです。それで、クビにされた時もつい置き忘れて……。

　ところがあの日、社長室で死体を見つけて……その首に巻きつけられてるのが僕のマフラーだってことに気付いたんです。それで、このままじゃやばいと思って……」

「捨てたのか？」

「え、ええ。マフラーを死体から外して、ビルの裏にあったゴミ置き場に……」

　俺はため息を抑おさえることができなかった。

「かぁー、なんてことをしちまったんだ。あれだけ言っただろう、現場にあるものに触さわったり動かしたりするなと」

「す、すいません。実は山鹿さんにお電話した時には、もうマフラーを捨ててビルから出たところだったんです……。で、でも大丈夫ですよ！　捨てるところは誰にも見られてませんし」

「……だといいんだがな」

　東ヶ崎検事のやたらと自信のありそうな態たい度どが思い出される。そして、事件発生からわずか数時間のスピード逮捕という事実。これだけ迅じん速そくな逮捕をするには、物ぶつ的てき証拠だけでは不可能だ。物的証拠を科学的に裏づけするには時間がかかる。

　恐おそらく、いるのだ。科学的な裏づけを必要としない生きた証拠──すなわち証人が。それも、決定的な証人が。

　つくづく津路の軽けい率そつな行動がうらめしい。ひょんなことから死体を見つけてしまい、しかもその死体がかつての上司で、おまけにその首には自分のマフラーが巻きつけられていた──。この状況で平へい静せいを保てなかったというのは分からんでもない。しかし、なぜよりにもよってビルの裏手なんて安あん易いな場所にマフラーを捨ててしまったのだ？

　いっそ家に持ち帰って燃やしてくれてさえいれば、後あと腐くされなく済すんだのに──とはさすがに言えなかった。

「そんなことより山鹿、今日の法廷じゃ多少収しゆう穫かくがあったじゃないか」

　そう言ったのは、いつの間にか控え室に入っていた影野だった。

「ああそうだ。分かってるな、影野。金庫ともう一人の通報者について調べて来い」

「へいへい。ま、やれるだけはやってみるが、金庫も通報者も詳しよう細さいを知ってるのは警察ぐらいのもんだ。今の状況でそれほど情報が漏もれてくれるとも思えんし、あんまりアテにはしてくれるなよ」

　頼たよりない影野の言葉で、この作戦会議は終了したのだった。




　　十二月三日　午後零時五分　山鹿法律事務所




　影野と津路の二人と別れ、俺は雪奈と一いつ緒しよに事務所に戻った。

　すると事務所の前で意外なものが見つかった。

　ブレザーの制服を着た不法侵入常習犯が、ぶるぶると寒さに身を震ふるわせていたのだ。

「うー、遅おそいわよ！　この寒い中、いたいけな女の子をいつまで待たせるつもり!?」

「……誰がいたいけだ。そもそもなんでお前がここにいる、今日はテストじゃなかったのか」

「テストは午前中で終わったの！　それよりさっさと中入れてよ！　この時じ期きに風か邪ぜなんか引いたら大変ってことぐらい分かるでしょ!?」

　毎まい度どのことではあるが、言ってることが無茶苦茶である。大体、この十二月の寒空でそんな短いスカートなんかはいてるのが悪いのだ。もっとも、他ならぬこいつならば風邪を引くことだけはありえないだろうが。

「善行さん、早く入れてあげましょうよ」雪奈が皐さ月つきの手を取って言った。「ほら、伊い予よちゃんの手、もうこんなに冷たくなってますし」

「そーよそーよ！　大体、こんなオンボロ法律事務所に入ろうとする泥どろ棒ぼうなんているわけないんだし、いちいち鍵かぎなんてかけないでよ！」

　……雪奈、お前がそうやって甘あまやかすから、このガキが図ずに乗るのだ。

　しかし雪奈が皐月側に付いてしまったとなると、これ以上ウダウダ皮ひ肉にくを言うわけにもいかない。俺はさっさと事務所の鍵を開けることにした。

「ゆきなー、今日のお昼ご飯なあに？」

「今日は寒いしおうどんにでもしようと思ってたんだけど。伊予ちゃん、おうどんは好き？」

「うん、あたしはそれでいいわよ」

　俺の背後でそんな会話が交かわされている。

　いつから我わが山鹿法律事務所は児じ童どう給きゆう食しよく所じよになったのだろうか。




　　　　◆




　意い外がいな人物から電話があったのは、雪奈の手作りうどんを食い終わり、俺がデスクで食休みを取っている時だった。

「はい、山鹿法律事務所です。……あ、お名前は伺うかがっております、はい、山鹿先生に代わります。

　善行さん、お電話ですよ」

　雪奈がそう言って俺に受話器を手て渡わたす。

「誰からだ？　影野なら携けい帯たいにかけてくるだろうし」

「原はら田ださんからですよ」

「……原田？　誰だっけ、それ」

「先週依い頼らいを持ってきた人だって言ってたじゃないですか。津路さんを救い出してくれって」

「ああ、あいつか」

　受話器を受け取りつつ、俺は内心で首を傾かしげていた。

　なぜ今いま頃ごろそんなヤツから電話がかかってくるのだろうか。津路とは親しいようだし、裁判の経けい過かでも知りたくなったのだろうか？

「はい、山鹿ですが」

『すいません、先週お世話になった原田ですが』

「ええ、覚えてますよ」

　隣となりで皐月が「うそつき」とか吐ぬかしやがったが、気にしないことにする。

「それで今日はどのような用向きで？」

『津路のヤツが殺人の容よう疑ぎをかけられて今日から裁判が始まったという話は聞いてます。それに関かん連れんすることで、どうしてもお伝えしておきたいことがありまして……』

「ほう」

　事件に関する情報なら喉のどから手が出るほど欲ほしかったところだ。

　しかし、この男が今回の事件と関かかわりがあるとは思えない。一体俺に何を伝えるつもりなのだろうか。

『俺は法廷に行けなかったもんですから詳くわしいことは分からないんですけど、その事件……誰が警察に通報したか御ご存ぞん知じですか？』

　また奇き妙みようなことを言う。

　警察への通報者。それは今日の法廷で判明したことによれば、二人いることになっている。一人は俺だが、もう一人についてはさっぱり不明だ。

「いや、知りませんな。明日にでも検察が証人として呼ぶそうですが」

『すいません！　あの事件を通報したのって……俺なんです！』

「な、なんだって!?　どういうことだ、なんであんたが……いや、そもそもなんで今まで黙だまってた!?」

『俺だって一いつ刻こくも早くお伝えしたかったんですよ！　でも、東ヶ崎とかいう検事の命令でホテルに隔かく離りされてしまったんです。少なくとも明日証言台に立つまではできる限り外部との接せつ触しよくは絶たつようにって。それで、家族に頼たのんでこっそりプリペイド式の携帯電話を差し入れてもらって、どうにかこうやって連れん絡らくすることができたんです』

　東ヶ崎め、そういう手を使ってきやがったか。

　しかし、俺はもう一人の通報者こそ真しん犯はん人にんではないかと思っていたのだが……残ざん念ねんだがその可か能のう性せいはこれで消え去ったと見るべきだろう。こいつは被害者であるツリーストラクトの社長とは多少面めん識しきはあったらしいが、実際に会ったのは一、二度ぐらいだろうし、津路がツリーストラクトから解かい放ほうされた今となってはもはや何の接せつ点てんもないはずだ。

「一体何があったのかは聞かせてもらえるんだろうな？」

『ええ、もちろんです。あのツリーストラクトって会社のあるビル、繁華街のど真ん中にあるじゃないですか。一昨日おととい、たまたまその近くに行く用事があったんです。そうしたら偶ぐう然ぜん、津路がビルから出てくるのを見かけたんです。本当に偶然だったんですよ。

　でも津路のヤツ、明らかに様子が変だったんです。なんかキョロキョロして、なんていうか、人に見られるのを怖こわがってるみたいにビクビクしてて……。

　それで俺、てっきりまた津路のヤツが何か無む理り難なん題だいでも吹ふっかけられたんじゃないかと思って、もうあいつとは関わるなって直じか談だん判ぱんするつもりでオフィスに押おしかけたんです。そうしたら──』

「死体を見つけたわけか」

『ええ。それで俺も慌あわててしまって……とにかくまずは一一〇番だって考えて通報したんです』

　ややこしいこともあったもんだ。

　つまりこういうことだ。まず被害者である比良野社長に呼ばれた津路が事件現場を訪おとずれ、死体を発見。そしてその首に巻きつけられていたマフラーを捨てるという愚ぐ行こうを犯した後、俺に連絡した。そして入れ違いになる形で原田がやってきて死体を見つけ、警察へ通報してしまったというわけだ。

「それからどうなった？　警察の事情聴ちよう取しゆは受けたんだろう？」

『ええ。顔の恐い刑けい事じさんにしつこくやられましたよ……』

　原田の声には疲ひ労ろうの色が濃こい。よほど追おい詰つめられていたのだろうか。

「何をしゃべった？」

『そ、それが……俺も最初は津路を見たことは黙っておこうと思ったんです。ビルから出てくる時の津路の様子は明らかにヘンでしたし。いえ、もちろんあいつが人殺しなんてするとは思ってませんよ。

　でも、刑事さんになんで俺があんな場所に行ったのかって問い質ただされたんです。津路のことは黙っていようとは思っていたんです、だけどこのままじゃ自分が疑うたがわれるのが目に見えてましたし……。その上、刑事さんにこう言われたんです。俺が殺したとは思っていない、でも完全に容疑を晴らしたいのなら、なぜあの場所に行ったのかを正せい確かくに答えてもらう必要があるって。それでも俺が渋しぶってると、万が一殺人罪で逮捕されるようなことがあれば、顔写真もニュースにでるから二度と外を出歩けなくなるぞって脅おどされて……』

　なるほど、因幡刑事らしい。

『そんな風に言われたら答えるしかないじゃないですか！　だから言ってしまったんです。友人が普通じゃない様子でビルから出てくるのを見た、そのビルにはそいつとトラブルのあった会社が入ってるのが分かっていたので様子を見に行ったら死体を見つけたって……。信じて下さい、まさか津路を見かけたことを話したぐらいであいつが逮捕されるだなんて思ってなかったんです！』

「……なるほどな」

　それですべて合が点てんがいった。なぜ東ヶ崎のクソ野や郎ろうはすぐに津路の存そん在ざいを知ることができたのか。そして、なぜ事件発覚から三時間足らずで逮捕状が出るところまで捜そう査さが進んだのか。

「事情はよく分かった、そいつは確かにあんたのせいとは言えないだろうな」

『本当にすいません……。明日、津路にも謝あやまりに行きますよ』

「……ってことは明日、証言台に立つのか？」

『ええ、そうするように言われてます、申し訳ありません……。それで是ぜ非ひお伺うかがいしたいんですが、何とか証言を回かい避ひする方法ってないんでしょうか？』

「無む理りだな。病気を言い訳わけにすれば一日二日は延えん期きできるかもしれんが、所しよ詮せん時間稼かせぎに過ぎん。ヘタに先送りするよりかは、明日証言してもらった方がいい」

『じゃ、じゃあ証言台でずっと黙もく秘ひを続けるっていうのはダメなんでしょうか？』

「そんなことしたらあんたが法廷侮ぶ辱じよく罪ざいの適てき用ようを受けることになるぞ？」

『いえ、元々自分がまいた種たねです。津路のためにも、それぐらいなら喜んで受けますよ』

　しかし警察はそんなに甘くないのだ。

「あんた、警察から事情聴取を受けた後、何か書類にサインしたか？」

『え？　ええ、しました。俺がしゃべった内容を記した紙に』

「じゃあ黙秘も意味がないだろうな。あんたがサインした書類は供きよう述じゆつ調ちよう書しよってヤツだ。たとえあんたが法廷でだんまりを決め込んでも、検察はその供述調書に書かれていることを証言として提出することができるからな」

『そ、そうなんですか!?……なんてことだ。そうなるとこれ以上お力になることも無理みたいですね……。本当に申し訳ありません』

「ま、こうやって連絡をくれただけでも感かん謝しやすべきだろうな。おかげで検察側に不意打ちされることだけは防ふせげそうだ」

『そう言って頂けると助かります。それじゃあまた明日、法廷で』

「ああ」

　受話器を置くと、俺は頭をポリポリとかいた。

　どうしたものか。東ヶ崎の野郎、まさかここまで準備してやがったとは。

　このまま原田に証言台に立たれるのは非常に都合が悪い。原田は事件があったビルから津路が出てくるのを見たという。こういう証言の場合、反対尋問でやるべきことは一つしかない。原田が目もく撃げきしたのは津路ではなく、よく似ている他人を見み間ま違ちがえただけではないかと思わせることである。しかし、原田は津路の友人であり、当然ながら津路のことをよく知っている。見間違えたのだと主しゆ張ちようするにはいささか説得力がない……。

　その上、このまま原田に証言されれば、やはり津路こそが死体の第一発見者だったということについてもほとんど確かく定ていだ。恐おそらく、原田の口からは津路とツリーストラクトのいざこざについても証言されることになるだろう。それは殺人の動機を構こう成せいすることになる。

　何より問題なのは、俺には目もつ下かその証言を阻はばむ術すべがまったくないことである。

「ねえ善ぜん行こー、電話する時はもうちょっと小さな声でしてよねっ！　気になって勉強に集中できないじゃない！」

「……知るかよ。文もん句くがあるならお前が出て行け」

「ぶー」

　原田が証人として不ふ適てき格かくであると訴うつたえる根拠もないし、そもそもあの抜け目のない東ヶ崎検事が相手なのだ、ヘタな小こ細ざい工くなど通つう用ようしないだろう。

　俺は机の上に足を放り出すと、一人呟つぶやいた。

「ま、臨りん機き応おう変へんにケチつけるしかねえか……」

「まーたペテン弁護士がよからぬこと企たくらんでるわ」

　……どうせ明日の法廷までやることもないのだ。いっそ今日はずっとこいつの勉強を邪じや魔ましてやろうか。
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　　十二月四日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい




「周しゆう堂どう裁判長の入にゆう廷ていです。全員起き立りつ！」

　廷てい吏りの号ごう令れいが法廷内に響ひびき渡わたる。

　五人の陪ばい審しん員いん、八割方埋うまった傍ぼう聴ちよう席せき、相あい変かわらず居い丈たけ高だかな東とうヶが崎さき検けん事じ──法廷の様よう子すは昨日とあまり変わるところがない。

　あえて変化があった箇か所しよを挙あげるとしたら、それは弁べん護ご側がわの席に座すわっている俺おれ達の表情ぐらいだろう。

　俺は今日の審しん理りの展開を予想していたため、朝から少々不ふ機き嫌げんだった。今日は間ま違ちがいなく検察側のペースになる。俺としてもできる限りの抵てい抗こうは試こころみるつもりだが、我われながらその効こう果かには極きわめて懐かい疑ぎ的てきである。これから東ヶ崎検事の独どく演えんを散さん々ざん聞かされることになると思うと、不機嫌さを隠かくせなかった。

　同どう様ように、津つ路じの表情もさえなかった。津路にはすでに今日の証しよう人にんとして原はら田だが出てくること、そして原田がどんな風にこの事件に関係しているのかを教えてある。さすがに頼たよれる先せん輩ぱいが自分の逮たい捕ほにつながるきっかけになったとは予想外だったらしく、すっかり意い気き消しよう沈ちんしてしまっている。

　そしてそんな俺と津路の影えい響きようを受けたらしく、雪ゆき奈なまでもがあまり浮うかない顔をしていた。

　ここまで不ふ景けい気きな面ツラを並べて審しん理りの始まりを迎むかえるのは最近記き憶おくにない。そんな俺達とは対たい照しよう的てきに、東ヶ崎検事は初めて俺と会った時と同じように不ふ敵てきな薄うす笑わらいを浮かべている。今この場でヤツの席に近づき、その顔面に唾つばを吐はいてやればどれだけ爽そう快かいだろうと、俺は非ひ建けん設せつ的てきな想像に思いを馳はせた。

　審理が始まる前からこんなことではやはり今日はダメだな、と思いつつ。

「では審理を再開しましょう」

　席に着いた裁判長は、まず陪審員席を見回した。

「陪審員の皆みなさん、今日も一人も欠けることのない出席に、裁判長として心よりの感かん謝しやを申し上げます。さて、昨日から今朝までの間に、あなた方に直ちよく接せつ的てきないしは間かん接せつ的に接せつ触しよくを試み、今回の事件についてなんらかの影えい響きようを及およぼそうとした人物、あるいは事こと柄がらはありませんでしたか？」

　多少ばらつきはあったが、陪審員達は一様に頷うなずいた。

「よろしい。では東ヶ崎検事、証人を喚かん問もんして下さい」

「了りよう解かいしました裁判長閣かつ下か。検察側本日最初の証人として、山やま根ね静しず枝えさんを喚かん問もんいたします」

　俺の知らない名前である。

　証言台に立ったその証人は、年ねん齢れいは六十歳過すぎぐらい。本人が聞けば怒おこるだろうが、オバさん……いや、バアさんといった感じだった。背は低く、かなり腰こしも曲がっている。多数の視し線せんが集まる証言台に立ってもまったく動じる様子を見せないのは年の功こうというやつだろうか。

　名前はもちろん、その顔にも一いつ切さい見覚えはない。一体何者だろう。

　やがて証人が宣せん誓せいを終えると、東ヶ崎は尋じん問もんを開始した。

「山根さん、あなたの御ご職しよく業ぎようは何ですか？」

「へえ。普ふ段だんは主しゆ婦ふですが、パートでビルの清せい掃そう員いんもやっておりやす」

　……やけに前時代というか、妙なしゃべりかたをするバアさんである。

「あなたの勤きん務む場所というのは、事件のあった暁あかつきビルですね？」

「へえ、そうでやす。毎週日曜日に掃そう除じするのがあたしの仕事でやす」

「あなたは事件のあった三日前、暁ビルの二階にある株式会社ツリーストラクト周辺の清掃を行いましたね？」

「へえ、その通りでございやす」

　ようやくこの証人を喚問した理由が分かった。まずは津路の足取りを立りつ証しようしようというわけか。

「ではその日の午後一時半頃にあなたが見たことを証言して下さい」

「へえへえ。何のこたぁありやせん、その日あたしがいつものように一時半から掃除を始めっと、日曜日は人ひと気けのねえはずの二階の廊ろう下かで、あるお方を見かけたんでやす」

「そのすれ違ったという人物は、今この法廷にいますか？」

　山根は一度俺達の方に軽く視線を巡めぐらせ、頷うなずいた。

「ええ、おられますなあ」

「それは誰ですか？　指差してください」

「そこに座っておられる方でやす」

　山根が誰を指差したかは言うまでもないだろう。釣つられるようにして陪審員も津路を見る。その視線にはありありと疑ぎ惑わくの色が見え隠かくれするようになっていた。

「もう一度確かく認にんします。被ひ告こく人にんを見かけたのは、事件のあった十二月一日の午後一時半頃、暁ビルの二階、間ま違ちがいありませんね？」

「へえ。まんず間違いありゃあせん」

「その時の被告人の様よう子すはどうでしたか？」

「へえ。なんと申しましょか、やけに慌あわてておりましたねぇ。まるでどこかから逃にげてきたような……」

「証人、証言は客きやつ観かん的てきな事実のみに絞しぼって頂いただきたい。主しゆ観かん的な感想は慎つつしむように」

「はいはい、申し訳ありませんねぇ」山根は少し機嫌を損そこねた様子で言った。「何せこういうことには慣なれてないもんでねぇ」

「結けつ構こう。では改あらためて質問に答えて頂きましょう。証人はどんな様子だったか、客観的に詳くわしく証言して下さい」

「落ち着きなくあっちこっちキョロキョロと見回してて、あたしと目が合うと途と端たんに目を逸そらして走って行っちまいました。これでいいですかい？」

「ありがとう、充じゆう分ぶんです。弁護人、反対尋問したまえ」

　今回は反対尋問を開始する前に一つ確かめておく必要があった。俺は隣となりで身を縮ちぢめている依い頼らい人にんに小声で尋たずねた。

「おい津路、一つお前に訊ききたいことがある。いいか、そのままの姿し勢せいで俺の方を見ずに答えるんだ、できるな？」

「は、はい、分かりました」

「お前、しっかり逃げるところ見られてるじゃねーか。もうちょっとうまく逃げられなかったのか？　まあそれはいいとしてもだ、人と会ってたならなんでそのことを俺に教えなかった？」

「す、すいません。その、通路で少し目が合っただけでしたから、僕ぼくのことなんて覚えてないと思ったんです」

「そういう思い込みはよせっつっただろうが。ったく、予よ測そくできる証人だったからいいようなものの……」

　津路は「すいません、すいません」と小さく何度も頭を下げていた。

　まあこれ以上問い詰つめても意味はない。俺は津路との会話を切り上げ、反対尋問すべく立ち上がった。

　津路はこの証人のことをあまり気にかけてなかった。つまり、逆ぎやくに言えば清掃係のバアさんがいちいち通りがかった人物の顔を事こと細こまかに観かん察さつしていたとも思えないわけだ。この手の証言ならいくらでも疑ぎ問もんの余よ地ちがある。景けい気き付けに一発かましてやるとしよう。

「山根さん。あなたは事件のあった三日前に、ビルの通路を清掃中に被告人を見たということでしたね？」

「ええ、そうでやす」

「まずお訊ねしたいのですが、あなたが見たのはその人物一人だけですか？　それ以外にも誰か見かけた人はいませんでしたか？」

「さあて、あたしは見ておりませんがな。掃そう除じを始めたのは一時半ぐらいからでしたし、さっさと終わらせて三階へ行ったんでなんとも言えませんわ。後から警察の方がようけ来なさったんは覚えてやすけど」

　ちっ、誰か通りがかってれば手がかりの一つになったかもしれんものを。

「では次に。掃除というのはどんなことをするんですか？」

「モップ掛がけですわ。人の少ない休日に、通つう路ろを一通りモップで掃除するのがあたしの仕事でやす」

「なるほど、モップ掛けね……」

　俺はこのバアさんがモップ掛けしている情じよう景けいを思い浮かべた。

「山根さん。普通モップ掛けをするとなれば、視し線せんは下向き、つまりモップの先を見下ろすようになりますよね？」

「へえ。そりゃ、上を見ながらモップ掛けする人は見たことありやせんが」

　傍ぼう聴ちよう席せきで苦く笑しようが起こった。

「なるほど、あなたは床ゆかを見ながら掃除していたわけですね。ではお訊ねしますが、その状じよう況きようでどうやって被告人がいることに気付いたんですか？」

「そりゃ、別になんてことありやせん。さっきも言いやしたが、あのビルは日曜日になると二階より上はあんまし人がおりやせんで。

　その時も通路にいたのはあたし一人でしたがな。そこに人が歩いてくる音がすりゃ、そりゃ誰だって気付きますがな」

「つまりこういうことですね？　あなたは廊下で一人っきりで掃除をしていた、そこに誰かが歩いてくる音がしたのでふと見ると、被告人がいた、と？」

「ええ、そうでやす」

　俺はニヤリと笑った。

「ということはですよ、山根さん。あなたは廊下で見かけたその人物が、一体どこから出てきたのかは見てないわけですよね？」

「……そら、そんなこと知るわけありまへん」

「そりゃそうですよね、ずっと下を見て掃除をしてたんですから。つまり、あなたが廊下で見た人物というのは、何も事件があったツリーストラクトという会社のオフィスから出てきたとは限らない。同じ階にあった他の部屋から出てきたのかもしれないし、三階より上の会社に勤つとめている人がたまたま降りてきたのかもしれないし、あるいは一階にいた人が迷まよい込んできただけだったとも考えられるわけです。そうですね？」

「……あ、あたしゃ見たんですよ、その人を！」山根は津路を指差して声を荒あららげた。「ええそうですとも、それだけは間違いありやせん！　歳としは食っても目だけはいいんです！」

「それでは私の質問の答えになっていないんですが……まあいいでしょう。では次に、あなたがその誰かを見かけた時ですが、その時のお二人の詳しい位い置ち関係について証言して頂けませんか？」

「ど、どういうことでやすか？」

「あなたが掃除をしている時、被告人はあなたの方に向かって歩いてきたんですよね？　それとも、あなたがいる方とは逆の方向へ歩き去っていったんでしょうか？」

「い、いえ、あたしの方へ歩いてきたんでやす。それであたしが気付いて顔を上げっと、慌てたように曲がり角に入ってったんでやす」

「ほほう。では思い出してもらいましょう、その人物が曲がり角に消えた時、あなたからの距きよ離りは具ぐ体たい的てきに何メートルぐらいありましたか？」

「そ、そんなもの覚えとるわけありゃせん……」

「覚えていない!?」俺は大げさに肩をすくめ、ことさらに強きよう調ちようして言った。「どの程てい度どの距離があったかも覚えてないんですか？　にも拘かかわらず、それが被告人だとは分かったわけですか？」

「……そ、そないなこと言われても」

「大体でも結構です、どれぐらいの距離だったかを思い出して下さい。その距離は五メートルぐらいありましたか？」

「い、いやー、五メートルってことは……」

「では十メートルぐらい？」

「さ、さあ……。正せい確かくなとこは分かりかねやす……」

「あなたの証言を整せい理りするとこういうことですね？

　あなたは普段は人の少ない日曜日に通路を掃除していた。するとそこに誰かが歩いてくる音が聞こえたので、ふと顔を上げると被告人らしき人物が向かってくるのが見えた。だが、その人物はすぐに曲がり角に消えてしまったと？」

「ま、まあそうでやす」

「とすると、あなたがその人物を見ていられたのは何秒ぐらいだったんでしょうね？」

「そ、そんなこと覚えとるわけありゃせん……」

「まあそうでしょうねえ。しかし、あなたは掃除という仕事があったわけですし、いつまでも余よ所そ見みをしている暇ひまなどなかったのではありませんか？」

「そ、それも確かにそうでやすけど」

「十秒や二十秒もその人物を見ていたわけではない。そうですね？」

「は、はあ。まあそうかも……」

「つまり、あなたは十メートルも離れた人物の顔を、チラリと見ただけだということですね？　その程度の観かん察さつで、人の顔を正せい確かくに覚えることなど可か能のうだと思いますか？」

「…………」

　山根は、追おい詰つめられた証人が必ずやるように、東ヶ崎検事の方を見た。だが東ヶ崎は腕うで組ぐみをしたままみじろぎもしない。さすがのヤツも今度ばかりは文もん句くも言えないか。

「で、ですけどな、そいつはキョロキョロしていやに落ち着きがありやせんでしたし、あたしと目が会った途と端たん、そそくさと逃げていったんでやすよ！」

「ではこうは考えられませんか？　たとえば一階の飲食店に食事に来た人が、誤あやまって二階に上がってしまったとすれば？　しかもその場合、見知らぬ場所に入り込んでしまった人が、落ち着きなくキョロキョロと周しゆう囲いを見回すのはごく当とう然ぜんの行こう為いだとは考えられませんか？　そしてその状じよう況きようであなたのような清掃係の人と会ったとすれば、居い心ごこ地ちが悪くなってそそくさと逃げだしたとしてもなんらおかしなことはないのではありませんか？」

「…………」

　さすがに反はん論ろんはできないらしく、山根は証言台であんぐりと口を開けて黙だまり込んだ。

「以上で質問を終わります」

「よろしい、東ヶ崎検事、再直接尋問はありますか？」

「では一つだけ」

　東ヶ崎は悠ゆう然ぜんと立ち上がった。その態たい度どには、微み塵じんも動どう揺ようしている様子がなかったため、俺は少々不安を感じた。

　先ほどの反対尋問では、俺はあの手この手を使って証人にケチをつけまくった。これがもし堀ほり内うち検事辺りが相手なら、気が狂くるったかのように異い議ぎを申し立ててきただろう。だが、東ヶ崎はじっと座すわっているだけだった。俺の反対尋問にケチをつける余地がなかったからだ──そう思いたいのは山々だったが、ことこの男に関しては楽らつ観かん的てきな見通しが立たない。

　あるいは、俺の反対尋問などすべて予想済みだったのかもしれない。

　東ヶ崎が再直接尋問を開始した。

「山根さん、確たしかにあなたはその被告人らしき人物をチラリと見ただけかもしれない。だとすれば、その顔を確実に識しき別べつできるかと問われれば、確かに無む理りかもしれないでしょう。ですが、たとえばその人物の服の色ぐらいなら覚えているのではないですか？」

　山根は納得したかのように何度も頷うなずき、

「あー確かにそうですわ、服ふく装そうぐらいなら確かく実じつに覚えておりやす。その人は灰色の……なんつうんでしたかね、最近よく売ってる、首まであるトレーナーみたいな……」

「フリースではありませんか？」

「ああそう、フリースですわ。その上にフードが付いた青いコートを着てやした。それからくすんだ青色のズボンの……そうそう、ジーンズですわ。会社ばっかりのところに私服を着てたんで、そればっかりはよく覚えておりやす」

「結構、以上です」

「弁護人、再反対尋問はありますか？」

　裁判長が言った。

　今の証言を素す通どおりさせるのはあまりよくない。俺は頭をフル回転させて何と答えるべきかを考えた。

　出た結けつ論ろんはこうだった。

「いいえ、特にありません」

「分かりました、証人は下がってよろしい」

　これはいささか厄やつ介かいな事態だ。三日前、津路が俺の事務所を訪おとずれた時のことを思い出す。確かに津路の服装は、灰色のフリースにフードの付いた青いコートという格かつ好こうだった。そのことを後で因幡いなば刑事か原田辺りにでも証言されちまえば、これまでの俺の抵てい抗こうはほとんど無む意い味みなものとなってしまう。

　そういえば東ヶ崎のヤツは、最初の直接尋問時には服装について一いつ切さい質しつ問もんしていなかった。やはり俺の反対尋問を予よ測そくしてのことだったというのだろうか。

　そうだとすると、気に食わない。いくら俺が温おん厚こうさがウリの人じん道どう主しゆ義ぎ弁べん護ご士しだと言っても、ここまであからさまにバカにされては黙っていられない。




「次の証人は、同じく被告人を見かけた後ご藤とう文ふみ博ひろ氏を」

　またそういうことを言うか。まったく、検察官ってのはパターン化してやがる。

「異議あり！」

　思いきり机つくえに拳こぶしを振ふり下ろす。ドカっと大きな音が法廷内を震ふるわせ、傍聴人達を驚おどろかせた。

「次の証人が誰だか知りませんが、現げん時じ点てんで被告人を見かけたと断だん言げんすることはできないはずです！」

　東ヶ崎は俺を一ひと睨にらみすると、裁判長に向き直った。

「裁判長閣かつ下か。我われ々われには証人が被告人を見かけたという事実を立りつ証しようする準じゆん備びがあります。現時点でその事実が立証されていないのは確たしかですが、細かい文法上の解かい釈しやくについていちいち議ぎ論ろんするのは時間の無む駄だでしかありません。このような異議はすべて却きやつ下かすべきであると考えます」

　まだ言うか。段だん々だん腹が立ってくる。今度という今度は一発かましてやらないと気がすまない。

　俺は負けずに言い返した。

「裁判長！　東ヶ崎検事は自ら未いまだ立証されていないと認めました。東ヶ崎検事がいかなる屁へ理り屈くつをこねようが、ルールはルールとして遵じゆん守しゆされるべきです！　先ほどの東ヶ崎検事の発言は削さく除じよした上で、当方の異議を認めるべきです！」

　東ヶ崎は俺を睨みつけ、

「では弁護側の要よう望ぼうに従したがって、〝被告人らしき人物を見かけた〟とでも言えば満足するのかね？」

　俺は再度机を殴なぐりつけた。

「異議あり！　検察側は不ふ要ような発言を繰くり返すことで、陪審員に先せん入にゆう観かんを植え付けようとしています！」

「裁判長閣下！」東ヶ崎は珍めずらしく感情を込めて叫さけんだ。「弁護側こそむやみやたらに異議を申し立て、我々検察側のイメージを陥おとしいれようと画かく策さくし、審理をムダに引き延のばそうとしております！　このような審理の進行を阻そ害がいする行こう為いは、明らかに当法廷を侮辱するものです！」

「裁判長！　裁判においては弁護側のあらゆる権利が保ほ証しようされるはずです！　検察側の悪あく質しつな発言に対する異議申し立ては弁護側に認められた正当な権利であり、また正当な権利を多数行こう使ししたという理由で法廷侮辱罪を主しゆ張ちようするなど、出来の悪い言い掛がかり以外の何なに物ものでもありません！」

「またしても弁護側は、自らの発言に意い図と的てきに罵ば詈り雑ぞう言ごんの類たぐいを組み入れることで、検察側のイメージを辱はずかしめようとしております！　一向に自らを省かえりみることをしない弁護側に対しては、裁判長閣下による介かい入にゆう以外改かい善ぜんの余よ地ちなしと判はん断だんせざるを得えない！」

「検察側の発言は、明らかに論ろん理りのすり替かえだ！　我々弁護側は、あくまで認められた権利を行使しようとしているに過ぎない！　にも拘かかわらず検察側は──」

　と、その時だった。

　ガンガンガンと、普ふ段だん傍聴人を黙らせるよりはるかに強い力で木き槌づちが叩たたかれた。

「その辺にしておいて頂けますかな」

　口く調ちようは丁てい寧ねい。だが、その顔には明らかに怒ど気きがこもっており、俺はおろか東ヶ崎までもが一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「議ぎ論ろんが白熱してきたのは結けつ構こうなことだとは思いますが、法廷とは冷静に真実を見み極きわめるべき場所であり、声こわ高だかに相手を言い負かす場所ではありません」

　そうだったのか。初めて知ったぜ。

「本官は被告人の権利を否ひ定ていするつもりはまったくありません。ですが、ここはあくまで予よ備び審問の場であり、文法的な解かい釈しやく、食い違いについてに延えん々えんと議論することは本官も好このみません」

　俺に言ってるわけか。

「しかしまた一方で、検察側が不ふ用よう意いにそういった議論を巻き起こしかねない発言をすることも好みません。

　東ヶ崎検事、本官はあなたを優ゆう秀しゆうな検察官だと思っています。あなたにならどの発言が不要なのか判断することは充じゆう分ぶん可能でしょう。これからはもう少し善ぜん処しよして頂きたいものですな」

「……了りよう解かいいたしました」

　珍しく東ヶ崎が憮ぶ然ぜんとした顔になっている。まあ今回は痛み分けといったところだろう。

「よろしい。では審理を再開しましょうか。東ヶ崎検事、もう一度次の証人を喚問して頂けますかな」

「次の証人は、後藤文博氏を」

　まったく、東ヶ崎のせいで余よ計けいな時間を食ったものである。これで「審理をスムーズに」などとうそぶくのだから本当にいい度ど胸きようである。

　紆う余よ曲きよく折せつの末、法廷に入ってきた新しい証人。その男を見て、程度の差こそあれ誰もが一様に顔をしかめた。

　年ねん齢れいは五十代ぐらいだろう。背は低め、瘦やせ型。

　何より目を引くのは薄うす汚よごれたその格好だった。顔も随ずい分ぶんと黒ずんでおり、着ている衣服も清せい潔けつとは言い難がたい。そして、かすかに鼻をつく異い臭しゆう……。

「証人は名前と職業を」

「後藤文博、職業は……ええと、日ひ雇やとい労ろう働どう者しや、ですかな」

　宣誓を終えると、東ヶ崎はさっそく尋問にかかった。

「後藤さん、あなたは事件のあった十二月一日の午後一時半頃、暁ビルの裏うら路ろ地じにいましたね？」

「ええ、おりました」

　その瞬間、猛もう烈れつにイヤな予感が俺の脳のう裏りをよぎった。

　ビルの裏手……。津路のヤツ、そこで何をしたと言っていたっけ……？

「まずお尋ねしますが、あなたはなぜそんな場所にいたんですか？」

　後藤はどこか照てれくさそうに頭をかいた。

「わたしゃあ職業は日雇い労働者ってことになってますけどね、住所は不ふ定ていなんですよ。……ま、分かりやすく言いますとホームレスってわけですが。別に金がねえわけじゃねえですよ、ただ部屋を借りるのがめんどいだけで」

「それでビルの裏にいたというわけですね？」

「ええ。これまた間違いのないよう言っときますけど、決してゴミを漁あさってたりしたわけじゃねえんですよ。あの辺は周辺のビルから暖あたたかい空気が流れてくるもんで……」

「証人。答えるのは質問されたことに限かぎって頂けますかな」

「へ、へい、分かりましたよ」

　東ヶ崎の言葉遣づかいは丁寧だが有う無むを言わさぬ口調に、後藤は気け圧おされたように言った。

「よろしい。ではその日の午後一時半過ぎ、あなたはビルの裏でとある人物を見かけましたね？」

「ええ、見かけましたとも。ま、向こうはこっちに気付いた様子はありませんでしたがね」

「では、その人物があなたの見てる前で行ったことについて証言を」

「そいつはなんか張はり詰つめた顔をしてたんですよ。で、どうも怪あやしいな、と思ってたら、突然布切れをゴミの集しゆう積せき所じよに捨てたんです」

「その布切れというのは、どんなものでしたか？」

「長いひらひらとした布でしたよ」

「裁判長、検察側証拠物ぶつ件けんＡのマフラーをこの証人に渡して頂けませんか？」

「分かりました」

　廷吏がビニール袋に入れられたマフラーを証言台に運ぶ。

「その布とは、そのマフラーではありませんでしたか？」

「ええ、確かに。遠目ではっきりとは分かりませんでしたが、色といい長さといい、こいつにそっくりですなぁ」

「結構。では次に、あなたの前でそのマフラーを捨てた人物は、この法廷にいますか？」

　後藤は軽く法廷を見回すと、外見からは想像できない綺き麗れいな歯を見せ付けてニンマリと笑った。

「ええ、いますとも」

「ではその人物を指差してください」

「あの人です」

　後藤が指差した先──もはやその方向を見る気にはならなかった。

「では最後に。その人物の服装はどのようなものでしたか？」

「異議あり裁判長！」俺は即そく座ざに机をぶん殴った。「その質問はフェアではありません。服装については先ほどの証人がすでに述のべており、この証人もその証言を聞いております！」

　東ヶ崎は肩をすくめてのたまった。

「先ほどの証人とこの証人が同じことを言わなければならない道どう理りなどありません。私はあくまでこの証人が見たものについて質問をしているだけなのです。

　付け加えるならば、そもそも弁護人は、一いち連れんの証人が目もく撃げきした人物が必ずしも被告人であるとは限かぎらないと主しゆ張ちようしておられた様子。となれば、誰であるか判明していない人物の服装について尋問したところでなんら不ふ都つ合ごうはないのではありませんか？」

「ということはつまり──」俺は怒いかりを抑おさえて言った。「検察側はその人物が被告人ではなかったとお認みとめになられるわけですな？」

「これは論ろん理りの飛ひ躍やくもはなはだしい。予備審問において我々がなすべきはただ証拠の提てい示じのみであり、私もあなたも何かを主しゆ張ちようする口は一いつ切さい持たぬはずではありませんでしたかな？」

「東ヶ崎検事の口は本当に滑なめらかでいらっしゃいますな。もっとも、私はあなたがどれだけウダウダとそれらしい理り屈くつを述べようとも、陪審員の方々はちゃんと真実を理解してくれているだろうと確かく信しんしていますがね」

「奇き遇ぐうですな山鹿弁護人。私もそう信じて疑うたがっておりませんよ」

　鋭するどい視線が法廷中央で交こう差さした。バチバチという音が聞こえてきそうだった。

　俺達に気け圧おされたのか、傍聴人や陪審員達も我われを忘れて事じ態たいを傍観している。

　唯ゆい一いつの例外が裁判長だった。

「ここは検察側が形式を遵守している以上、弁護側の異議は却きやつ下かすべきでしょうな。証人は質問に答えるように」

　東ヶ崎は我が意を得たりとばかりニヤリと笑い、証言を促うながすかのように後藤に視線を向けた。

「お答え下さい、あなたが見た人物はどのような格好をしていましたか？」

「へ、へえ。青いコートにジーンズを着てました」

「弁護人、反対尋問したまえ」

「……特になし」

　この裁判は苦しくなる──俺の脳裏を最近経験したことのない極きわめて消しよう極きよく的てきな思いがよぎる。

　だが、最後に笑うのは俺なのだ。今に見てろよ、東ヶ崎め。




「では東ヶ崎検事、次の証人を」

　裁判長がそう言うと、東ヶ崎は俺に視線を向けて唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

　その表情がこう言っている。次に呼ばれる証人を見て腰こしを抜かすがいい、と。

「次の証人は、原田明あき義よし氏を」

「…………」

　隣に座っている津路の表情が一いつ層そう深しん刻こくさを増ます。

　原田が前もって連絡をくれていて本当に助かった。もし原田が出てくることを知らぬままこの展開を迎えていれば、俺だってどんな反応をしたか分かったものではない。案あんの定じよう、俺があまり驚いていないことを不ふ審しんに思ったか、東ヶ崎がどこか解げせない様子で俺を見ている。

　まあそもそも、原田が余計な気を利きかせてビルに入るなんてことをしなければ、こんなややこしい状じよう況きように陥おちいらずに済すんだのだが。

「ではまず、あなたと被告人の関係について証言して下さい」

「……答えたくありません」

　原田はきっと唇を結び、東ヶ崎を睨みつけた。

「証人に警けい告こくします」裁判長が言った。「あなたは証人として喚問され、そこに立っているのです。そうである以上、あなたは正当な理由なく証言を拒きよ否ひすることはできません」

　原田は一度申し訳なさそうに俺達の方を見た後、渋しぶ々しぶ口を開いた。

「高校時代、同じ部活に所しよ属ぞくしていました。彼は私の一つ下の後こう輩はいでした」

「あなたは被告人とそれなりに親しい間あいだ柄がらですね？」

「ええ、そう言ってもいいとは思います」

「被告人のことはよく知っていますね？」

「ええ」

「ところで、事件のあった十二月一日の午後一時半頃、あなたは一一〇番通報をしてますね？」

「…………」

　原田は再び口ごもった。

　その様子を見て、裁判長が肩をすくめる。

「証人に再度警告します。あなたは理由なく証言を拒こばむことはできません。もしそのような態度を続けるのであれば、当法廷はあなたに法廷侮辱罪の適用を考えねばなりません」

「それは脅きよう迫はくですか？」

　ケンカを売るような原田の言葉に、裁判長はため息を吐ついて答えた。

「本官があなたを脅迫して何の利り益えきがあるとお思いですか？　本官はあくまで規き則そくに従って審理をスムーズに進行させたいだけです。これが最後の警告にしましょう。あなたは正当な理由なく証言を拒むことはできません。それでも拒むのであれば、当法廷はあなたに法廷侮辱罪の適用を──」

「分かりました、認めます！」原田は吐はき捨てるように言った。「確かにその日私は一一〇番通報をしました！」

「……結構です。東ヶ崎検事、続けて下さい」

「了りよう解かいしました。では次に……その通報時、あなたはこう言いましたね？　ツリーストラクトという会社の社長室で、人が死んでるのを見たと」

「……ええ」

　傍聴席がわずかにどよめいた。東ヶ崎はそのどよめきが収まるのをじっくりと待ってから、

「その後、あなたは被害者を見つけた時の状況を聞くため、警察署で事情聴取を受けましたね？」

「ええ、そうです」

　東ヶ崎は数枚の紙かみ束たばを取り上げると、証言台まで歩いていって原田に手て渡わたした。

「これは何かご存ぞん知じですか？」

「……供述調書でしょう」

「その通り。さて、供述調書というものには、供述者のサインと、記入した日付が書かれているはずです。その紙に書かれている供述者の名前と日付を読み上げて頂けませんか？」

　原田は苛いら立だたしげに供述書を突つき返した。

「そんなもの、御ご自分で勝かつ手てに読めばいいでしょう」

「証人」裁判長がたしなめるように言った。「当法廷には、あなたにその供述書を読み上げるよう強きよう制せいするような権けん限げんはありません。ですが、検察側があなたにその供述書の内容を読ませようとするのは、あくまで公こう平へい性せいを保たもとうとしているためなんですよ。あなたがこの事件、あるいは被告人にどのような感情を抱いだいているかには関かん知ちしませんが、できることならあなたが読み上げるべきです」

　裁判長らしい理り路ろ整せい然ぜんとした説得である。俺としても原田に援えん護ご射しや撃げきの一つでもしてやりたいところだったが、東ヶ崎も裁判長も何ら違い法ほうなことをしてるわけでもなく、現時点では口の挟はさみようがなかった。

　原田はため息を一つ吐いてから供述書を取り上げた。

「私の名前が書かれています。日付は十二月一日になってます」

「原田さん、その書類に目を通して頂けますか？　その調書があなたの供述に基もとづいて作成されたものであることを確かく認にんして下さい」

「…………」

　原田は不満そうにその供述書に一枚一枚目を通し、やがて言った。

「ええ、そのようですね」

「結構。では、その供述調書にはこう書かれていますね？

　十二月一日午後一時半過ぎ、私用で事件のあった暁ビルの近くまで出かけたあなたは、たまたま同ビルから出てきた知人の津路武たけし──すなわち被告人を見かけた。その時、被告人は目に見えて落ち着きが無なく、何かに怯おびえているかのように見えた。同ビルには被告人がつい先日揉もめ事を起こしたばかりのツリーストラクトという株式会社があるのを知っていたあなたは、何かあったのではないかと心配し、ビルの中へ入った。

　そして、その社長室で死体を発見、警察へ通報した──間違いありませんね？」

「た、確かにそうですけど、それはあんた達が脅迫して書かせたことじゃないか！　その時の状じよう況きようをはっきりさせないと、俺に容疑がかかるかもしれないって！」

　原田が激げつ昂こうする。数人の傍聴人が思わず身をすくませるほどの剣けん幕まくだったが、あいにくと東ヶ崎はその程度のことで動どう揺ようするタマではない。

「もう一度警告しておきましょう。あなたには質問されたことに答えることしか許されておりません。それ以外の無む用ような発言は一いつ切さい記録されることもありませんし、度が過ぎれば法廷侮辱罪適用の原因にもなります。気をつけるように」

　裁判長が言った。

「では質問を続けさせて頂きます。それから、あなたはこの供述調書において、その時の被告人は灰色のフリースにフードが付いた青いコート、それにジーンズという格好だったと供述していますよね？」

「……ええ、そうです」

「よろしい。では最後に、あなたは事情聴取を終え、警察官が作成したこの書類の内容を確認した上で、書かれた内容に間違いはないという意味でサインしましたね？」

「ええ、しましたよ！」

「質問は以上。弁護人、反対尋じん問もんを」

　反対尋問。さて、どうするか。

　俺はゆっくりと立ち上がることでわずかな時間を稼かせぎながら、必死に頭を働かせた。

　被告人のことを見み間ま違ちがうことなどまずありえない、極きわめて親しい人物による目もく撃げき証言。決定的だ。こればっかりはいくら俺がまるめこもうったってそうはいかない。

「反対尋問は特にありません」

　裁判長に「証人は下がってよろしい」と声をかけられると、原田は心しん底そこ申し訳なさそうな顔で証言台を後にした。




　裁判長はふと腕うで時計を見た。

「さて……もう十二時もとうに過ぎました。東ヶ崎検事、よろしければ本日の審理はここで中ちゆう断だんしたいと思いますが」

　証人を三人ぽっち呼んだだけだというのにもうそんな時間か。

　まったく、東ヶ崎の野郎が余よ計けいな抗こう弁べんをするからそうなるのだ。俺は自分のことを棚たなに上げてそう思った。

「裁判長閣下」東ヶ崎は妙に畏かしこまって言った。「検察側が予定している証人は今のところあと一名だけです。この一名の尋問を明日に回し、いたずらに審理を長引かせるよりは、今日中に審理を終えてしまう方が陪審員の皆みなさんの負ふ担たんも少なく迅じん速そくに裁判を終えることができると存ぞんじますが」

　原田の証言のインパクトを利用してこのまま一気に押おし切る腹づもりなのだろう。意い図とは読めるのだが、残ざん念ねんながら異議をさしはさむ余地もない。

　東ヶ崎の物もの言いいに裁判長はあまりいい顔はしなかったが、却下するだけの理由も見み出いだせなかったのだろう、やがて小さく頷いた。

「……まあいいでしょう。では続けて下さい」

「ありがとうございます。それでは検察側最後の証人として、被害者の経営していた会社の副社長でもある藤ふじ岡おか陽よう一いち氏を証人として喚問いたします」




　証言台に立った男にはわずかに見覚えがあった。俺が会社に押おしかけた──もとい、乗り込んだときに応対した男だ。

「あなたのご職業と、被害者との関係について証言して下さい」

「はい。私は株式会社ツリーストラクトの副社長をやっておりました。故こ人じんとは大学時代、共に経けい営えい学がくを学んでいた間あいだ柄がらでした。

　その関係もあって、彼がツリーストラクトという会社を興おこす時、私に副社長として手伝ってくれないかと声をかけてくれたのです」

「被告人はあなたの会社に勤きん務むしていましたね？」

「ええ」

「つまり、被告人は解かい雇こされたわけですね？」

「はい。津路君は十一月の二十九日付けで解雇されました」

「それはなぜですか？」

「弁護士を名乗る人が津路君との関かかわりを一いつ切さい絶たつようにとウチの会社に乗り込んで来たんです。ほら、そこに座ってる人ですよ」

　藤岡が指差した先──俺だった。途と端たんにまるで珍ちん獣じゆうでも見るかのような視線が俺に突つき刺ささる。

「ほう、山鹿弁護人が。ではなぜ彼は被告人とあなた方の会社との関わりを絶とうとしたのでしょう？」

　俺は机をぶん殴って立ち上がった。

「異議あり！　それは本件とは無関係です！」

「では質問を変えましょう。藤岡さん、あなたの会社で行われていた業ぎよう務むについて詳しく証言して下さい」

　俺は再び机をぶん殴って立ち上がった。

「異議あり！　被害者が勤務していた会社の業務と本件とは何ら関係がないはずです！」

「裁判長閣下。この会社の実じつ態たいを知って頂くことが、被告人の動どう機きを立証することとなるのです」

「なるほど。さしあたって異議は却下すべきでしょうな」

　俺は無む性しようにいつもなら東ヶ崎の席に座っているはずの堀ほり内うち検事が恋こいしくなった。

　ああ堀内検事、なぜ俺の相手はあんたじゃないんだ。もしあんたが相手だったら、これほど異議の応おう酬しゆうで苦労することもなかっただろうに。

「ではお答えください」

「分かりました。我わが社では若い人達の起き業ぎよう支し援えん──つまり新しい会社の設せつ立りつを支援することが主おもな業務となっております。

　ただ……それはあくまで表向きの話でして、実じつ際さいのところは高い教材を売りつけたり、我が社の素す晴ばらしさを喧けん伝でんするためのセミナーに参加させては高い受じゆ講こう料りようを取ったりと、あまりまっとうとは言い難がたい商売をしておりました」

　法廷がわずかにどよめく。

「高い教材や受講料とおっしゃられましたが、具ぐ体たい的てきにどれぐらいの料金を取っていたのでしょうか？」

「はい。まず、あまり世間慣なれしていないであろう若い方々を勧かん誘ゆうし、我が社の会員になってもらいます。会費は月々一万円で、会員の方々は毎月行われる我が社のセミナーに二万円を払はらって出席できる他、様々な教材を優ゆう先せん的てきに買うことができるという建たて前まえになっておりました。

　この教材というのは会社を興おこすのに必要な社会の仕し組くみや税ぜい制せい度どなど、そういった知識を得られるという名目のテキストとビデオなどのセットですが……料金は五十万ということになっていました」

　先ほどよりさらに強いどよめきが法廷を支し配はいする。

「つまりこういうことですね？　ツリーストラクトという会社では、若い人達を会員として勧誘し、会費や教材費の名めい目もくで多た額がくの金を取っていたと？」

「はい、まさにその通りです。その他にも、会員が新たに別の会員を一人勧誘すれば、特別ボーナスが出るなどの活かつ動どうも行っておりました」

「それはいわゆる〝ねずみ講こう〟に類るいする行こう為いではありませんか？」

「ええ、そうです。我が社も設せつ立りつ初しよ期きにはまともな起業支援を行っていたのですが、おりからの不ふ景けい気きでどうしても資金繰ぐりがつかなくなり……。社員数十名を救すくうために我々経営陣じんが取った苦く肉にくの策さくでした」

　いかにも反はん省せいしている風を装よそおっているが、そんな猿さる芝しば居い、俺には通用しない。

　恐おそらく、こいつはすでに検察側と取とり引ひきが成立しているのだろう。

　社長がこんな形で死亡したとなれば、ツリーストラクトの業務にも目がつけられるに違いない。会社の実じつ態たいを話せば刑事責せき任にんについては大目に見てやらんでもない──大おお方かた東ヶ崎にでもそんなことを言われたのだろう。なにせ最高責任者たる社長がいなくなったとすれば、次にとばっちりを食くらうのは間違いなくこの副社長なのだから。

「では、被告人があなた方の会社に雇やとわれた経けい緯いについて証言して下さい」

「はい。我々は基き本ほん的てきに、雑ざつ誌しやインターネットなどでの広告、それから街まち中なかでの勧誘等の手しゆ段だんで新たな会員を獲かく得とくしていました。彼は街中で勧誘され、我が社のセミナーを受けたのです。

　彼は我が社の理り念ねんを大変気に入ってくれたようでして、高い教材もすすんで買ってくれましたし、何人もの友人を紹しよう介かいしてくれようとさえしたのです。

　その結果、社長が彼を気に入り、社員として雇うことになったのです。彼のような経緯で社員を雇うというのはかなり珍めずらしいことでして、彼がウチへ来ることになった時、事じ情じようを知る人達はみんなこう言ってましたよ。使い易やすいバカが入ってきてくれたと」

　法廷内にざわめきがあふれ出し、裁判長が「静せい粛しゆくに」と注意しなければならないほどだった。

　さて、見知ったる会社の副社長から飛び出した証言だ。この衝しよう撃げきの事じ実じつを聞かされ、俺は思わず隣となりで津路がどんな顔をしているのか見てみたい誘ゆう惑わくに駆かられた。しかし、陪審員に見られているこの場では「そんな証言は予想済みだ、おとといきやがれ」という顔をしていなければならない。俺は黙だまって審理を傍ぼう観かんしているフリを装った。

「そしてある日、山鹿弁護士が会社へやってきたのですね？」

「ええ、彼は津路君の友人に雇われたということでした。ウチの会社が悪あく質しつな勧誘やねずみ講まがいの違い法ほう行為をやっていることも知っている、もしこのことで訴うつたえられたくなければ今すぐに津路君との縁えんを切れと。そして社長はそれを承しよう諾だくしたのです」

「なるほど。その結果、突とつ然ぜん被告人はクビを通つう告こくされたわけですね？」

「はい、そうです」

「だとすると、被告人はさぞかし会社を恨うらんでいるんでしょうな？」

「異議あり！」

　俺は机をぶん殴った。

「それは証言を誘ゆう導どうし、かつ憶おく測そくを求める質問です！」

「異議を認めます」

　しかし、東ヶ崎はまったく意に介かいした様子がなかった。

「では次の質問。あなたは被告人と毎日のように会社で顔を合わせていましたね？」

「はい。社員は三十人もいませんでしたし、それほど広い会社でもありませんでしたので」

　東ヶ崎は例のマフラーを取り上げた。

「そのマフラーに見覚えはありませんか？」

「ええ、あります。半月ほど前から津路君が使い始めていたものですね」

　滞とどこおりなく必要な尋問を終え、東ヶ崎は満足げに頷いた。「質問は以上」

「弁護人、反対尋問はありますか？」

　当とう然ぜんだ。被害者と親しい人物が証人として出てきた以上、俺のやることと言えば一つしかない。

「では二、三だけ。まず藤岡さん、あなたは被害者に対し、なんらかの恨みを抱いだいていたことはありませんでしたか？」

　藤岡の顔色が紅こう潮ちようした。それが図ず星ぼしによるものか、怒いかりによるものかは分からない。

「な、なんでそうなるんですか！　私を副社長にまでしてくれた社長なんですよ、恩おん義ぎこそ感じますが恨みなんか抱いておりません！」

「しかし、あなた方の会社はねずみ講……すなわち法に違反するような活動をしていたわけですよね？」

「ま、まあ、確かにそうですが」

「ということは、あなたは犯罪の片かた棒ぼうを担かつがされたわけです。その点で被害者に対し、恨みを持ってもおかしくないのではありませんか？」

「た、確かに私はそのような路ろ線せんで業務を行っていくことには反対でした。しかし先ほども言いましたが、会社を守り、社員数十名を守るためにもそうせざるを得えなかったんです！　それは私にも分かっていました、だから社長を支えて今までやってきたんです！」

「しかしその結果、役にも立たない教材を売りつけ、前ぜん途とある若者から貴き重ちようなお金を巻き上げてきたわけですよね？」

「ええ、その営えい業ぎよう方法や価か格かくに問題があったことは否いなめません。しかし、私は我が社の教材やセミナーがまったく役に立たない物だとは思っていませんし、商品を買うことやセミナーに出席することを強きよう要ようした覚えはありません。それはあくまで自由意い志しの結果なのです」

「ということはつまり、自由意志の結果であるとするならば、価格に問題のある高い教材をどれだけ売りつけようが、あなたの良心はまったく痛まないということですか？」

「異議あり！」

　東ヶ崎が立ち上がった。

「弁護人の質問は明らかに証人を陥おとしいれようとするものです」

「異議を認めます」

「では質問を変えましょう。私があなた方の会社を訪おとずれた時のことを思い出して下さい。私はあの日、街角で勧誘を受けてあなたの会社に招まねかれました。そしてそこで私が帰りたいという意い思しを表ひよう明めいしたにも拘かかわらずそれを押し留とどめ、勧誘を続けましたよね？」

「は、はい、確かに」

「これが法に触れる行為であることはご存ぞん知じですか？」

「え、ええ」

「そういった法に触れる強ごう引いんな営業をしていたにも拘わらず、若い人達があなた方の売りつける高い教材を買っていくのは自由意志の結果であると主しゆ張ちようなさるおつもりですか？」

「え、営業方法に多少の問題があったことを否定するつもりはありません。そ、そしてその点については責任を回かい避ひするつもりもありません」

　人間の口というのは本当に便べん利りなものだ。本心を微み塵じんも表に出すことなく、口ではどうとでも言える。

「あなたは会社の副社長という立場にあったんですよね？」

「ええ、そうです」

「ところで、会社のトップである社長が亡なくなった今、次にその座につくのは一体誰なのでしょうか？」

「ははあ、副社長の私が比ひ良ら野の社長の後あと釜がまに座ることになると思ってらっしゃるわけですか？　残念ですがそれはないでしょう。あの会社は株式会社という体てい裁さいこそ取っていますが、その株式のほとんどは社長が所しよ有ゆうしているのです。社長が亡くなった今、その株式はすべて遺い族ぞくに相そう続ぞくされることになりますし、次の社長を任にん命めいするのはその遺族の方々となるわけですから」

「しかし、その遺族の方々が会社のことをよく知っているであろうあなたを社長に任命する可か能のう性せいは充分にあるわけですよね？」

「わ、私は社長の遺族の方とは面めん識しきがありませんし、逆ぎやくに言えば私以外の方が社長になる可能性もまた十二分にあると言えるのではありませんか？　確たしかに私は会社のことをよく知っているつもりですが、わざわざ社長にして頂かなくても副社長という今の立場で充分に経営には関かん与よできますし」

「それは質問の答えになっていませんよ。もう一度お尋たずねしましょう、被害者の遺族があなたを社長に任命する可能性は十分にあるのではないですか？　イエスかノーでお答え下さい」

「さ、裁判長。これは誘導尋問というやつではないのですか？」

　藤岡は情なさけない顔を裁判長に向けた。

「確かにその通りです。しかし、反対尋問では誘導尋問をすることが認められています。弁護側が言った通り、あなたはイエスかノーで答えなければなりません」

「イ、イエスです」

「反対尋問は以上です」

　まあ八十点といったところだろう。いざとなればこいつを犯人にでっちあげられる程てい度どの舞ぶ台たいは調ととのえられたはずだ。

「よろしい。ではこれで検察側の立証はすべて終しゆう了りようしたというわけですな？」

「はい、その通りです。我々検察は、被告人が罪を犯したと推すい測そくしうるだけの充分な証拠を提てい示じしたと自じ負ふしております」

「では明日より弁護側の反はん証しように移うつるとしましょう。本日の審しん理りはこれでおしまいです。陪審員の皆さん、ご苦く労ろう様さまでした」

　裁判長はいつものように陪審員達に例の心こころ得えを語ると、審理の中断を宣せん言げんした。




　今日の審理が終わり、法廷をざわめきが満たし始めると、俺はすぐさま傍聴席にいた影かげ野のに近寄った。

「影野、仕事だ」

「分かってる。今日出てきた証人を全員洗えってんだろ？」

「ああそうだ。掃除してたっつーあの山根ってバアさんも、逆に言えば比良野を殺せるチャンスがあったってことだ。後藤ってホームレスが今の境きよう遇ぐうに追い込まれたのはあの会社のせいだって可能性も考えられる。あと、被害者の遺族もだ。多少の遺産を引き継つげるってことは、充分動機になるしな」

「ああ、言ってなかったっけか。被害者の遺族についてはシロだぞ」

「……おい。聞いてなかったぞ、どういうことだ」

「そいつは悪かったな。いくら警察の情報がないからと言っても、遺産をもらえる連れん中ちゆうのことを調べ忘れるほど俺も落ちちゃいない。比良野正一郎には三人の子供がいるが、どうもあまり親とは仲がよくないらしいな。少なくとも三人とも親の遺産をアテにしてた様子はなかったし、そもそもアリバイがあった。間ま違ちがいなくシロだろう」

「ちっ、しょうがないな。まあそれでも一番怪あやしいのは副社長だとかいうあの藤岡って野や郎ろうだ。目下のところ、比良野が死んで一番得とくをしてるのはあいつとしか思えないからな。とにかくアラを探して探しまくれ」

「お前、人を見たら泥どろ棒ぼうと思えって教育されただろ？」

「おいおい、俺は刑けい事じ事件専門の弁護士だぜ？　こう教えられたんだ、人の性は悪、その善なるものは偽ぎなり、ってな」

「お前が言うとまったく笑えないな。分かった、調べておいてやるから夜まで待ってくれ」

「ああ、頼たのんだぞ」

　影野は「はいよ」と投げやりな返事をした後、ポケットに手を突っ込んで悠ゆう然ぜんと法廷を後にした。




　　十二月四日　午後七時五十五分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




　俺はずずずとお茶をすすりながら、今日五度目になる呟つぶやきを繰くり返した。

「……遅おそい」

　時じ刻こくはすでに夜半である。皐月も明日はテストの最終日だからと言って今日はさっさと帰っていった。今この事務所にいるのは俺と雪奈だけというおいしい状じよう況きようなのだが──いつ影野がやって来るかも分からないし、影野が来たら来たで調ちよう査さ結けつ果かを聞きだして明日の裁さい判ばんに備そなえねばならず、口く説どき文もん句くの一つ言えやしない状況が続いていた。

　まあ確かに半日で数人の調査をするのは簡かん単たんではないのだろうが、連れん絡らく一つよこさないというのはどうにかならないものか。

「まあまあ善ぜん行こうさん。影野さんのことです、遅くなるのはきっとしっかりお仕事をやってくれてるからですよ」

　雪奈が言った。雪奈らしい極きわめて前向きな意見だったが、

「そうだといいんだがな……」

　昔から影野のグータラぶりを見てきた人間としては、あまり楽らつ観かん視しすることができない。

「お茶のお代わり、要いります？」

「ああ、頼む」




　ようやく影野が俺の事務所へやってきたのは、食後二杯目のお茶を飲み終わり、俺の忍にん耐たいも切れかけた頃ころのことだった。

「遅おそいぞ。雇やとい主をこんな時間まで待たせるんじゃねえ」

　影野はどっかりとソファに座すわり込み、

「安い報酬でこきつかっておいてよく言うぜ。それに俺は飯めしも食わずに今まで走り回ってたんだからな」

「影野さん。夕食、残してありますよ」雪奈が言った。「すぐ温あたためてお出ししますから」

「ああ、助かるよ」

　まったく雪奈も律りち儀ぎなことである。この男はどうせ人類が滅めつ亡ぼうしてもゴキブリと一いつ緒しよに寝ねてるようなヤツなのだ。残ざん飯ぱんでも食わしておけば充じゆう分ぶん生きていけるだろうに……。

「で、報告は？」

「今日は珍めずらしく吉きつ報ぽうだ」

「……ほう」

　それは確たしかに珍しい。思えば今回の事件が始まって以来、凶きよう報ほうしか聞いた記き憶おくがない。

「結けつ論ろんから言うとしよう。藤岡とかいう副社長が怪あやしくて、あとは多分皆みなシロだ」

「ほう」

「藤岡以外の……ええと、掃除をしてた山根、それからホームレスの後藤、か。全員被害者とは面識もないし、直接的にも間接的にも何らかの害を被こうむった様子もない。後藤も含ふくめて、金に困ってた様子もないみたいだったしな」

「で、問題の藤岡は？」

「ちょっと待て」

　影野は片手を上げて俺を制せいした。この期ごに及およんで「ちょっと待て」とはどういうことかといぶかしんでいると、影野はのうのうと言った。

「飯の時間だ」

　エプロンを着けた雪奈がお盆ぼんに晩ばん飯めしを載のせて持ってくるのが見えた。

「……飯ぐらい後回しにできんのか？」

「あいにくだが今すぐ飯を食わないと、せっかくの情報を教えてやる前に餓が死ししてしまいそうなんでね。もう舌したを動かすのでさえ辛いぐらいだ」

「…………」

　やがてソファの前に置いてあるテーブルの上に、ご飯と味み噌そ汁しる、それに肉じゃがと筑ちく前ぜん煮にが並べられていく。

「はいどうぞ。レンジで暖あたためただけですから、ちょっと味が落ちてるかもしれませんけど」

「雪奈ちゃんの作った飯なら、その程度で味は変わらんさ」

　影野はそう言ってハシを取り上げると、いただきますとも言わずにがつがつと食べ始めた。

　まるでケダモノのような食いっぷりである。それでは折せつ角かくの雪奈の飯を味わう余よ裕ゆうもないだろう。まったく、礼れい儀ぎ知らずのならず者だとは知っていたが、その上がさつで卑いやしいとくれば救いようが無ない。こんな探偵を雇やとおうと考える物好きなんぞまずいないだろう。俺がこうしてこきつかってやってることには、むしろ感かん謝しやしてもらわねばなるまい。

　そうこう考えている内に、影野はすでに八割方食事を終えていた。

「おい。多少は腹も膨ふくれただろ、食べながらでいいから話せよ」

「せっかちだな。一日走り回ってたんだ、飯ぐらいゆっくり食わせろ」

「俺はお前の情報を聞いて明日どうするか考えなきゃならねーんだよ」

「分かった分かった、じゃあ教えてやる。あの会社の副社長……藤岡陽一な。あいつ、随ずい分ぶん借しやつ金きんしてやがるぜ。はっきりとした額がくは分からんが、一千万は超こえるらしい」

「そいつは確かに興きよう味みがそそられるな。借金の理由はなんだ？　ギャンブルか？」

「まあその親しん戚せきだな。投とう資しが趣しゆ味みだそうだ。で、銀行から金を借かりたらしい。親類か誰かの土地を担たん保ぽにしてな」

「ほーう」

　それは面おも白しろい。

「それから、事件現げん場ばにあった例の空の金庫についても少しは分かったぜ。出すい納とう係がかりの話によると、現金が入ってたってことは確からしい。それも、三千万ぐらい入ってたって話だ」

「さ、三千万だと!?　百万単位って話じゃなかったのかよ？」

「さあな。一いち応おう、比良野はその出納係に近々大きな取とり引ひきをするからと言っていたらしいんだが。ただ、俺が調べた限かぎりじゃ、そんな大たい量りようの現金が必要な取引がある様よう子すはまったく見受けられなかったがな」

「つまり、こんな事件が起こった今回に限って、そんな大金が入ってたってわけか？」

「ま、そういうことだな。付け加えておくと、警察は一応盗とう難なんのセンで捜そう査さはしてるらしい。だが、なにしろ一番の容よう疑ぎ者しやの津路にまったく盗ぬすんだ形けい跡せきがなかったもんだから、すっかり行き詰づまってるようだ。

　ああそうそう、言い忘れてたが一番の朗ろう報ほうがある。さっき藤岡には借金があると言ったが、実はこいつはすでに全額返へん済さいされている」

「……いつ頃だ？」

「十二月二日……つまり、事件のあった翌よく日じつだな」

「そういうことは早く言え！」

　こいつは容疑者候こう補ほにはうってつけだ。

　いや、候補どころでは済まないかもしれない。とある会社の社長が死亡し、金庫に入っていたはずの大金が盗まれる。そしてその翌日、資金繰ぐりに苦しんでいたはずの副社長が突とつ如じよ借金を全額返済……。これ以上怪しいものはない。もはや決けつ定てい的てきだ。

「しかし変だな。そこまで露ろ骨こつに怪しい経けい歴れきの持ち主なら、あの東ヶ崎の野郎が気付かないはずがない。だが、現に放ほう置ちされてるってことは……アリバイでもあったってことか？」

「さあ、どうだろうな。俺が聞いたところによると、藤岡は事件のあった日は自じ宅たくにいたってことだそうだ。だが、一人暮らしみたいだからアリバイにゃならんだろうし。あまりにも早く容疑者が捕つかまっちまったから気付かなかったんじゃねーのか？」

「あの東ヶ崎に限ってそれは考えられねえな」

「でもま、差さし当たっては藤岡を犯人扱あつかいするしかないんだろ？」

　影野が味噌汁を飲み干しながら言った。

「ああ、確かにな。真しん相そうはきっとこうだ。詳しい事情はよく分からんが、事件があった日、恐おそらく津路が現場に到とう着ちやくする前に比良野と藤岡は会っていたんだろう」

「あ、なるほど」いつの間にか戻っていた雪奈が言った。「じゃあ、そこで何か争うようなことがあったってことでしょうか？」

「そうだ。そして藤岡が比良野を殺しちまったんだろうな。そこへたまたま津路がやってきて──後の祭りってわけだ」

「しかし山鹿、その説せつでいくとすると、一つ問題があるだろう。死亡推すい定てい時じ刻こくのことはどうする気だ？」

「そういえばそうですよね。江え星ぼし博士、死亡推定時刻は午後一時半の前後十分以内にほぼ間違いないって断だん言げんしてましたし。津路さんが現場に到着したのが一時半でしたよね？　事件がそれ以前にあったとしたら……ちょっと時間にズレがあるんじゃないですか？」

　俺はニヤリと笑った。

「そんなもん、三十分ぐらいごまかすのは簡かん単たんさ」
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　　十二月五日　午前九時五十六分　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




　裁判開始数分前。

　弁べん護ご側がわの鍵かぎとなる人物は、目もつ下かのところ藤ふじ岡おか陽よう一いちしかありえない。俺は少しでもヤツへの尋じん問もんの手助けになるかと、影かげ野のから受け取った藤岡に関する調ちよう査さ報ほう告こく書しよを見ていた。これがなかなかに興きよう味み深い。

　藤岡陽一。一九四四年生まれ。どうやら独どく身しんらしい。二流大学で経けい営えい学がくを学び、その後電でん化か製せい品ひんのメーカーに就しゆう職しよくしている。が、やがて会社が倒とう産さんして失しつ職しよく。

　そこからの経けい歴れきが凄すごい。健康器き具ぐの販はん売ばい、護ご身しん用ようグッズの販売、健康用食品の販売などなど……。経営は失敗したものもあるが、それなりにうまくいったものの方が多い。だが、その利り益えきはすべて株かぶに投とう資しされ、挙あげ句くバブル崩壊のあおりをくらってスッカラカン。まるでスゴロクのような人生だ。まあ経営に関する経験を積つんでるのは確たしかなようで、今回の被ひ害がい者しやである比ひ良ら野の社長から声をかけられたというのも分からないではない。

「善ぜん行こうさん、始まりますよ」

　他人の人生の履り歴れきに夢む中ちゆうになっている俺に、雪ゆき奈なが声をかけた。いつの間にか廷てい吏りが号ごう令れいをかけていたらしく、法廷内の人々が立ち上がって裁判長を迎むかえようとしていた。俺も慌あわてて立ち上がる。

　やがて裁判長が入にゆう廷ていし、今日の審しん理りが開始されることとなった。

「では弁護側の証しよう人にん喚かん問もんを始めて頂いただきましょうか」

「はい裁判長。まず最初に、検けん死しを行った江え星ぼし博士を尋じん問もんしたいと思います」

　さて、まずは死亡推すい定てい時じ刻こくを動かしてやらねばならない。津つ路じが現げん場ばに到とう着ちやくしたのは午後一時半。それは幾いく人にんかの証しよう人にんによってほぼ立りつ証しようされてしまった。そして、江星博士が出した死亡推定時刻も午後一時半前後ということになっている。誤ご差さはせいぜい十分以内ということらしいが……。

　俺の考えが正しければ、津路が現場に到着する午後一時半より前に、比良野は藤岡に殺されていたということになる。だが、津路や掃そう除じをしていた山やま根ねバアさんが藤岡を見た様子はない。となると、金庫を漁あさる時間を考こう慮りよに入れれば、三十分ぐらい前の午後一時頃には犯はん行こうが行われていたはずなのだ。

　江星博士が証言台に立つと、俺はさっさと尋問を開始した。

「まず尋問を開始するにあたり、先日のあなたの証言を思い出して頂きましょう。あなたはこう証言しましたよね？　被害者の死亡推定時刻は十二月一日の午後一時半頃であるとほぼ断だん言げんできる、と」

「ええ、しました」

「そしてその根こん拠きよとなるデータとして、被害者の死後硬こう直ちよくと直ちよく腸ちようの温度について証言しましたね？」

「ええ、確たしかに」

「あなたが司し法ほう解かい剖ぼうを行った時刻は午後三時半。また、死後硬直というものは死後二時間ほどで局きよく部ぶ的てきに始まり、今回、あなたが被害者を検けん分ぶんした時点でもその兆ちよう候こうがあらわれていた。同じく直腸の温度も、二時間前に死亡したことを裏うら付づけていた。そうでしたね？」

「あい、そうです」

「そしてそれらの推測は、室温が十度だったということを前ぜん提ていとして算さん出しゆつされているわけですよね？」

「あい」

「つまり、死後硬直や直腸温を元に死亡推定時刻を算出する場合、遺体の周囲の温度によって差が生じるわけですよね？」

「ええ、そうです」

「ということは、たとえば部屋の温度が実は十度よりも高く設せつ定ていされていたとすれば、死亡推定時刻も当とう然ぜん変わってくるわけですよね？」

「いいえ、部屋は十度だったという報告を受けていました」

「それはあなたが実際に調べた気温なのですか？」

　白ブタ博士の表情が硬直した。

「い、いえ、そう報告を受けたのです」

「ほう。つまりあなたは、伝でん聞ぶんの証拠に基もとづいて被害者の死亡時刻を推測した、ということですか？」

「い、いえ、ですがそれは信しん頼らいのおける報告です」

「江星博士、あなたは私の質問にだけ答えればいいのです、訊きいていないことまで答える必要はありません。私はその報告が信頼できるのか、などと質問しましたか？　もう一度お尋たずねしますよ。あなたは伝聞の証拠に基づいて被害者の死亡時刻を推測した、そうですね？」

「裁判長閣かつ下か、異い議ぎがあります」

　東ヶ崎がすっくと立ち上がった。

「弁護側がそこまで難なん癖くせを付けたいとお考えでしたら仕し方かたありません、一度この証人に下がって頂き、部屋の温度を計けい測そくした捜そう査さ官かんに証言台に立って頂きたいと思います」

「東ヶ崎検事、そこまでして頂くには及およびませんよ。ただ私は、江星博士が人から伝え聞いたデータを元に死亡推定時刻を算出したということをまず立証したかったのです」

「…………」

　東ヶ崎は何も言わずに席に座すわり直した。

「では次の質問です。仮に、あなた方検察側が計測した時の部屋の気温が十度だったとしましょう。ですが、やはりそのデータから死亡推定時刻を算出するのは不ふ可か能のうなのではありませんか？」

「なっ、ど、どういうことですか!?」

「あなたは被害者が死亡した時の部屋の温度が何度か知っていますか？」

「だ、だから室温は十度だったと何度も申し上げているでしょう！」

「それは捜査員が現場に到着してから計った時間でしょう。私は被害者が死亡した時の気温のことを聞いてるんです」

「そ、そんなもの分かるわけがありません。しかしあの部屋は窓まども閉じられていましたし、室温がそんなに急きゆう激げきに変化するとは思えません」

「しかし、あなたは被害者が殺された時の様子を御自分で見られていたわけではありませんよね？」

　白ブタ博士は電気でも流されたかのようにビクッと体を動かした。

「そ、それはそうですけど」

「すると、当とう然ぜんながら被害者が死亡した時に窓が閉じられていたと証明できるわけでもありませんよね？」

「え、ええ、そりゃまあ」

「結けつ構こう。では次に、仮かりに被害者が死亡した時の気温も十度だったとしましょう。ですが、事件があった暁あかつきビルは繁はん華か街がいの中心にあり、周しゆう囲いにもたくさんのビルがありました。そうですよね？」

「ええ、そのようでしたが……」

「では、こういう可か能のう性せいはありませんか？　たとえば、暁ビルの付近にあるビルの窓に太陽光があたって反はん射しやし、被害者の周囲を照てらしていたとしたら？　この場合、部屋の気温が上がるようなことはないでしょうが、被害者の周囲の温度のみは上がることになりますよね？」

「異議あり」

　東ヶ崎がすっと立ち上がる。

「弁護側は根こん拠きよのない勝かつ手てな推測を押し付けているに過すぎません」

「東ヶ崎検事。根拠がないとおっしゃるからには、あなたは太陽光が反射して事件現場の部屋に差し込む可能性があるかを調べたわけですか？」

「…………」

　東ヶ崎は意外そうな顔をすると、黙だまって椅い子すに座った。ざまあみろである。

「どうやら異議は却きやつ下かせざるを得えないようですな。証人は質問に答えなさい」

　江星博士は怯おびえるように東ヶ崎の顔をちらりと見てから、

「で、ですがね、午後一時頃となると太陽はほぼ真上にあるはずです。あなたが今いった可能性については、非ひ常じように低いと思いますが……」

「では、たとえば被害者が殺された時に、部屋の空くう調ちようが一時的に狂くるっていたとしたら？　もしくは、被害者が実は風か邪ぜをひいていて、体温が通常より高かったとしたら？　あなたはこういった可能性を全て除じよ去きよできますか？」

「そ、それは少し極きよく端たん過ぎる物の見方だと思いますが……」

「ですが、あなたにはこれらの可能性を否ひ定ていすることはできないんですよね？」

「え、ええ、それは無理ですが……」

「結構。ではそのような条じよう件けんの下もとでは、被害者の死亡推定時刻にも当然ながら変化があらわれますね？」

「そ、それはまあ確かに、多少の誤ご差さは出るかもしれません。ですが、そんなに大きくずれる可能性があるとは思えませんが……」

「では、直腸の温度はどうですか？　たとえば死体の周囲の気温が高かった場合は、直腸内の温度も下がりづらくなるわけですよね？」

「え、ええ」

「となると、遺体の周囲の気温が、あなた方が想そう定ていしていた以上に高かった場合は、死亡推定時刻は午後一時半よりも早くなる可能性もあるわけですよね？」

「あい、その通りです」

　白ブタ博士は諦あきらめたように言った。

「つまり、あなたは被害者の死亡推定時刻は午後一時半頃だとほぼ断だん定ていしていた様子ですが、それ以前であった可能性も充分考えられるわけですね？」

「ま、まあそういうことに……」

「その誤差は何分ぐらいだと思いますか？」

「か、仮にあなたの言うような状じよう況きよう下かにあったとしても、せいぜい三十分と言ったところだと思いますが」

「その場合、検察側は被告人が午後一時半に事件現場付近で目もく撃げきされたと立証していた御様子でしたが、被告人が来るより前に犯行が行われていたという可能性も充分に考えられるわけですね？」

「そ、そんなことは私は知りません。私が調べたのは遺い体たいだけで、その結けつ果か分かったことについて証言してるだけですから」

「しかし死亡推定時刻に誤差があってもおかしくないことは確かなんですよね？」

「え、ええ、まあ……」

「ありがとう、大変よく分かりました。では最後に一つだけお訊きします。あなたは死亡推定時刻は午後一時半から前後十分以内であると随ずい分ぶん力りき説せつしておりましたが、それはなぜですか？」

「い、いえ、それはあくまで証拠から推測した時間でして」

「ですが、三十分近くの誤差は充分考えられるんですよね？」

「え、ええ、まあ」

「にも拘かかわらず、あなたは死亡推定時刻は午後一時半だとかたくなに主しゆ張ちようした。江星博士、あなたはひょっとして、東ヶ崎検事にそのように主張するよう指し示じされたのではないですか？」

「異議を申し立てます裁判長閣下」

　東ヶ崎が立ち上がったが、俺はヤツがほざきだす前に裁判長に訴うつたえた。

「裁判長、これは証人の偏へん見けんについて調べるための重じゆう要ような質問なのです」

「異議は却下、証人は質問に答えなさい」

　東ヶ崎は無む表ひよう情じようのまま席に戻った。ざまあみろである。

「い、いえ、その、別に午後一時半に死亡したことにしてくれ、などと指示されたことはありません。えー、ただ、東ヶ崎検事に『午後一時半頃に死亡した可能性はあるか』と尋ねられまして、私が『充分にあります』と言ったところ、『ならば裁判ではその点に重点を置いて証言するように』と指示されただけでして」

「ありがとう、尋問は以上です」

　どうだ、東ヶ崎め。俺は雪奈や陪審員達から飛んでくる尊そん敬けいの眼まな差ざしを感じながら席に着いた。

「検察側は反対尋問を」

「特にありません」

　東ヶ崎は無表情のまま答えた。さあ、反はん撃げき開始である。




「弁護側次の証人は、被害者の会社で副社長をしていた藤岡陽一氏を」

　やがて藤岡がノロノロと証言台に立った。裁判長から尋問開始の許きよ可かが下り、俺はすぐさま料理に取り掛かかった。

「さて藤岡さん。我々が調べたところによると、あなたは多た額がくの借金を抱えていましたよね？」

　藤岡は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔になった。そしてなぜか俺ではなく裁判長の方を向き、

「さ、裁判長。こういう質問は認められないんじゃないんですか？　そ、その、明らかにプライバシーに関かかわることですし、大体この事件との関係もありませんし……」

「ふむ。弁護人、どうかね？」

「では事件と関係があることが分かるよう質問し直したいと思います。

　藤岡さん、事件現場にあった金庫が空になっていたことは知っていますよね？」

「え、ええ」

「これはあなたの会社の出すい納とう係がかりから聞いたことなのですが、事件があったあの日、金庫には三千万もの現金が入っていたそうですね？」

　その金額を聞いた途と端たん、法廷がかすかにどよめいた。

「は、はあ、まあ」

「あなたには一千万を超える多額の借金がありましたよね？」

「……ええ、確かにありましたよ」

　さすがに今度は言い逃のがれできないと思ったか、藤岡は不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「ところが、あなたは事件の翌日──つまり十二月二日に突とつ然ぜん借金を全額返へん済さいしてますよね？」

　傍聴席からの雑ざつ音おんが大きくなった。

「……何が言いたいんですか？」

「おや、私の口から聞きたいんですか？」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　まさか私が金庫の金を盗ぬすんで借金の返済に充あてたとでも言うつもりですか!?　そんなことはありません！　事件の翌日にお金を返済したのはその日がたまたま返済期日だったからです！　私はれっきとしたサラリーマンです、時にはお金が必要になって借金することはありますが、これまでに積つみ立ててきた貯ちよ金きんだってあります！　返済できないような借金をしたことはありません！」

「ですが、あなたは借金のほとんどを株かぶなどの投とう機きに使い込んでますよね？」

「か、借りたお金をどう使おうと勝手でしょう!?　そ、そもそも、事件のあった日は私は家にいたんです、泥どろ棒ぼうなんてできるわけないでしょう！」

「では、そのアリバイを証言できる人はいますか？」

「そ、それはできません。私はマンションで一人暮らしですから」

　狙ねらい通りだ。これで新しい容よう疑ぎ者しや候こう補ほの誕たん生じようだ──俺はそう確かく信しんした。

　しかし、次に藤岡の口から飛び出た言葉は、俺の想そう像ぞうを超こえていた。

「ですけど、私は間違いなく家にいたんです、その証しよう拠こだってありますよ。十二月一日の午後一時半過ぎですが、私の隣となりの部屋から男女の言い争う声が聞こえてきたんです。そのことを知っているという事じ実じつが、私が家にいたという何よりの証拠になるはずですよ。それについてはあの因幡いなばとかいう刑事さんにも確かく認にんしてもらいましたし」

　……な、なんだと？

　冷ひや汗あせが背せ筋すじを流れ落ちる。おい影かげ野の、話が違うじゃねえか。

　俺は必ひつ死しに頭を回転させた。この証言を素す通どおりさせてしまってはせっかくの容疑者候補がいなくなってしまう。

「だ、男女の言い争う声が聞こえたとはどういうことですか？　もっと具ぐ体たい的てきに証言して下さい」

「具体的に、と言われても困りますが……。とにかく、私の隣となりには若い女性の方が一人住んでるんです。彼女には付き合ってる男性がいるらしいんですが、十二月一日に何か揉もめ事があったらしく、私の部屋に響ひびいてくるほどの大声で怒ど鳴なりあってたんです」

「あなたはその内容を聞いてたわけですね？」

「ええ、まあその、聞きたくはありませんでしたが耳に入ってしまうものですから」

「では、その詳しい内容についてここで話して頂けませんか？」

「異議を申し立てます裁判長閣下」

　東ヶ崎が立ち上がった。

「この質問は明らかに本件と関係がありません。そもそも、山鹿弁護人が先ほどから行っていることは、事件とは関係ない人物を無む理り矢や理り犯人にでっちあげようとしているだけにしか見えないのですが」

「しかしどうやらこの証人には、少々疑うたがわれてもやむなしといった事情があることは確たしかなようですな。山鹿弁護人、あなたとしてはこの証人の記き憶おくを確かめたいところなのでしょうな？」

　裁判長の質問に、俺は「はい」と頷いた。

「となると、東ヶ崎検事が言ったように、事件との関係は証明されていませんが、特に支障がないようでしたら自らの潔けつ白ぱくのためにも、証人にはこの質問に答えていただいた方がいいと思いますが」

　裁判長が証人に視し線せんを向ける。

「はあ、まあ構いませんが……。私もずっと耳を傾かたむけていたわけではありませんので、詳しいことまでは覚えていませんが、どうも彼女が付き合っている男性に食事を作ってあげることになってたみたいなんです。ですが、男性の方が突とつ然ぜん仕事で帰らねばならなくなったらしく、そのことで言い争いになったようでした」

「結構です、質問は以上です」

　これは一時撤てつ退たいしなければならないだろう。

　まあここまで証言を引き出すことはできたのだ。あとは裁判終しゆう了りよう後ごに今の証言の裏づけ調査をするしかあるまい。

　ただ、一つ問題があった。

「検察側、反対尋問はありますか？」

「いいえ、特にありません」

「よろしい、弁護側は次の証人を喚問して下さい」

　……いないっつーに。

「さ、裁判長」

「なんですかな？」

「え、えー、次の証人を尋問するために我々弁護側はある調査を現在行っているのですが、その、残ざん念ねんながらまだその結果が出ていないのです」

「……分かりました、明日まで待つということでよろしいですかな」

「はい、それで充じゆう分ぶんです。明日までには片かた付づく予定ですから」

「あまりこういうことは言いたくないのですが──」裁判長は渋しぶい顔で言った。「山鹿弁護人、あなたがいない通つう常じようの予よ備び審しん問もんでは、弁護側が審しん理りの延えん期きを提てい案あんするようなことはそうあることではありません。あなたには過か去こにもそうやって被告人の無む罪ざいを勝ち取ってきたという実じつ績せきがありますし、本官としましてもそれで被告人の権けん利りが守られるのであれば、延期を考こう慮りよすることにやぶさかではありません。ですが、こう毎回とあっては……」

　これだから年寄りは嫌きらいである。何かというと説教を垂たれやがって。

「は、十二分に承しよう知ちしております裁判長。明日には必ずや延期して頂いた成せい果かをお見せいたします」

「……まあよろしい。東ヶ崎検事、あなたも承しよう諾だくして頂けますかな？」

「私も被告人には最大限の便べん宜ぎを払はらうべきだと考えております、一日程度の延期であれば構かまいません。もっとも、たかが一日といえど、陪審員の皆みなさんや裁判長閣下の貴き重ちような御時間を奪うばうものであることには違いありません。それを承知の上で延期するからには、さぞかし素す晴ばらしい成果とやらが提てい出しゆつされるよう心よりお祈いのりさせて頂きましょう」

　なぜこいつは「はい」と答えりゃいいだけのとこをここまでウダウダと長引かせることができるのだろう。俺の延期の提案なんて大したことじゃない、それよりもあの男の舌を八割ほど切り取ってやった方が、裁判はもっとスムーズに進むに違いない。




　やがて審理の中ちゆう断だんが宣せん言げんされ、法廷はたちまちざわめきに包つつまれた。

「雪ゆき奈な、今日は先に戻ってていいぞ。俺と影野はこれから行かなきゃならん場所ができちまったからな」

「でも善ぜん行こうさん、お昼ご飯はいいんですか？　お腹なか、空すいてません？」

「俺なら大だい丈じよう夫ぶだ、一食ぐらい抜ぬいたって問題ないさ。影野のヤツなら十日何も食わなくても餓が死しはしないだろうしな」

「じゃあ私も付き合います。私も一食ぐらい抜いたって大丈夫ですから」

「いや、雪奈は戻もどってくれ。今日でテストが終わるってどこぞのガキが言ってただろ？　事じ務む所しよの前で凍とう死しなんてされてると世せ間けん体ていが悪い」

　すると雪奈は何かを察さつしたらしく、にっこりと笑って言った。

「そうですよね、テストが終わったとしても、やっぱり風か邪ぜなんか引いたら大変ですし。分かりました、じゃあ先に戻ってますね」

　間違いなく雪奈は、今の俺のセリフはあのガキのことを心配した上でのことだと思っているだろう。雪奈に俺が心優やさしい男であると知ってもらうためにも、そう誤ご解かいしてくれる分には構わないが、もちろん本ほん音ねは別である。あのガキのことだ、凍死をまぬがれるために窓まどガラスの一枚や二枚割って事務所に侵しん入にゆうするということも充分に考えられる。

「……で、俺には昼飯抜きで付き合えと言うわけだな」

　いつの間にか、不ふ機き嫌げんそうなツラをした影野が背はい後ごに立っていた。




　　十二月五日　午後零時十五分　某ぼう所しよ




「ここだな？」

「ああ、間ま違ちがいない」

　影野は不機嫌そうな表情で頷いた。人間、空くう腹ふくになると不機嫌になるというのは確たしからしい。だが、一いつ緒しよに飯めしを抜いてやってる俺が平へい静せいを保っているというのに、この男ときたらなんと忍にん耐たいのないことか。まあ、付き合わせたのは俺だが。

　藤岡の住居は、五階建てマンションの三階にある部屋だった。藤岡は年ねん齢れいこそ老人の域いきに入りかけているが、独どく身しんで家族はいないという。このマンションも、ファミリータイプのものではないらしい。

　そして俺達の目もく的てき地ちは、藤岡の部屋の隣りん室しつだった。表札を見ると森もり山やま祥さち子ことなっている。

「しかしこんな平日の真まっ昼ぴる間まからいるのかねえ？」

　影野が言った。

「ま、いなきゃ出直すだけさ」

　玄げん関かん横のブザーを押おす。

「はい、どちら様ですか？」

　しばらくして、ドアの向こう側から女性の声が聞こえた。

　その声には、はっきりと警けい戒かい感かんがにじみ出ていた。大方、覗のぞき穴あなから不機嫌そうな影野の顔でも見てしまったのだろう。

　俺は営えい業ぎよう用ようの声こわ色いろを使って言った。

「すいません、私は弁べん護ご士しの山鹿と言います。お隣となりに住んでる藤岡さんのことで少々伺うかがいたいことがありまして」

「……そのことでしたら、警察の方に話したんですけど」

「いえ、私は弁護士でして警察とは少々敵てき対たいする立場におりましてね。ご迷めい惑わくはおかけしません、少しだけ話を聞かせて頂けませんか」

　俺の誠せい意いが通じたようで、やがて玄関の鍵かぎが開けられる音がした。

　ドアの向こうから姿すがたをあらわしたのは、二十代前半の女性だった。セミロングの髪かみが卵型の整ととのった顔立ちと妙みように合っており、十人の男がいれば八人は美人だと評ひようするだろう。無む論ろん、雪奈にはかなわないが。

「すいませんね、わざわざ」

「いえ、いいんです。それで、何をお聞きになりたいんですか？」

「お隣の藤岡氏の証言によると、あなたは十二月一日の午後一時半頃、自室で男性と言い争いをしていたそうですが」

　森山は不機嫌そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「ええ、確かにそうですよ！」

「あなたのプライベートなことなので、あまり立ち入ったことまで訊きたくはないのですが……なにしろ私の依い頼らい人にんの無罪がかかってまして。その時のことを詳しく教えて頂けませんか？」

　当とう然ぜんながら森山に乗り気な様子は見られなかった。

「……分かりました。どうせ警察にも言ったことですし。

　私には付き合ってる人がいるんです。その日、夕方に彼が来て、私の手料理をごちそうすることになってたんです。それで、手の込んだ料理を作るつもりでしたから、私はお昼ごはんを食べてすぐ下ごしらえに取り掛かかったんです。

　ところが、突とつ然ぜん午後一時過ぎに彼がやってきたんです。急な仕事が入ったから、今夜は一いつ緒しよにいられないって。

　私、丸一日かけて料理の材料探しに奔ほん走そうしてたんですよ!?　それなのにあのバカ、私より仕事を優ゆう先せんして……！」

「はあ。それで言い争いになったと？」

「え、ええ……確かに大きな声でしたから、隣の部屋にいれば聞こえたかもしれませんけど」

「となると当然、藤岡さんとは反対側に住んでる方にも聞こえたんでしょうね？」

「いえ、そっち側は空室になってますけど」

「で、では二階とか四階に住んでる方なんかは……？」

「それはないと思います。このマンション、防ぼう音おんはあまり効きいてないみたいですけど、それでも上とか下の階に住んでる人の声が聞こえたことはありませんし」

「そうですか……」

　そういえば俺が使っているボロアパートもそうだった気がする。隣室から声が聞こえてきたことはあったが、上の住人の声が聞こえたことはなかった。せいぜいドンドンと歩く音がするだけだ。壁かべより床ゆかの方が分ぶ厚あついためだろうか？

　しかし、はからずも藤岡の証言が裏うら付づけられてしまったわけだ。やはりあいつは死亡推定時刻当時、このマンションにいたのだろう。近所の住人から言い争いの様子を聞いたという可能性も考えていたのだが、どうやらそれもなさそうだ。

　これで一番の犯人候補がいなくなってしまったわけだ。

　会社の金庫にあった金がなくなり、そして時期を同じくして多額の借金を全額返済した藤岡という男がいた。状じよう況きようから推測すれば、誰がどう見ても盗んだ犯人はそいつと考えるに違いないだろう。金に困った藤岡が、日曜の誰もいないオフィスへやってきて金庫を漁あさる。そしてその場をたまたま会社にやってきた比良野に見られたため、やむを得えず殺した──そう考えると辻つじ褄つまが合うのだが……。

「もう、とにかくあのバカがいきなり仕事なんか入れるからいけないんですよね！　せっかく買った食材もムダになっちゃうし、口ゲンカしてる間に料理を焦こがしちゃって凄すごいことになっちゃうし……」

「ああ、それは大変でしたねえ」

　適てき当とうに相あい槌づちを打つ。確たしかに料理を焦がしてしまうのは大変である。数日前、雪奈が魚を焦がした時も、大おお事ごとにこそならなかったものの、焦げた臭においは部屋中に染しみ付いてしまった。おかげであの部屋で寝ね起おきしている俺は、焼やけ焦げた魚に恨うらみがましく追い立てられるという不ぶ気き味みな悪夢にうなされたほどだった。その上どうやら臭いが外に漏もれていたらしく、次の日に管かん理り人にんからお叱しかりを喰くらうハメにまでなったのだ……。

「おまけに私達がケンカしてた様子、藤岡さんに聞かれちゃったんでしょう？　あーもう恥はずかしー、私あの藤岡って人、どうも苦手なのに……」

「はあ。それはまたなぜですか？」

「え？　ええ、実は……お隣さんですから時々は顔を合わせたりすることがあるんですけど、あの人、なんか変な目で私を見るんですよ。その、ちょっとイヤらしい目つきで……。具ぐ体たい的てきに何か変なことをされたりってことはないんですけど」

　女のカンは当たるという。単なるこの女の被ひ害がい妄もう想そうと見るわけにはいかないだろう。

　藤岡のヤツも見た目はかなりマジメそうに見えたが、独身生活が長く続いて女が恋こいしくなったりしたのだろうか？

「すまないが、少し部屋の中を見せてもらえないか？」

　その時、ずっと黙だまっていた影野が突然口を開いた。俺が折せつ角かく丁てい寧ねいに話しているのを台だい無なしにするかのようなぶっきらぼうな口調だった。

「私の部屋を……ですか？　あの、なんのためでしょう？」

「俺は一応探たん偵ていでね。あんたの話を聞いてて一つ気になったことがある」

「おい影野。いきなり押しかけた上に部屋まで見せてくれってのはさすがに失礼だろ」

「俺の推理が確かなら、藤岡のアリバイを一気に崩くずせるかもしれないぞ」

「何……？」

　そう言われれば、興きよう味みを惹ひかれないわけがなかった。

　影野は再度森山に言った。

「こいつは恐おそらくあんたのためにもなるはずだ。誰かに見み張はられてるような生活をしたくはないだろう？　だったら、俺を部屋に入れてくれないか？」

「見張られてる、ですか？」

「ああ、そうだ」

「……分かりました、どうぞ」

　森山は影野の言葉から何かを察さつしたのか、顔に緊きん張ちよう感かんをみなぎらせて言った。

　突然の影野の提てい案あんである。俺ですらも、影野が何を企たくらんでいるのかはさっぱり予よ測そくがつかなかった。




　俺と森山が驚きよう愕がくすることになったのは、そのわずか十分後のことだった──。




　　十二月五日　午後三時二十五分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




「お帰りなさい、善行さん」

　事務所に戻もどった俺を出で迎むかえたのは、魅み力りよく的てきな笑え顔がおを浮かべた雪奈一人だった。

「ああ、ただいま。あれ？　皐さ月つきのクソガキは来てないのか」

「ええ。テストが終わったから遊んでるのかもしれません」

　ありうる話だ。ったく、窓ガラスを壊こわされないためにわざわざ雪奈を先に帰らせたというのに。

「あれ、影野さんはどうしたんですか？」

「腹が減へって疲つかれたから昼ひる寝ねしてくるってさ。ま、晩ばん飯めしの時間になったら這はいずり出てくるだろうさ」

　影野が飢うえ死にしそうになって這いずる様子でも思い浮かべたのか、雪奈が苦く笑しようする。

「それで調査の方はうまくいったんですか？」

「ああ。影野のヤツがうまいことやりやがった」

　森山の部屋で影野が見つけたことを話してやる。

「へー、さすが影野さん、やっぱり探偵さんですね」

「ま、腐くさっても鯛たいってことだ」

「もう、そんなこと言っちゃダメですよ善行さん。影野さんも善行さんのために頑がん張ばってくれてるんですから」

　それは違ちがうぞ雪奈。影野に何のために頑張っているのかと訊きけば、間かん髪はつ入れずにヤツはこう返すだろう。金と飯、と。

「でも、これで明日の法廷はバッチリなんですよね？」

「ああ、藤岡のアリバイについてはどうにかなりそうだ。だけどなあ、まだ一つだけ問題があるんだよ。藤岡が事件時刻に自分の部屋にいなかったってことは立証できるんだが、あいつが事件現場に行ったっていう証しよう拠こがないんだよな……」

「あ、なるほど……」

　雪奈は人差し指を唇くちびるに当て、考え込む仕し草ぐさをした。

「あ、そうだ善行さん。津つ路じさんだって事件現げん場ばから離はなれる時、目もく撃げきしてた人がいたじゃないですか。それなら藤岡って人があのビルに行ってたのを見てた人がいたっておかしくないんじゃないですか？」

「ああ、それはそうだ。だけど、今からそんな目撃者を探し出すのはさすがに無む理りだろう。津路を目撃した人間がああも簡かん単たんに見つかったのは、事件の直ちよく後ごだったからだろうしなあ」

「うーん、そっかぁ。確かに一週間も前のことを覚えてる人なんてあんまりいないでしょうし……」

　雪奈は残念そうにうつむいた。

　目撃者を今から探すのは不ふ可か能のうだ。目もつ下かのところ、藤岡が現場にいたことを証明する手立てはない。

　となると……まずアリバイを崩してやる。そうすれば動どう揺ようしてウソを並ならべ立てるだろう。そこをまた崩してやれば、何か尻尾しつぽを摑つかめるかもしれない。……我われながら仮か定ていの多い話だ。

　……いや、待てよ。

　その時、俺の脳のう裏りに先ほどの雪奈の言葉がフィードバックされた。

　雪奈はさっきこう言った。事件現場付近には人がたくさんいたのだから、藤岡を見かけたヤツがいてもまったくおかしくない、と。

　それはその通りだ。だからと言って、今からその目撃者を探すのは森で木を探すようなものである。しかし──事件現場付近に人がたくさんいたということはつまり、逆ぎやくに言えば……。

　俺はニヤリと笑った。俺らしい、いい方法があるじゃないか。

　ただ、その策さくを実じつ行こうに移うつすには人手がいる。被告人の無実を証明するために、少々あくどい手であっても喜んで手を貸かすようなヤツが。

　東ヶ崎は最近こっちに赴ふ任にんしたばかりだと言っていた。となれば、俺の知人との面めん識しきはないだろう。かといって影野や雪奈ではダメだ。あのクソ野や郎ろうは二人のことを知っていたようだし、そもそも雪奈は毎日のように法廷で俺の隣に座っている。影野も法廷には顔を出しているのだ。となると──。

　と、その時だった。

　ノックもなく事務所のドアが開かれ、一人のガキが入ってくる。

「あー、やっとテストも終わったわ！　今日もたっぷり遊んだし、明日からは裁判で遊ぶわよー！」

　……こいつがいた。

　さすがの東ヶ崎もこのガキのことは知るまい。しかし、こいつはしょっちゅう俺の裁判を見にきているのだ。裁判長辺りに顔を覚えられている可能性はある。

　だがまあ、周しゆう堂どう裁判長が俺とこいつとの関係を知っているとも思えない。よしんば怪あやしまれたとしても、あの裁判長の性格だ、少なくとも結果が分かるまでは傍ぼう観かんしてくれそうな気もする。

「ん？　ねえ善ぜん行こー、なに人の顔みて考え込んでるのよ？　それにその顔！　さてはまたなんか悪いこと考えてるんでしょ！」
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　俺は返へん事じの代わりにニヤリと笑った。




　　十二月六日　午前十時　地方裁判所第一法廷




「周堂裁判長の入場です。全員、起き立りつ！」

　すっかり聞き慣なれてしまった廷てい吏りの号令に、いつも通り立ち上がる。

　五人の陪ばい審しん員いん、八割方埋うまった傍ぼう聴ちよう席せき、相あい変かわらず居い丈たけ高だかな東ヶ崎検事──法廷の様子は相変わらずあまり変化がないが、今日に限っては昨日きのうまでとは一いつ箇か所しよだけ異ことなる席があった。

　今は平日の午前中である。本来なら、この時間帯の傍聴席に座すわっているのは、法ほう曹そう界かいや報ほう道どう機き関かん、あるいは被害者や被告人の関係者、もしくは暇ひまつぶしにやってきた物もの好ずきなプータローや定年を迎むかえた老人ぐらいのはずなのだが、今日は一人非ひ常じように不ふ釣つり合あいな人物が座っている。

　傍聴席を軽く見回すだけでもその存そん在ざいは一ひと際きわ目を惹ひく。当然だろう、こんな時間に制服を着た中学生のガキが堂どう々どうと座っていれば。

　まあ、普ふ段だんなら邪じや魔までしかないガキだが、今日は少々やってもらわねばならないことがある。遅ち刻こくなんぞされなくて助かった。

　裁判長席に立った裁判長が、審しん理りの再開を宣せん言げんした。そして俺に向かって言う。

「弁護人、調査の方は完かん了りようしましたかな」

「はい。その成果はすぐにご覧らんに入れられると思います」

「そう願いたいものですな。では証人の喚問を」

「了りよう解かいしました。では弁護側証人として、藤岡陽一氏にもう一度証言台に立って頂いただきます」

　裁判長は首を傾かしげた。

「また彼ですか？　昨日喚問したばかりだと思いますが」

「調査の結果、彼に再さい尋じん問もんしたいことが生しようじまして」

「……まあよろしい。藤岡氏を証言台へ」

　やがて証言台に立った藤岡の顔には、すでに警戒感がにじみ出ていた。

「宣誓は済すんでいます。尋問を開始して下さい」

「はい裁判長。では藤岡さん、率そつ直ちよくにお尋ねします。あなたは鼻は利きく方ですか？」

「……は？　は、鼻……ですか？」

　藤岡は素すっ頓とん狂きような声を上げて自分の顔の中心を指差した。

「ええ、その鼻ですよ」

「はあ。まあ普ふ通つう……だとは思いますが」

「最近風か邪ぜをひいたりとか、鼻が効かなくなったりといったことはありませんでしたか？」

「え、ええ。まあ健康は数少ない取り柄えですので」

「ところで事件のあった十二月一日の午後ですが、あなたはずっと家にいたということでしたよね？」

「ええ、そうです」

「その時、何か変な臭いを感じませんでしたか？」

「に、臭いですか？　いえ、別に感じませんでしたが……」

　藤岡はわずかにうろたえる様子を見せた。

「おや、それはおかしいですねえ。私が調べたところによると、あなたの近所に住んでいる方々は、みんなある匂いを嗅かいだと言っていたんですけどねえ？　あなたは感じませんでしたか、カレーの匂いを」

　すると藤岡は渡わたりに船とばかりに安あん堵どした様子で、

「ああ、確かにしました！　ええ、そういえばカレーの匂いでしたよ」

「そうですか。ではこれで尋問を終わります」

　裁判長はキョトンとして俺と証人を見み比くらべた。

「弁護人。もう終わりですか？」

「はい裁判長。この証人への質問は以上です。今のところは」

「……東ヶ崎検事、反対尋問は？」

　東ヶ崎は肩をすくめて首を横に振った。

「よろしい。では弁護側は次の証人を」




「次の証人は、森山祥子さんを」

　俺がそう言うと、証言台を離はなれて傍聴席に戻ろうとしていた藤岡が、驚おどろいたように俺の方を振ふり返った。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに動揺を押し隠かくして傍聴席に向かう。

　やがて藤岡と入れ替かわる形で森山が証言台に立った。二人がすれ違う時、一瞬だけ森山が藤岡のことをにらみつけたが、それに気付いたのは俺と影野ぐらいだっただろう。

　森山が宣誓を終えると、俺はすぐに尋問を開始した。

「あなたは先ほどの証人である藤岡氏と同じマンションに住んでいますね？」

「ええ、そうです。すぐ隣の部屋です」

「あなたは十二月一日の日曜日の午後、家にいましたね？」

「はい」

「何をしていたんですか？」

「私には付き合ってる人がいるんです。その人が夕方から来ることになってましたんで、私は昼からずっと夕食の準じゆん備びをしていたんです」

「藤岡氏の証言によると、午後一時半頃にあなたと男性の言い争う声が聞こえてきたということですが」

「ええ、その通りです！」

　またその時のことを思い出したのか、森山は腹立たしそうに答えた。

「詳しく話して頂けますか？」

「私が料理を作ってたら、突然午後一時過ぎぐらいに彼がやってきたんです。それで、急に仕事が入ったから今夜は一いつ緒しよにいられないって言われて。あとはずっとケンカでしたよ！」

「それで、隣の部屋の住人に聞こえるほどの大声で怒ど鳴なり合ってしまったわけですね？」

「ええ、そうですとも！　女の子の部屋に夕食を食べに来ることになってたのに、仕事が入ったからってあっさり断ことわりに来るんですよ!?　女なら誰だって怒おこりますよ！」

「私も肝きもに銘めいじておきましょう」

　あちこちから苦く笑しようがもれた。

　ひょっとしてこの女の料理はひどくまずいのではないだろうか──そんな疑ぎ問もんが俺の脳のう裏りをよぎったが、口に出せるわけもなかった。

「ちなみに、作っていたその料理というのはカレーですよね？」

「いいえ違います、彼が来るのにそんな料理を作ったりしませんよ。私が作ったのはローストビーフとかミルクレープとか、そういったものです」

「ですが、あなたの近所に住む方々は、ある強きよう烈れつな匂においを嗅かいだそうですが」

「ええ。実はイチゴのミルクレープを作るためにイチゴジャムを作ってたんです。でも、それを作っている最さい中ちゆうに彼と言い争いを始めちゃったものですから……ちょっと火元から目を離はなしてしまいまして。それで気付いた時には後の祭りですよ、もう黒い煙けむりがモクモクって……。砂さ糖とうって焦こがすと凄すごい匂いがするんですよ、だから近所の人が嗅いだ匂いっていうのも多分それのことだと思います」

　人々の頭上にクエスチョンマークが浮かび上がった。珍めずらしく東ヶ崎までもが目を白黒させている。さすがのヤツも、この展開までは予よ測そくできまい。

「ところで森山さん。昨日、あなたの部屋に影野という探偵が来ましたよね？」

「はい、来ました」

「その探偵はこの法廷にいますよね？　もしよろしければ指差して下さい」

「あの一番後ろの右隅すみに座ってる人です」

　指差した先にいた人物──それは、当然だが影野であった。

　俺は裁判長に向き直って言った。

「裁判長。この証人への尋問は以上です。東ヶ崎検事の反対尋問が済すみ次し第だい、次はあの人物に証言台に立ってもらおうと思います」

「……東ヶ崎検事、何か質問は？」

　東ヶ崎は肩をすくめて首を横に振ふった。

「結けつ構こう。ではあの──影野氏、ですか？　彼を証言台へ」




　廷吏に案内されて影野が証言台へ向かう。

　その顔には、なぜかふてぶてしいほどの笑えみが浮かんでおり──俺はふと不安を抱いだいた。

　森山の部屋で発見したことを証言させるには、探偵というその道の専門家である影野を証言台に立たせるのが最さい適てきなのだ。しかし、この男を証言台に立たせたとして──果たして無ぶ事じにことが済むのだろうか？　やはりわざわざ俺の方から波なみ風かぜを立てるようなことはよすべきだったかもしれない。

　宣誓は滞とどこおりなく終わり、間もなく俺の番となった。

「影野さん、あなたは探偵なんですよね？」

「ああ」

　法廷にあるまじきぶっきらぼうな口く調ちようである。だがまあ、答えが返ってくればよしとすべきだろう。

「そして今回の事件では、私に雇やとわれて様々な調査を行いましたね？」

　影野の返答は俺の想像をはるかに超こえていた。

「さて、そうだったかな。俺がいつお前に雇われたっけ？」

　法廷がざわめいた。

　やっぱりやりやがった。こいつはこういうヤツなのだ。

　俺は呆あつ気けに取られている裁判長に言った。

「裁判長。ご覧らんの通り、この証人は明らかに弁護側に敵てき意いを持っております。ですので、多少痛めつけることを……もとい、誘ゆう導どう尋じん問もんすることを許可して下さい」

「……はぁ？」裁判長は目を白黒させた。「べ、弁護人。その証人はあなたが呼んだ弁護側の証人……それも話を聞いてる限かぎり、あなたが雇った探偵とのことですが」

「ええ。それが何か？」

「その証人があなたに悪意を持っているというのは……いささか理り解かいに苦しむのですが」

「いえ、それはその、個人的なことで色々と意見の相違があったようでして。どうかあまりお気になされないよう」

　裁判長はため息を吐ついた。

「誘導尋問を許可する必要性は認められませんな。とにかく尋問を進めるか次の証人を呼ぶかして下さい」

　……どうしろと言うんだ。

　しかしよく考えれば、俺に雇われたことを肯こう定ていしなかったからと言って、それほど問題になるわけではない。俺は尋問を進めることにした。

「影野さん。あなたは昨日、先ほどの証人、森山さんの自宅を捜そう索さくしましたね？」

「覚えてないね」

「…………」

　法廷を奇き妙みような沈ちん黙もくが支し配はいした。

　思わずここが法廷であることを忘れて怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうに駆かられてしまう。

「……つ、つい昨日のことをなぜもう忘れてるんですか？」

「こう見えても俺は若じやく年ねん性せい健けん忘ぼう症しようってヤツらしい。最近じゃ一日前のことを思い出すのも大変でな。だが、誰かさんが向こう一か月分の昼飯と晩飯をおごる約束でもしてくれれば案あん外がいすぐに思い出せるかもしれんがな」

　傍聴席から笑いが起こった。東ヶ崎までもが「クックック」とバカにするように顔を歪ゆがませている。

　……これ以上こいつに付き合って笑いものにされるのは我が慢まんならん。俺はつかつかと証言台に近寄り、小声で怒鳴りつけた。

「おい！　ここは法廷だぞ！　こんな状況で報ほう酬しゆうを要求するバカがどこにいる！」

「うるせえ、そういつもいつも安い報酬で働かされてたまるか！　法廷だろうがどこだろうが俺の知ったことじゃねえ！　証言して欲ほしけりゃ黙って俺の言い分を聞き入れるんだな！　ただでさえ今回はまだ実じつ費ぴしかもらってねーんだ！」

「き、貴き様さまというやつは……！」

　俺が言い返そうとしたその時、

「裁判長閣かつ下か」

　とその時、薄うすら笑いを浮うかべた東ヶ崎が立ち上がった。

「私としましては山鹿弁護人の能力を疑うたがうつもりは毛もう頭とうありません。しかし自ら喚かん問もんした証人に対し、これほどまでに無む計けい画かくな尋問を行うとあっては少々考え直さなければなりますまいな。いずれにせよ、これ以上審理の進行を妨ぼう害がいするような行こう為いは──」

「それ以上言う必要はありません、本官もあなたと同感ですよ」

　東ヶ崎の口からダラダラと流れ出る言葉を裁判長が制せいする。そして俺に鋭するどい視線を向けて、

「山鹿弁護人？」

「は、はい」

「本官としてもこれ以上あなたの揉もめ事に付き合ってはいられません。それとも昨日と同じように、また審理延期でもしますかな？」

　顔が全然笑っていなかった。普ふ段だんは温おん厚こうと言える裁判長だったが、その分今の顔つきにはかなり恐こわいものがあった。

　俺は慌あわてて姿し勢せいを正した。

「し、失礼致いたしました。三十秒だけ時間を下さい、すぐに話をまとめますので」

　裁判長の返事を待たずに影野に向き直る。

「おい、頼たのむからそういう話は時と場所をわきまえてやってくれ！　そうすりゃ俺も考こう慮りよしてやるから！」

「話は振ふり出しに戻ったな。俺の要求は変わらんぞ、証言して欲しけりゃ向こう一か月分の飯を出せ。現金で要よう求きゆうしてないだけマシだろう？」

「……せめて昼飯だけにしろ」

「ヤだね。俺はただ夜にお前と雪奈ちゃんが二人っきりで飯を食うのを邪じや魔ましてやりたいだけだからな」

　鬼おにだ、こいつは。俺がこの場で要求を吞のむ以外にないことを知った上で、こうも人の恋こい路じを邪魔するようなことをぬかしてやがるのだ。まさか裁判でこういう脅きよう迫はく方法があったとは知らなかった。

「ちくしょう。分かった、その条じよう件けんは吞んでやる、だから今はちゃんと証言しろ」

「分かってくれて嬉うれしいぜ。ああ、証言は任まかせとけ」

　ニヤリと笑う。俺は怒いかりを押おし殺して弁護側の席に戻った。この裁判にケリがついたら絶ぜつ対たいに一発ぶん殴なぐってやろうと心に誓ちかいながら。

「で、では尋問を続けたいと思います。影野さん、あなたは昨日、先ほどの証人である森山さんの家を捜索しましたね？」

「ああ、しました。今思い出しましたよ」

　白しら々じらしさを隠かくそうともせずに言う。
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「そ、その結けつ果かを教えて頂けますか」

「エアコンの裏うら辺あたりに小型の隠しカメラがあるのを見つけたんです」

　その途と端たん、法廷内の雑音が大きくなった。

「そのカメラというのはどのようなものですか？」

「有ゆう線せんの隠しカメラでしてね、動画データの送信や電力の供きよう給きゆうを直接ケーブルを介かいしてやり取りするようになってるんです。ま、早い話が家庭用のコンセントやビデオデッキに繫つなげておきさえすれば、二十四時間ずっと監かん視しできるわけで」

「では、そのケーブルの元を辿たどれば、隠しカメラを設せつ置ちした人が分かるわけですか？」

「ええ、まあそうです」

「では誰がその隠しカメラを設置したのか分かりましたか？」

「そのカメラはエアコンの裏の壁かべに穴あなを空けて設置されてました。ただ、その線がどこへ通じてたのかを調べるには、器き物ぶつ破は損そんと家か宅たく侵しん入にゆう罪ざいをやらかす必要があったんでそのままです。もっとも、部屋の構こう造ぞうからそのケーブルがどこから延のびていたのかは簡かん単たんに推測できますがね」

「それはどこですか？」

「壁の向こう側の部屋に決まってますよ」

「それは誰の部屋ですか？」

「さっき証言台に立ってた藤岡陽一って男の部屋ですよ」

　にわかに大きくなったざわめきが法廷を支配する。

　俺は裁判長に向き直った。

「裁判長。この証人への尋じん問もんはこれで終わりです。ここで藤岡氏に再度証言台に立ってもらいたいのですが」

「……東ヶ崎検事、何か反対尋問は？」

「いいえ、ありません」

「よろしい。藤岡氏を証言台へ」

　かなりの紆う余よ曲きよく折せつがあったものの、裁判長もようやく興きよう味みを持ち始めたようだった。




　三度藤岡が証言台に立つ。前回証言していた時の堂どう々どうとした態たい度どはどこへやら、その顔はすっかり青ざめていた。

「さて藤岡さん。失礼ですがあなたの経けい歴れきについて少々調べさせて頂きました。あなたは過去、様々な電気製品や護ご身しん用ようグッズの販売を行っていた時期がありましたね？」

「……そ、それが何か」

「では、あなたが取り扱あつかっていた商品の中には、隠しカメラなども含まれていたのではありませんか？　ついでに申し上げるなら、あなたにはどうやら隣りん人じんの部屋を覗のぞき見する趣しゆ味みがあったように見受けられるのですが、いかがですか？」

「ち、違ちがう！　私はそんなものは知らない！　これは誰かが私を陥おとしいれようと仕組んだことだ！」

「そうですか。ところで、先ほど探偵が証言した通り、森山さんの部屋にあった隠しカメラは現在もそのままにしています。今ここで裁判所の許可を受け、そのカメラのケーブルが延のびている先や、カメラに付着している指し紋もん、あるいはあなたの部屋に置いてあるすべてのビデオテープなんかを調べれば……果はたしてどんな結果が出ると思いますか？」

　藤岡は「うっ……」と唸うなったっきり、何もしゃべろうとはしなかった。

「さて、ではここでもう一つ思い出して頂きたいことがあります。あなたはこう証言しましたよね？　十二月一日の午後一時半頃、自室にいたあなたは隣人が怒鳴り合っているのを聞いた。また、その時隣室からカレーの匂いがしたと。

　ところが当の隣人は、カレーなど作っていなかったと証言しました。これはどういうことなのでしょう？」

「そ、そんなこと……。わ、私は確かにカレーの匂いを感じたんです！　そ、それに料理をしていたのが彼女の部屋だけだったとは限かぎらないじゃないですか！　上や下の階の人がカレーを作ってたっておかしくないはずです！」

「それはあり得えませんね。私はあなたの近所の方全員に聞いて回ったんです。その全員が、カレーなど作ってませんでしたし、匂いすら感じてないと言ってくれましたよ。ただ、彼女が焦がしてしまったジャムの匂いは全員が覚えてましたけどね。砂糖って焦がすと凄すごい匂いがするそうですから」

「そ、そんな……！」

「私が何を言いたいのかはお分かりでしょう。真実はこうなのではありませんか？

　失礼ながらあなたはその歳としで独どく身しんです、壁を一枚隔へだてた隣に美しい女性が住んでいるのを知り、寂さびしさからつい隠しカメラを仕し掛かけてしまったんでしょう。

　そして今回の事件が起こった。あなたは事件発生時刻のアリバイとして、隣人が怒鳴り合っているのを聞いたと証言した。確かに隣に住む女性は、事件があったと思われる時刻に男と言い争いをしていました。なぜあなたがそれを知ることができたのか？　それはその時あなたが自分の部屋にいたからではなく、隠しカメラの映えい像ぞうを見たからだったんです。

　映像を見れば隣室で何があったのかはすぐに分かったでしょう。しかし、漂ただよってくる匂いまでは分からない。だからあなたはカレーの匂いがしたなどとあり得ない証言をしたんだ。違いますか？」

「……だ、だからなんだと言うんだ！」

　もはや言い逃のがれはできぬと悟さとったのか、藤岡は開き直って言った。

「た、確かに私は隠しカメラを仕掛けはしました、それは認めます！　で、ですが、だからと言って私が事件現場に行っていたという証拠にはならないでしょう!?」

「ええ、確かにその通り。しかし、なぜあなたがわざわざそんなアリバイを作ろうとしたのか、その動どう機きには大いに興味がありますがね」

「そ、それは……あ、怪あやしまれないためです！　社長とは親しい仲だったし、変な疑うたがいをかけられるのがイヤだったんだ！　そのためにウソのアリバイを言ってしまったことは認めましょう！　だが私は事件現場に行ってはいない！」

　俺は人差し指を立たせ、チッチッチと舌打ちした。

「残念ながら藤岡さん。あなたが事件現場に行ったことを証明することができる証人が存在するんですよ」

「な……なんだと……!?」

「あなたも知っての通り、事件があったビルの一階には、休日の昼時ということもあってたくさんの人々がいました。あなたは気付かなかったのでしょうが、その中の一人が二階から降りてくるあなたをはっきりと見ていましてね」

　俺はチラリと傍聴席に目をやった。

　それが合あい図ずだった。傍聴席に座っていた皐さ月つきが、突とつ然ぜん勢いきおいよく立ち上がると同時にビシッと藤岡に指を突つきつけ、

「あたし見たわ！　絶ぜつ対たいにその人よ、間違いないわ!!」

「なっ……!!」

　藤岡の顔色が一いつ瞬しゆんにして青ざめる。

　傍聴席からざわめきが溢あふれだし、周堂裁判長は四回ほど木き槌づちを打ち鳴ならさなければならなかった。

「静せい粛しゆくに！　静粛に！　本官の命令に従したがえない人は、直ただちに退たい廷ていを命じます！

　それから、誰であろうと傍聴人は許可なく発言をしてはいけません！　山鹿弁護人、あなたも証言をさせたいのならあの少女を証人として証言台に立たせなさい。今のような不ふ意い打うち的なやり方は一いつ切さい認められませんよ！」

「裁判長、私が証人を呼ぶ必要はもうないようですよ。さて、藤岡さん」

　俺は親しげな笑えみを証言台に向けた。

「あらためて私が証人を喚かん問もんした方がよろしいですか？　私としては時間短たん縮しゆくのためにも、今すぐにすべてを白はく状じようして頂けた方がありがたいんですけどね。ま、少々手て間まがかかるだけで大した違いがあるわけでもありません。どちらでもお好きな方をお選び下さい」

　無む論ろん、テスト中の皐月があんなビルに行っていたわけがない。藤岡があの場所にいたというのも、状況から俺が勝手に推測したことだ。もしここで皐月を証言台に立たせるようなことになれば、窮きゆう地ちに立たされるのは俺の方だろう。

　だが、俺のハッタリは見み事ごとに功こうを奏したようだった。証人がいる以上、もはや言い逃のがれができないと悟さとったのだろう、藤岡は証言台に崩くずれ落ちた。

「う、う……分かりました！　認めます、確かにあの日、私は会社を訪おとずれました！　ですが、社長室には一歩たりとも入ってません！　その、処しよ理りしなければならない書類があったものですから、オフィスにある自分の机に行っただけなんです！」

「ではいくつか質問を。あなたがオフィスにいた正確な時間を教えて頂けますか？」

「た、多分午後一時五分から十分ぐらいです。そう長くいたわけではありません」

　そうだったのか。皐月を使ってごまかしただけでは時刻までは分からなかったのだ、これでようやく状況が浮うかんできた。

「では、金庫の金がなくなるという出来事があってからわずか一日後に、あなたの借金がすべて返へん済さいされたのはなぜでしょうか？」

「そ、それはもう答えたでしょう！　たまたま返済の日が重なっただけだって！」

「これ以上ヘタな言い訳わけはしないことをお勧すすめしますよ。金庫からなくなったと思われる三千万ものお金と、あなたの借金の額は一いつ致ちしていません。あなたの部屋を隅すみ々ずみまで捜そう索さくすれば、残りのお金が出てくるのではありませんか？

　昨日までのあなたにはアリバイもありましたし、なんら容よう疑ぎもかかっていませんでした。しかし今は状況が変わっています。検けん察さつも喜んで調ちよう査さしてくれるでしょうし、裁判所も家宅捜索の許可を出してくれることでしょう。

　借金のあったあなたは十二月一日の午後一時過ぎに事件現場に向かい、恐おそらく金庫から金を盗ぬすもうとしたんでしょう。しかし、そこにたまたま被害者がやってきてしまった。仕方なくあなたは被害者を殺さつ害がいし、金庫にあった金を奪うばって逃にげた。そうではないのですか？」

　藤岡は何か言い訳しようと口を開きかけ、そして何も言えずに黙だまり込んだ。

　傍聴席からのざわめきがいつまで経たっても収おさまらない。裁判長も俺と藤岡のやり取りに聞き入っているらしく、注意しようとしなかった。

「裁判長。弁護側はこの証人に対する捜査を行うよう要よう求きゆうしたいと思いますが」

「ふむ、確かにその要求の妥だ当とう性せいは否ひ定ていできませんな。東ヶ崎検事、どうですか？」

　裁判長は先ほどから一言も言わずに審しん理りの成なり行きを静観していた検察官を見た。

　……ふと思った。藤岡を問とい詰つめることに夢む中ちゆうになってる間はあまり気にとめなかったが、先ほどからあの男は異い議ぎ一つ唱となえずにじっと座っているだけだ。俺の主張した通りなら、新しい犯人が見つかって俺達が勝利を収めることになるというのに。検察側もすでに真しん相そうを悟り、俺に協力する気にでもなったのだろうか？

　やがて東ヶ崎が返事をしようと立ち上がりかけたその時だった。

「ま、待って下さい！」

　藤岡が傍聴席の雑音を打ち消すほどの大声で言った。

「そ、その、確かに私は比良野社長の死体は見ました！　ですが私は殺していません、本当です！　真相はこうなんです！　私と社長は弁護士に弱みを握にぎられてしまったあの会社を、もうたたもうとしていたんです！　それでその前に私と社長で会社の資産を横領しようとしたんです。ええ、金庫に三千万もの現金が入っていたのはそのためだったんですよ！　そして……言い辛づらいのですが、その金は盗まれたことにするつもりでした。その泥どろ棒ぼうの役目を……我われ々われは津路君に押し付けようとしたんです。彼は会社をクビになった時にマフラーを忘れていましたから、その、それを使って。そのために、わざわざ彼をオフィスに人のいない日曜の昼に呼び出したんです」

「ああそうですか。なるほど、大変よく分かりましたよ。ところがあなたと被害者は金の分配でもめ、それでついカッとなったあなたはその場にあったマフラーで被害者の首を絞しめたわけですね？」

「ち、違います！　私は電車の都つ合ごうで社長室に着くのが予定より少し遅おくれてしまったんです！　私が会社に着いた時には社長はすでに殺されてました！　ただ、金庫は開きっ放しで中身もそのままだったから、私が盗んで持ち帰ったんです！　お、お金は取りました、ですが社長を殺したのは私じゃありません！」

　なるほど、中々筋すじの通った言い訳だ。

「藤岡さん。これまでに散さん々ざんウソを言ってきたあなたの言葉に説せつ得とく力りよくがあると思っていらっしゃるんですか？」

「ほ、本当です！　社長はマフラーで首を絞しめられて殺されたんでしょう？　そもそも、そんなことは私には不ふ可か能のうなんです！」

「ほう。それはなぜですかな？」

　いささか意い地じ悪く問い返す。今いま更さらそんなことを言い出して誰が信じるものか。これ以上どんなヘタな言い訳をするのやら。

　藤岡は両手を胸の高さに上げ、開いたり閉じたりしてみせた。

「私はリウマチなんですよ！　指の関かん節せつがすっかりやられてしまって、物を強く摑つかむことなんてできないんです！」

「………………は？」

　我ながら素すっ頓とん狂きような声が口をついて出る。

　と、その時だ。

「山鹿弁護人に謹つつしんで申し上げよう」

　さっきから何も言わずに黙って座っていた東ヶ崎が悠ゆう然ぜんと立ち上がった。

「我々検察側が、なぜ借金という動機があったにも拘かかわらず彼に容疑をかけなかったのか──。君は少々誤ご解かいしているようだが、それは何も彼にアリバイがあったからではない。その理由は今語られた通り、彼にはマフラーで人を絞こう殺さつすることなどできないからなのだよ。この証人は確かにリウマチで、強く物を摑めない体であることを我々は確かく認にんしている。

　それに、事件現場にはわずかだが荒あらされた様子があった。しかし、手さえも満足に使えないこの証人が、体つきもがっしりとしている被害者と争い、絞殺するようなことは不可能なのだよ。

　裁判長閣下、ご覧らん下さい、彼のカルテです」

　東ヶ崎は分ぶ厚あついファイルから一枚の紙切れを取り出し、裁判長に手て渡わたした。

「山鹿弁護人、君も見せて欲しければ後で取りに来てくれたまえ」

「……ぐっ！」

　あの野や郎ろう、まさかそういう手で来るとは。ちくしょうめ、影野のヤツもなんでこういうことには気付かないんだ。

「ふむ……。確かに検察側の言う通りではあるようですな」

「裁判長閣下。本証人は窃せつ盗とう罪ざいを自白いたしましたので、確かに我々が拘こう束そくすべきでしょう。しかし彼が殺人を犯したのではないことは明らかです。審理の続ぞつ行こうを」

「よろしい。廷てい吏り、この証人を拘束なさい。弁護側は次の証人を喚問しなさい」

「ちょ、ちょっと待って下さい裁判長！　この証人の証言によりますと、被害者が殺害された時刻は、被告人が目撃された午後一時半ではなく、それ以前であったことは明めい白はくです！　となれば、この被告人が無む罪ざいであることも明白のはずです！」

「少し落ち着きたまえ、山鹿弁護人。言っておくが、私はなにも被告人が午後一時半に被害者を殺害したと主しゆ張ちようするつもりはまったくない。

　こうも考えられるのではないかね？　この証人が現場に到着するより以前に、被告人は現場に到着していたのだ。そして被害者を殺害した。だがそこへこの証人がやってきたため、慌あわてて姿を隠かくしたのだろう。そして目撃証言があった午後一時半にあらためて出て行ったのだ、そう考えれば何も矛む盾じゆんはなかろう？
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　弁護人のために再度申し上げておくが、被告人は凶きよう器きのマフラーを自分で捨すてるところを目撃されている。それに、この証人が人を絞殺することは身しん体たい的てきに不可能なのだ。

　さらにもう一つ付け加えよう。君が証明してくれたはずではなかったかね、被害者が殺されたのは午後一時だとする可能性も充じゆう分ぶんにあると」

　あ、あの野郎！　思わず机を投げつけてやりたい欲よつ求きゆうに駆かられる。

　まさかあいつ、俺が藤岡を犯人扱あつかいすることも、被害者が午後一時に殺された可能性を提てい示じしようとすることも、すべて予想済みだったとでも言うつもりか!?　俺はあいつの手のひらの上で、わざわざ死亡推定時刻を広げる手伝いをしただけだというわけか!?

　冗じよう談だんじゃない、俺は他人を踊おどらせるのは好きだが、踊らされるのは大嫌いなのだ！

「東ヶ崎検事、先日あなたはこう言ったはずではありませんでしたかな、予よ備び審しん問もんでは主張することはしない、と」

　裁判長が言った。すると東ヶ崎はさも心しん外がいだと言わんばかりに腕うでを広げ、

「私としましては弁護人がこれ以上おかしな勘かん違ちがいをせぬよう助じよ言げんしただけのつもりですが……分かりました、閣下がそうおっしゃられるのであれば以後は謹つつしみましょう」

　ゆ、許せん……。あまりにも許せん！

　俺をここまでコケにしやがったヤツは最近記き憶おくにない。到とう底てい収まりのつかぬ怒いかりが、俺の拳こぶしをプルプルと震ふるわせる。

　おまけに、現時点では俺に残されている手しゆ段だんもない。その事実がさらに俺の怒りに拍はく車しやをかけるのだった。

　だが、その時だった。

　俺の左手に何かが触ふれる感かん触しよくがあった。

　雪ゆき奈なの手だった。

「落ち着きましょう、善ぜん行こうさん。あの検けん事じさんが何を言ったって構かまわないじゃないですか、いつもみたいに最後に勝てればいいんですから」

　怒りで震える俺の手に、柔やわらかく温かい雪奈の手が重ねられる。

　不ふ思し議ぎなものだった。たったそれだけのことで、検事撲ぼく殺さつ事件でも起こしかねなかった俺の怒りはたちまち収まったのだ。

「そうだな、お前の言う通りだ」

　雪奈を安心させるために軽く笑いかける。そして、キッと裁判長を見み据すえた。

「裁判長、三十分ほど休きゆう憩けいとして頂けませんか？」

「……検察側、どうですか？」

「三十分で足りるのでしたらいくらでも」

　東ヶ崎は余よ裕ゆうぶった動作で「さあどうぞ」と言いたげに両手を広げた。

「よろしい、ではこれより三十分の休憩とします。ただし、弁護人と検察官は一度私の部屋へ来るように。では休憩」

　木槌が一度打ち鳴らされ、法廷はざわめきに包つつまれた。はて。俺と東ヶ崎に、裁判長が何の用だろう。

「なんで善行さんが呼び出されるんでしょう？　ひょっとして……伊い予よちゃんのことでしょうか？」

　雪奈が首を傾かしげる。俺もその推測には同感だった。

「さあな。ま、とりあえず行ってみるさ」

　厄やつ介かいなことに、心当たりはいくらでもあるのだ。

　俺は東ヶ崎と通つう路ろで鉢はち合あわせすることのないよう、少し間を空けてから法廷を出た──。




　　十二月六日　午前十一時十七分　裁判長控ひかえ室




　放ほう課か後ご職しよく員いん室しつに呼び出された学生のような気持ちで、裁判長がいるはずのドアをノックする。

「すいません、山鹿ですが」

「開いています。お入りなさい」

　ドアを押し開ける。

　裁判長が革かわ張ばりの椅い子すに座り、大きなデスクの上で手を組んで俺を待っていた。そして、東ヶ崎がそのデスクの前に立たされている。

　俺は無む言ごんのまま東ヶ崎の横に立った。まさにケンカをして職員室に呼び出された学生のようである。

「休憩時間も限られていますから手短に済ませましょう。

　あなた方二人を呼んだのは他でもありません、今日の審理のことです。ああ、そう硬かたくならなくてもよろしい。今更もう少し口を謹みなさいなどと言うつもりはありませんから。ですが、一つだけ確かめておきたいことがありましてね。

　さて、山鹿弁護人？」

「は、はい？」

「先ほど、傍聴席で少女が立ち上がり、証人を指差して〝この人だ〟と叫ぶという出来事がありましたね？　私はどうもあの少女には見覚えがあるのです。それも、あなたが弁護人を務つとめる裁判では必ずと言っていいほどに。私が何を言いたいかお分かりかな？」

「つまり、私があの少女に指し示じしてウソの証言をさせたとおっしゃりたいわけですか？」

「そう言うことになりますかな」

　少しギクリとなる。やはり気付かれていたのか。

　だがまあ、俺だってこの程度の事じ態たいは想そう定てい済みだ。ちゃんと言い訳わけも考えてある。

「裁判長。お言葉ですが、それはとんだ言い掛がかりです。確かに私はあの少女とは知り合いです。ですが、先ほどの出来事をよく思い出して下さい。私は藤岡という男を目もく撃げきした証人がいるとは言いましたが、それがあの少女であるとはただの一言も言っておりません。

　そして、あの少女は私の意い思しとは関係なく、勝手に立ち上がってこう言っただけです。〝この人です、間違いありません〟と。私があの少女に何らかの指示を行ったという証しよう拠こがどこにあるというのですか？　あの少女は私の意思とは関係なく、勝手に行動し、そしてそれを藤岡氏が勝手に勘かん違ちがいしたに過すぎないのですよ」

「それはあまりにも詭き弁べんが過ぎるというものではないかね？　私にはとてもではないがそう解かい釈しやくすることはできませんな。

　これは私の考えですが、山鹿弁護人、恐おそらくあなたは藤岡氏こそが真犯人であると推測したのでしょう。そして、それを自じ供きようさせるために罠わなを仕し掛かけた。これまでの法廷であなたがしてきたように。

　しかし、あなたは彼が殺人犯であったと立証することはできなかった。つまり、あなたは無実の人間に殺人の罪をなすりつけようとしたことになります。それも、ルール違い反はんを犯してまで。これはさすがに私にも許容できるものではありませんな」

「し、しかし裁判長。藤岡は窃せつ盗とうについて自供したではありませんか。それに、繰くり返しますが私は何ら違法な行為には及んでおりません。あれはすべてあの少女が勝手に行ったことで──」

「山鹿弁護人、まず言っておきますが、私は結果ではなく、過か程ていについて論ろんじているのです。それに、あなたがそうおっしゃるのなら事は簡かん単たんだ。あの少女にこの場に来てもらい、私自ら尋じん問もんしても構かまわないということですな」

　裁判長の眼がん光こうが鋭くなる。俺は二の句くが告げなくなってしまった。

　やばい。俺の考えでは、裁判長にこのことを問い質ただされる時にはすでに真犯人が明らかになっていたはずなのだ。そして被告人の無実が証明されることで俺の行為は正当化され、裁判長は多少機き嫌げんを損そこねつつも「二度とせぬように」と口こう頭とうで注意し、あとはめでたしめでたしとなるはずだったのだが……。

　どうやら俺の目もく論ろ見みは失敗したらしい。そして、裁判長の頭の中では俺が偽ぎ証しようをしたということがすでに事実となってしまっているようだ。

　この状況は相そう当とうにやばい。もしもこの場に皐月が呼ばれようものなら──あいつは自じ称しよう共きよう産さん主しゆ義ぎ者しやだが、権けん力りよく者しやには喜んで媚こびを売ろうとする性格の持ち主なのだ。おまけにあいつを買ばい収しゆうした値ね段だんは税ぜい込こみ一五七五円。いつ裏うら切ぎるか分かったものではない……。

「失礼ながら裁判長閣下、閣下は一つ事実を見落としております」

　俺は啞あ然ぜんとして隣を見た。答えあぐんでいた俺に代わって口を開いたのは──なぜか東ヶ崎のクソ野郎だった。

「ほう。何ですかな検事、その見落とした事実というのは」

「簡単なことです。私も閣下も、あの少女が本当に藤岡氏を目撃したのかどうか、それを肯こう定ていも否ひ定ていもできないということです。

　あの少女は〝この人だ、間違いない〟と言いました。それがもし本当にあのビルで藤岡氏を目撃していたことを指すとなれば、確かに法廷のルールに沿そった行こう為いではありませんでしたが、偽証でもなんでもないでしょう。それに、その結果として藤岡氏が窃盗罪を認めたことも我々は評ひよう価かすべきです」

　俺だけでなく、裁判長も啞然としていた。当然だろう。よりにもよって、なぜこの男が俺を弁護するのだ？

「そ、それは確かにその通りですが……。つまり東ヶ崎検事、あなたはあの少女を証人として認めるつもりなのですか？」

「もちろんです。証人、それも未み成せい年ねんの少女にウソの証言をさせたとなれば、偽ぎ証しよう罪ざいの適てき用ようはまぬがれますまい。そんなことになれば弁護士資格の剝はく奪だつは確かく実じつです、まさかご高名なる山鹿弁護士がそのような行為をするとはまったく考えておりませんよ」

　裁判長は数度目をしばたかせると、諦あきらめたようにため息を吐いた。

「ふむ。あなたがそのようにおっしゃるとは予想外でしたな。弁護側に加え、検察側にまでそう主張されるとなると、さすがに私もこれ以上は何も言えませんが……。東ヶ崎検事、本当によろしいのですか？」

「もちろんです、二に言ごんはありません」

「……ではよろしい、あの少女は正当なる証人であったと考えましょう。二人とももう下がって結構です」

　なんとか俺の首は繫つながったらしい。

　だが……俺はまさか、よりにもよって東ヶ崎に借かりを作ってしまったことになるのだろうか？




　東ヶ崎に続く形で裁判長の控え室を出る。

　通路に出るなり、東ヶ崎は俺の方を向き、

「一つ言っておくが、君が負おい目を感じるようなことは何もないからね」

「……どういうことだ？」

「おやおや、そう邪じや険けんにしないでくれたまえ。実は今回の事件ではどうしても君にお礼を言っておきたくてね。ありがとう、藤岡の窃盗を認める証言を引き出してくれて。これで捜そう査さに貴き重ちような人員を割さく手て間まが省はぶけたというものだ。

　我われ々われも窃盗については彼に強い疑いを抱いだいていたのだがね、なにしろ彼にはアリバイがあったし、事件現場に行ったという証明もできなかった。おかげでおおっぴらに捜査をするわけにもいかず、困っていたのだよ。それを君が見み事ごとに自供を引き出してくれたわけだ、いや、本当に感かん謝しやしているよ。さっき裁判長を相手に私が君を弁護したのは、この感謝のあらわれのつもりだ。君が私に借りを作ったなどと考える必要はまったくないからね」

　東ヶ崎は心しん底そこ嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そもそも、君が相手だったおかげで私はこんなにも楽ができたのだ。君とは是ぜ非ひこれからも長い付き合いをしたいものだよ」

「…………」

「おや、つれない態たい度どだな。まあいい、これ以上君の邪魔をしては迷めい惑わくだろう、では休憩時間も残り少ないはずだが、せいぜい頑がん張ばってくれたまえ」

　東ヶ崎はすっときびすを返して俺の前から立ち去った。

　……ここまでとは。まさかこの俺がここまでコケにされるとは！

　許せん。借りに思う必要はないだと!?　誰が貴様なんぞ手伝ってやるか！

　こいつは立りつ派ぱな借りだ。律りち儀ぎな俺としては、返してやらないと気がすまない。それも、たっぷりと利り息そくをつけて！







[image: 第六章　突破口]







　　十二月六日　午前十一時二十四分　地方裁さい判ばん所しよ弁べん護ご側がわ控ひかえ室




　控え室に戻もどると、影かげ野のと雪ゆき奈な、それに津つ路じとおまけの皐さ月つきが安物の椅い子すに座すわって俺おれを待っていた。

　俺の怒いかりはまだ収まっていなかったが、雪奈の前でカリカリしているところを見せたくもない。俺はさっきの雪奈の言葉を思い出し、つとめて冷静に振舞おうと試こころみた。そう、どうせ最後に勝つのは俺なのだ。東とうヶが崎さきのクソ野や郎ろうにも今は好きに言わせておけばいい──。

　雪奈は俺の姿すがたを見ると、心配したように駆かけ寄ってきた。

「善ぜん行こうさん、大だい丈じよう夫ぶでしたか？　その、やっぱり伊い予よちゃんのことで……？」

「いや、そいつは問題なかった。多少裁判長に問い詰つめられたがな、お咎とがめはなしさ」

「そうですか、良かったぁ……」

　ほっとしたように胸を撫なで下ろす。まさか東ヶ崎に助けられたとは死んでも言えない。

　とにかく雪奈の方は納なつ得とくしてくれたようなので、現在直ちよく面めんしている問題の方に目を向けることにする。

「なあ、津路？」

「は、はい、何でしょう」

「お前、本当に殺してないんだろうな？」

「い、今いま更さら何を言うんですか！　僕は殺してません、ほんとですってば！」

「じゃあ検けん察さつが言ってたように、午後一時頃に現げん場ばに行ったってこともないんだな？」

「ええ、もちろんです！　僕は元々一時半に来いって言われてたんですから」

「それを証しよう明めいすることはできるか？」

「そ、それは無む理りですよ。アリバイも何もありませんし……」

「……ま、そうだろうなあ」

　しかし──ふと思い出せば、こいつも結けつ構こう俺にウソをついてきたのだ。俺がもっともアテにしていた犯人候こう補ほは除じよ外がいされてしまい、目もつ下か他ほかに怪あやしい人物は一人もいない。状じよう況きようからすると、やはりこいつが犯人じゃないかという気がしないでもない。

　いやいやいやそれではダメだ、東ヶ崎に敗はい北ぼくを認めたことになる。あいつの天てん狗ぐよりも高くなった鼻をへし折ってやるには、なんとしてでも津路以外の真犯人を探し出さねばならないのだ。

　……いや、もちろん俺は東ヶ崎への私し怨えんよりも津路のことを優ゆう先せんして考えているんだが。

「ふ、どうやら手て詰づまりみたいね！　じゃあそろそろあたしの出で番ばんね！」

　とその時、なぜか皐月が無ない胸を張はって意味もなくふんぞり返った。

「一いち応おう言っとくがな、皐月。ここは関係者以外立ち入り禁きん止しなんだが」

「何言ってんのよ！　あたしに会ったこともない証人に指突つきつけて〝この人よ！〟だなんて言わせたのはどこの誰っ!?　あたしは充じゆう分ぶん関係者よ、それともこのこと検察側にバラされてもいいの!?」

「……ぜ、善行さん。やっぱりあれってヤラセだったんですか？」

　雪奈が少しいぶかしげな目で俺を見る。

「いや、そんなことはないさ」

　しれっと裁判長に弁べん明めいしたのと同じ解かい説せつをしてやる。あれはヤラセでも違い法ほう行こう為いでもなんでもない、俺は藤ふじ岡おかを目もく撃げきした証人がこのガキであるとは一言も言ってないし、こいつはただ勝手に立ち上がって〝この人だ、間違いない〟と言っただけだ──。

　さすがに今度は裁判長を相手にするわけではなかったので、説せつ得とくは楽だった。

「む、むむむむむ……」

「…………。た、確かに言われてみるとそうですけど……」

　皐月は頰ほおを膨ふくらませ、雪奈は頰を引きつらせた。

「だろ？　ま、そういうわけだから皐月、大声で泣き喚わめくなり好きにしてもらっていいぜ。出て行かないならせめて静かにして俺達の邪じや魔まをするな。あと二十分でこれからどうするか考えなきゃならねーんだからな」

「むー！」

　さらに頰を膨らませるガキを無む視しし、俺は影野に言った。

「影野、今日の裁判傍ぼう聴ちようしててなんか気付いたことでもないか？」

「さあな。そんなもんがありゃ、とっくにお前に売りつけてるさ。高たか値ねでな」

「……貴き様さま、まだたかり足りないのか、このロクでなしめ」

「自分の能のう力りよく提てい供きようの見返りとして報ほう酬しゆうをもらう──それがプロってもんだろ。機き会かいがあればいくらでも分ぶん捕どってやる」

「この恩おん知しらずが。大体な、お前が藤岡は物を強く摑めない体だったってことを調べてりゃ、俺は今日の法ほう廷ていであれだけコケにされることもなかったんだぞ」

　影野は肩をすくめ、

「ま、今回はそれだけお役人どもの手て際ぎわが良かったってことだ。過すぎたことはもう忘れて未来への一歩を踏ふみ出すべきだな」

　俺は影野を恨うらむべきか東ヶ崎を恨むべきかで一いつ瞬しゆん迷った。

　と、俺が事件とは関係のない考え事をしていると、

「あの善行さん、時間がある内に一度事件を頭から考え直してみてはどうでしょうか？」

　雪奈が非ひ常じように建けん設せつ的てきな提てい案あんをした。

「あ、それいいわね！　今回あたしテストのおかげでほとんど状じよう況きよう知らないし。善ぜん行こー、詳くわしく解かい説せつしてよ」

「お前に教えてやることに意味があるとは思えんが、ま、雪奈の言う通り事件をもう一度見直すってのは最さい善ぜんの方法だろうな」

「むかむかむか……。あんたねえ、今回の裁判めちゃくちゃてこずってるんでしょっ、それがなんでか分かる!?　あたしの力を借りてないからよ！　これまでの裁判だってあたしのおかげで勝てたようなもんなんだし、ここは恥はじを忍しのんであたしに頼たよりなさいよ!!」

　こいつは案あん外がい弁護士に──いや、詐さ欺ぎ師しに向いているのではないだろうか。よくもまあここまで話を飛ひ躍やくさせることができるものだ。

「ええい、時間がねえんだ、ガキはほっといてとにかく一度事件を洗い直すぞ。全員聞いてくれ、ことの発ほつ端たんは先月の末のことだ──」

「……散さん々ざん話を脱だつ線せんさせたのはお前の方だと思うが」

　ポツリと言った影野の言葉は、当とう然ぜん聞こえなかったことにした。




　株式会社ツリーストラクト。これが今回の事件の舞ぶ台たいだった。被ひ害がい者しやはその会社の社長、比ひ良ら野の正せい一いち郎ろう。

　元々この会社は、若い人達を対たい象しように、〝自分への投とう資し〟という名目で高価な教材を買わせたり、〝我わが社は素す晴ばらしい〟と洗せん脳のうするためのセミナーに出席させたりと、人の恨うらみを買うようなことばかりやっていた。今回の事件で被ひ告こく人にんとなる津つ路じ武たけしも、その洗脳セミナーの成せい果かか、ツリーストラクトに心から忠ちゆう誠せいを誓ちかっている一社員だった。だが、俺が原はら田だの依い頼らいで会社に介かい入にゆうしたこともあって、津路はツリーストラクトから解かい雇こされた。それが先月の終わりのことだ。

　明けて今月十二月一日の日曜日、時じ刻こくは午後一時半。津路は会社へ来いと比良野に呼び出された。用向きは、支し給きゆうされていなかった退たい職しよく金きんの支し払はらいについてのことだったという。津路は言われた時刻に会社へ到とう着ちやく。だが、その社長室で見つけたのは、比良野の絞こう殺さつ死体だった。

　事件現げん場ばの部屋は暁あかつきビルの二階の南西にあった。部屋にはデスクに椅い子す、棚たなや金庫などが置かれていた。また、床ゆかには筆ひつ記き用よう具ぐが散ちらばっているなど、わずかに荒あらされた様よう子すも見受けられた。なお、金庫の扉とびらは開けっ放しになっており、中に入っていたはずの現金が行方ゆくえ不ふ明めいになっているという。

　比良野は部屋のほぼ中央に仰あお向むけになって倒たおれていた。死因は絞殺で、その首にはマフラーが巻きつけられていたのだが、それは津路が会社に置き忘れていたものだった。そして、その死体を見つけてすっかり気が動どう転てんしてしまった津路は、死体からマフラーを取り去り、ビルの裏にあるゴミ置き場に捨すてるという愚ぐ行こうに走ってしまったのだ。厄やつ介かいなことに、その間の行動は、二階で掃そう除じをしていた山やま根ね静しず枝え、ビルの裏うらにいたホームレスの後ご藤とう文ふみ博ひろ、この二人に目もく撃げきされてしまっている。

　さて、ここからが少々ややこしい。津路はマフラーを捨てた後、ビルを出て俺に弁べん護ごを依い頼らいすべく連れん絡らくをよこした。しかし、慌あわてた様子でビルから出てくる津路の姿すがたを、一人の男が目撃していたのだ。

　その男の名前は原田明義。俺に津路とツリーストラクトとの関係を絶たつよう依頼してきた人物だ。二人は高校時代からの親しい付き合いがあり、互たがいのことを見み間ま違ちがえることなどまず考えられなかった。

　原田は津路が飛び出してきたビルの中にツリーストラクトのオフィスがあることを知っていた。津路の様子を不ふ審しんに思った原田は、また何か揉もめ事があったのかといぶかしみ、単身ビルの中へと入ってしまう。そして比良野の死体を発見、警察へ通つう報ほうしてしまったのだ。

　ちなみに、俺も津路から話を聞いてすぐに警察へ通報したのだが、因幡いなば刑けい事じをからかったりと余よ計けいな時間を食ったためか、原田の通報の方が早かったらしい。まあほんの数分の差だったらしいし、いずれにせよ警官が派は遣けんされたのは同じだから大した問題ではないが。

　そして警察による捜そう査さが開始される。だが、それに先立って俺はある小こ細ざい工くを弄ろうしていた。それは、一番の容よう疑ぎ者しやとされるであろう津路の存そん在ざいを隠かくしておき、時間を稼かせぐことだった。しかし警察は、その時は俺も存在を知らなかったもう一人の通報者、原田に事じ情じよう聴ちよう取しゆを行い、あっさりと津路のことを知ってしまったのだ。東京から赴ふ任にんしてきたばかりだという東ヶ崎検けん事じの指し揮きもあり、津路の犯罪を裏うら付づける証しよう拠こと証言──捨てられていた津路のマフラーと、そのマフラーを捨てるところを目撃した証人──もあっさりと見つかってしまい、津路は即そく日じつ逮たい捕ほ・起き訴そされることとなったのだ。

　状じよう況きようはこんなところだろう。なお、白ブタ博士の死体所しよ見けんによれば、被害者の首にあった絞こう殺さつ痕こんにはかきむしったような痕こん跡せきがないことから、犯人は恐らく被害者の正面から首を絞しめたと推すい測そくされるという。また、死亡推定時刻は午後一時半。とはいえ、午後一時に殺された可か能のう性せいも充分にある。

　その後、影野の調ちよう査さで、ある事実が判はん明めいした。事件現場にあった金庫には、なんと三千万もの現金が入っていたというのだ。普ふ段だんはせいぜい数百万ぐらいしか入っていないらしいが、事件のあった日に限って、それほどの大金が用意されていたらしい。故こ人じんとなった比良野の言葉によれば、近々大きな取とり引ひきがあるということだったが、冷静に考えても三千万もの現金が必要な取引など考え付かない。

　さらに、もう一つ重じゆう要ような事実がある。ツリーストラクトの副社長、藤岡陽よう一いち。こいつにはなんと一千万もの借しやつ金きんがあり、しかもその借金は事件があった翌日に全額返へん済さいされていたというのだ。

　こんな話を聞かされれば誰だれもがこう考えるだろう。藤岡は借金を返済するために会社の金庫から金を盗ぬすみ、そしてその時に比良野と何か揉もめ事があり、つい殺してしまったのだと。

　だが、藤岡には一つ持じ病びようがあった。それは極きよく度どのリウマチで、そのために藤岡は物を強く摑むことができない体だった。つまり、マフラーを使っての絞殺など不ふ可か能のうだと言うのだ。検察側はこのことを当初から知っていたため、捜そう査さの初しよ期き段だん階かいから藤岡を容疑者から外していたらしい。とはいえ、藤岡は今日の法ほう廷ていで十二月一日の午後一時過ぎに現場に赴おもむき、金庫から金を盗んだこと、死体を見たことは認めている。

　一応、藤岡の言い分はこうだ。

　藤岡と比良野は、弁護士である俺に目をつけられてしまったツリーストラクトの末まつ路ろを悲ひ観かんし、会社をほっぽりだして逃げ出すことにしたのだという。それも、会社の資し金きんを持ち逃げして。そのために社長自ら架か空くうの取引をでっちあげ、三千万もの現金を金庫に入れておいたのだ。

　もちろん、ただ会社の金がなくなったとなれば自分達が怪あやしまれてしまう。そこで二人が目をつけたのが──つい先日、問もん答どう無む用ようで会社をクビにされた津路の存在だ。

　客きやつ観かん的てきに見れば、津路はツリーストラクトという会社に恨うらみを抱いだいても当とう然ぜんという立場にある。さらに津路は、会社を追い出される時に自分のマフラーを置き忘れていた。それらの条じよう件けんを利用することによって、二人は津路に窃せつ盗とうの濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしたのだ。そのために津路を人ひと気けのない日曜の昼間に会社に呼び出した──ということらしい。一応、この説を否ひ定ていするような証拠も証言も出ていないし、事件があった日に限って三千万もの大金が金庫にあった理由も裏付けられるのだが……。




「ふーん、それが分かってること全部？」

「ああ。まあこんなところだな」

「は～。それだけ情報があるってのに、あんたまだ犯人の目星がついてないわけ？」

　皐月は小こ馬ば鹿かにしたように言った。さすがの俺も少々カチンと来る。

「ほほーう。じゃあお前には犯人が分かったんだろうな？」

「ふ、当然じゃない！　自分への投とう資しを名めい目もくに金を巻き上げる会社、まったく姿を見せない容疑者……。この二つから考えられる推すい理りはたった一つしかないわ！」

　あまりにも毅き然ぜんとした態たい度どで自信満まん々まんに言う。

　……こいつは以前にも、ごく稀まれにではあったが目の覚めるような鋭するどい指し摘てきをすることがあった。信じられないことだが、まさか本当に俺ですら見当もつかない犯人が分かったのだろうか……？

「な、なら聞かせてもらおうじゃないか。犯人は誰だってんだ？」

「ふっ」

　皐月はばばーんと指を突きつけた。

「知れたことよ、大ロシアの偉い大だいなる諜ちよう報ほう機き関かん、ＫかーＧげーＢべーの特とく殊しゆ工こう作さく員いんに決まってるわ！」

「…………。は？　かぁげぇべぇ？」

「いいこと、ツリーストラクトって会社がどんな商売をしてたか思い出しなさい！　投資って言葉に釣つられて一ひと儲もうけしたいって考えたバカな連れん中ちゆうからお金を巻き上げてたんでしょ!?　これがどういうことか分かる？　つまりあの会社は、悪あしき資し本ほん主しゆ義ぎに染まったこの国を内部から貶おとしめるべく、大ロシアが密ひそかに作り上げた秘ひ密みつ結けつ社しやだったのよ！　ところが、せっかく会社はうまくいってたのに、よりにもよってあんたみたいな資本主義の悪あく徳とく弁護士に目を付けられてしまった。このままでは会社の秘密も露見してしまう。だからＫＧＢは捜査の目が本国にまで及およぶことのないよう、すべての事情を知る比良野を口くち封ふうじのために殺さつ害がいしたのよ！　すべての状じよう況きようがそれを裏付けているわ！」

　……一いつ瞬しゆんでも期待した俺が大馬ば鹿かだった。

「い、一応訊きいておくが、じゃあ犯人は今一体どこにいるんだ？　そもそもだ、誰かが侵しん入にゆうしたような形けい跡せきだってまったくないんだぜ？」

「ふっ、甘あまいわね。天下のＫＧＢが事を為なすのに一つでも証拠を残すと思う？　誰も侵入した形跡がない──それこそがＫＧＢの犯行だったと裏付ける何よりの証拠なのよ！　今頃姿なき暗あん殺さつ者しやは報酬としてキューバでバカンスでも楽しんでるんだわ！」

「……時間のムダだったな」

「むっ！　何よ、このあたしのすべての状況に適てき合ごうする推理を否ひ定ていするつもり!?」

「そんな説で納なつ得とくする陪ばい審しん員いんがいるなら会ってみたいぜ……」

「む～！」

　皐月はまた何か抗こう議ぎの声を上げたが、もはや付き合ってやる暇ひまも義ぎ理りもない。無む視しして影野に尋たずねる。

「お前はどう思う？　なんか気付いたことはないか？」

「さてな……。ま、状じよう況きようからするとやはり藤岡が犯人だとしか思えんが」

　結けつ局きよくそうなるのか。俺は続いて雪奈に視し線せんを向けた。すると彼女も頷うなずく。

「ええ、私もそう思います。動どう機きも殺すチャンスもあったんですし、それだけ状況証拠が揃そろってるとなると……。でも、藤岡さんは手に障しよう害がいがあって絞殺なんか無む理りなんですよね……？」

「ああ。結局そこで振ふり出しに戻っちまうんだよな……」

「まあ待てよ山鹿」と、影野。「俺はどうも気になってたんだがなあ。なんでお前は今回、よりにもよって検察側の言うことを鵜う吞のみにしてんだよ？」

　何を言っているのか、一瞬理解できなかった。

「……どういうことだ？」

「単純なことだろ、確かに藤岡は強く物を摑めない病気なのかもしれん。だから人を絞殺するのは無む理りとされて、検察側も容疑者から外した。

　だが、人の言うことを鵜吞みにしてやる道どう理りなんてないだろ？　手を使わずに絞殺する方法なんざ、探せばいくらでもあるだろう」

「あ、そうですよ善行さん！　たとえば共犯者がいたとか、あるいは……えっと、何か道具を使ったトリックがあったとか！」

「……ふむ。そういえばそうだな」

　人の言葉を鵜吞みにして考える必要はない──言われてみれば確たしかにその通りだ。東ヶ崎のクソ野郎がいつも正せい論ろんばかり吐はきやがるので、そんな単純なことさえ忘れてしまっていた。これはその前ぜん提ていで、もう一度状況を考え直す必要があるだろう。

　俺の立てたもっとも可能性のある仮か説せつ──それはこうだ。まず藤岡が比良野を殺害、そこへ津路がやってきてマフラーを取って立ち去り、最後に原田が現場を訪おとずれ、警察へ通報──。

　しかし、物を強く摑めない藤岡が、どうすればマフラーで人を絞殺できるのか？　あの現場に、何かトリックを仕掛けたような様子はあっただろうか？　皐月を使って藤岡にカマかけた時のことを思い出す。藤岡のあの反はん応のうから見ても、共犯者がいたとは思えない。現場付近にいたのはせいぜいあの掃除係のばあさんぐらいのものだし……。

　いや待てよ。そうだ、人の言葉を鵜吞みにして考える必要はないのだ。とするとだ──。俺が行き当たりばったりに様々な可能性を検けん証しようし始めた。

　その、わずか数秒後のことだった。

「…………ま、まさか」

　ある仮説が浮うかび上がった。

　い、いや、いくらなんでもそれはないはず……。そうだ、そもそもそんなことをする必要がない。……い、いや、待てよ、あいつに必要がなかったとしても、相手側にあったら……？

　新しく浮かんだ仮説。それは、確かにすべての状況証拠に当てはまりうる現実性を帯おびた仮説だった。

　しかし、あまりにも突とつ飛ぴ過ぎた。自分で否定し、すぐさま頭から振ふり払おうとする。

　無理だった。

「お、どうした山鹿。何か考え付いたのか？」

　俺は影野を無視してカバンから一束の書類を取り出し、読みふけった。

「……何読んでんだ？　ああ、原田の供きよう述じゆつ調ちよう書しよの写しか」

　書いてある内容を確かく認にんすると、携けい帯たいを取り出して原田の番号を呼び出す。

『はい、もしもし？』

「俺だ、山鹿だが」

『ああ山鹿先生。どうしたんですか、俺に電話なんて。それに、裁判の方もあんなことになってましたけど、津路のヤツは大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？』

「原田さんよ、そのことであんたに助けてもらいたいことがある。あんた、警察から事情聴取は受けたが、事件現場の様よう子すについてはあんまり供述してないよな？」

『ええ。死体を見つけた後、すぐに部屋を飛び出てしまいましたから。現場の様子はあまり覚えていないって言ったら向こうもあまり質問しませんでしたよ』

「なるほどな。なあ原田さん、俺は今、警察が到とう着ちやくするよりも早く事件現場の様子を見た証人を探してるんだ。この休きゆう憩けいが終わったら弁護側証人としてその時のことを詳くわしく証言してくれないか？」

『それは構いませんが……さっき言った通り、俺は現場のことはあまり詳しく覚えてませんよ？』

「ああ、それは分かってる。だが俺が考えている通りにいけば、真犯人を明らかにできるはずなんだ。なんとかその時のことを思い出して欲しい」

『な、なんですって!?　分かりました、どこまでできるか分かりませんが、そういうことでしたら喜んで協力しますよ』

「頼たのむ。じゃあ後で」

　俺は携帯を切ると、置いてあった椅子にどっかりと座り込んだ。

「ねえ、今の誰にかけたのよ？　あんたの顔見れば、またなんかロクでもない企たくらみを思いついたのは分かるけど」

「さあな、そいつは見てのお楽しみだ。それより皐月、もう一つ手伝ってもらうことができた」

「へぇー？　ま、いいけど。高いわよ……？」

　俺はサイフから五千円札を取り出すと、皐月の手に押し付けた。

「文もん句くねえな？」

「……やけに気前がいいのね。それで、手伝って欲しいことってなによ？」

　俺はニヤリと笑った。皐月と俺がグルだということを知らないヤツは、まだいるのだ。東ヶ崎め、俺を散さん々ざんコケにした報むくいは受けてもらおう。




　　十二月六日　午前十一時四十五分　地方裁判所第一法廷




　裁判長は審理の再開を宣せん言げんすると、俺の方を見やった。

「山鹿弁護人、準じゆん備びはよろしいですか？」

「はい裁判長。問題ありません」

　俺が自信満々に言ったのが気になったのか、東ヶ崎の眉まゆがピクリと動いた。

「結けつ構こうです。始めて下さい」

「事件現げん場ばを目撃している原田氏を証言台に」

　あらかじめ連れん絡らくしていたこともあってか、原田は慌あわてることもなく証言台に立った。

「原田さん、あなたは十二月一日の午後一時半頃、友人である被告人が、ツリーストラクトのオフィスがある暁あかつきビルから落ち着かない様子で出てくるのを見たんですよね？」

「はい」

「そのことを不ふ審しんに思い、ビルの中に入ったんでしたよね？」

「はい」

「そして事件現場で被害者の遺い体たいを発見した？」

「ええ、そうです」

「では原田さん、よろしければ目を閉じて頂いただけませんか。その時の状況を詳しく思い出して欲しいのです」

　原田は少し戸と惑まどう様子を見せたが、すぐ言われた通りにした。

「あなたが社長室に入った時のことをよーく思い出して下さい。いいですか？」

「はい、大丈夫です。部屋に入ったわけじゃないのであまりはっきりとはしないかもしれませんが……」

「結構です。ではまず、被告人を見かけてビルに入ってからのあなたの足取りを教えて下さい」

「私はすぐに二階に向かいました。以前にもツリーストラクトのオフィスを訪おとずれたことがありましたから、場所は知ってたんです。そしてオフィスに着いたのですが、日曜だというのにドアが開いてたものですから、やはり誰かいるんだと思い、声をかけてみました。ですが反応がなかったので中をのぞいてみたんです」

「そして死体を発見した？」

「ええ、そうです」

　俺はいつもよりも早いペースで、矢や継つぎ早に質問を飛ばした。

「部屋の様子を詳しく証言して下さい。事件現場の部屋にはどんなものが置かれていましたか？」

「ええと、まず仕事用の大きな机、それに椅子がありました。部屋の隅すみに大きな棚が一つ……中には本や彫ちよう像ぞうなんかが飾かざられていました。それから金庫と……何かの植物が置かれていました。ヤシの木のような……」

「金庫はどんな様子でしたか？」

「閉じられていました。特におかしな様子はなかったと思います」

「では次に、被害者の様子について詳しく証言して下さい。被害者はどこに倒れていましたか？」

「はい。部屋の中央──デスクの前の床ゆか辺りです」

「どのような格かつ好こうでしたか？」

「仰あお向むけの状じよう態たいで倒れていました」

「死体のことで、他に何か覚えていることはありませんか？」

「ええと、そうですね、首にマフラーが巻きつけられていたくらいでしょうか」

「部屋に荒らされた様子はありましたか？」

「ええ、ペン立てとその中身らしきものが床に散らばっていました」

　やはりそうだったのか。もはや間違いない。

　俺は意い図と的てきに口をつぐんだ。

　これから述のべる俺の言葉にインパクトをもたせるためと、自分の考えをまとめるためでもあった。

　何も言わない時間が続いたためか、傍ぼう聴ちよう人にん達が何事かとざわめき始め、原田はどこか不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげる。

　充じゆう分ぶんな間を空けてから、俺は沈ちん黙もくを破やぶった。




「原田さん。被害者を殺したのはあなただったんですね？」




　まず沈黙の帳とばりが法廷を包つつみ込んだ。

　だが傍聴人達は、俺の言葉の意味を理り解かいし始めると途と端たんに騒さわぎ始めた。誰もが一様にいきなり何を言い出すんだと首を傾げ、あの東ヶ崎でさえ珍めずらしく呆あつ気けに取られている。

「ちょ、ちょっと、いきなり何を言い出すんですか？　一体何を証拠に俺を人殺し扱いするんです!?　そもそも、俺は一歩たりともあの部屋に入ったことはないんですよ!?」

　原田は舌をもつれさせながら言った。

「原田さん。私は先ほどあなたに事件現場の様子を事こと細こまかにお尋たずねしましたね？」

「え、ええ」

「私はあなたにこうお尋ねしました。現げん場ばにあった金庫の様子はどうだったかと。あなたはこう答えました。金庫は閉じられており、変わった様子はなかったと。

　しかし、それはおかしいんです。金庫が置いてあるのはデスクの後方です。私は事件現場に入った時に確認しました。あの金庫はデスクが邪魔になっていて、部屋に入らない限り視界に入ることはないんです。それにもう一つ、警察が現場に到とう着ちやくした時には金庫は開いていました。そして、金庫を開けたのは藤岡氏ただ一人。ですが、彼が現場に到着したのは午後一時過ぎですし、その時すでに被害者は死亡していたと証言しました。

　つまり、あなたは藤岡氏よりも先に現場に立ちいっていたことになる」

「そ、そんな！　た、たかが金庫のことを見み間ま違ちがえただけじゃないですか！」

「いえ、それだけじゃありませんよ。私はさっきあなたに遺体について何か覚えていることはありませんでしたか、と尋ねましたよね？　それに対しあなたはこう答えた。首にマフラーが巻きつけられていた、と」

「あ……。あっ!?」

「そんなことがあるはずがない。仮に検察側の言った通り、被害者を殺害したのは被告人だったとしましょう。しかし、被告人は遺体からマフラーを取り去っていったのです。つまり、あなたがマフラーを見ることは絶ぜつ対たいにない。にも拘かかわらず、あなたは被害者にマフラーが巻きつけられていたと言った。それはなぜか……？」

　俺は原田に指を突きつけた。

「あなたが殺したからですよ。あなたは被告人がビルから出てくるのを見てツリーストラクトのオフィスへ向かったと言った。しかしそれはウソだったんだ。あなたは被告人よりも藤岡氏よりも先に現場に行き、被害者を絞殺したんでしょう」

「異い議ぎを申し立てます裁判長閣かつ下か！」

　東ヶ崎はバンと手のひらを机つくえに叩きつけ、かつてないほどの勢いきおいで立ち上がった。

「裁判長閣下、この証人は弁護人による極きわめて悪質な誘ゆう導どう尋じん問もんにひっかかったに過すぎません！　誰であれ言い間違いはあります。それに、はっきりと現場を見たわけではなく、曖あい昧まいな記憶に頼たよって証言しているのなら尚なお更さらのことです。

　ところが弁護側は、その程てい度どの言い間違いをまるで鬼おにの首を取ったかのように必要以上に強きよう調ちようし、無む実じつの人間に殺人の罪つみをなすりつけようとしている！　このような行こう為いは到とう底てい容よう認にんできるものではありません！　一いち連れんのやり取りはすべて記録から削さく除じよした上で、弁護側には裁判長閣下より何らかのペナルティを科かすべきです！」

「そ、そうです、その人の言う通りです！　た、確かに被害者の首にマフラーが巻きついていたとは言ってしまいましたが、俺は現場を少し見ただけですから記憶は曖昧なんです！　この裁判でマフラーで絞殺されたという話を何度も聞きましたから、ついそう答えてしまっただけなんです！」

　俺は二人を無視して裁判長に言った。

「はて、私の質問のどこに誘導的な尋問があったでしょうか？　私は前もって言ったはずです、目を閉じて現場を見た時のことをよーく思い出して下さいと。それに、私は被害者の様子について質問しただけですよ。被害者の様子はどうだったか、と。首にマフラーが巻きつけられていたと答えたのは、どう見てもこの証人の自じ主しゆ的てきな発言であることは明らかでしょう」

　裁判長は明らかに戸と惑まどっている様子だった。

「……確かに一連の証人の言動を見聞きした範はん囲いでは、弁護側の主しゆ張ちようすることも分からないではありませんが……。とすると山鹿弁護人、あなたはこの証人こそが被害者を殺害したと主張するわけですよね？」

「その通りです」

「ふむ、しかし検察側の言う通り、証言を言い間違った程度の根こん拠きよで人を殺人者扱いするわけにはいきません。他に何か証拠となるようなものはないのですか？　そもそも、仮にあなたの言った通りだとすれば、この事件は一体どのような経けい緯いで発生したというのでしょう？」

「ではまず事件が発生した経緯についてご説明しましょう。私はこう考えております。

　被害者である比良野氏は、先の藤岡氏の証言通り、二人で金庫の金を山分けにするつもりだったんでしょう。そしてその金は盗まれたことにするため、人ひと気けのない日曜日の昼間に被告人を会社へ呼び出し、濡ぬれ衣ぎぬを着せようとした。恐おそらくそれも事実でしょう。

　そして事件のあった日、被告人が到着するより早く比良野氏と藤岡氏が金庫のある社長室へ向かいます。しかし、ここで二つのアクシデントが起こりました。まず第一に、藤岡氏の到着が遅れてしまったこと。そして第二に、比良野氏が金庫を開けて準備をしている時に、ある人物が唐とう突とつに部屋に入ってきたことです。それこそが──」

　俺は証言台を指差した。

「原田さん、あなただったんです。

　私は先日あなたから依い頼らいを受けました。被告人とツリーストラクトという会社との縁えんを切ってくれとね。私はその依頼を実じつ行こうし、被告人は会社をクビにされました。ですが退職金や、これまでに支払ったセミナーの受講料、教材費の返へん済さい等とうは一いつ切さいありませんでした。

　被告人のことをそれほどに心配しているあなたのことです。これは恐らく偶ぐう然ぜんだったのでしょうが、あなたは日曜日にたまたま会社へ入っていく比良野氏を見かけたのではないですか？　そしてその後を追い、せめて退職金だけでも支し払はらうよう要よう求きゆうしようとしたのではないですか？」

「さ、裁判長閣下！　このような根拠のない推すい測そくに耳を貸かす必要はありません！」

　しかし、裁判長が耳を貸さなかったのは東ヶ崎の方だった。

「弁護人、続けて下さい」

「はい裁判長。

　その時そこで何が起こったか、その詳しよう細さいは知る由よしもありません。恐らく、比良野氏の方がまずい場面を見られたと追い詰つめられていったんでしょう。何しろ、せっかく自分の権けん限げんで金庫に三千万もの大金を用意し、被告人に濡れ衣を着せる準備も調えていたんです。その日の機き会かいを逃せばすべてが無む駄だになってしまう。とにかく、あなたにずっとその場にいられてはまずかったんです。そして──追い詰められた比良野氏は、あなたに襲おそい掛かかったんでしょう。

　比良野氏はかなりがっしりとした体の持ち主でした。不ふ意いを突つかれて劣れつ勢せいに立たされたあなたは、揉もみ合いの末、たまたま現場に落ちていたマフラーを使い、被害者の首を絞しめたんです。間ま違ちがいなく正せい当とう防ぼう衛えいだったんでしょう。現場に少々荒あらされた跡あとがあったのはそのためです。

　あなたは怖こわくなってその場から逃げ出した。そこへ藤岡氏がやってきて、被害者の死体を発見した。借金のあった彼はその状況を利用し、金庫の金を盗んだのです。

　そして最後にやってきたのが被告人です。しかし被告人は死体を見て動どう転てんしてしまい、首に巻きつけられた自分のマフラーを取ってその場から逃げ出してしまった。そして彼が慌あわただしくビルを出て行くところも、あなたは見ていたのでしょう。人を殺してしまい、気が動転していたあなたは、自分に容よう疑ぎがかからないようにするため、思わずそのことを警察に言ってしまったのです」

　俺がすべての推測を話し終えると、法廷はしんと静まり返った。だが、中にはまだ不ふ審しんげな顔をしている人間もいる。

　その筆ひつ頭とうが、この男だった。

「い、いい加減にしたまえ弁護人！」

　東ヶ崎が机に手を叩きつける。この男がこれほど感情をあらわにしている様子を見るのは初めてだった。もっと怒おこってしまえ。

「もうこれ以上君の戯ざれ言ごとに付き合うのはまっぴらだ！　いいか、この法廷はあてずっぽうな主張を喚わめき散ちらすことができる場ではないのだ！　何か言いたいことがあるというのなら、まず証拠の一つも出してからにしたまえ！」

「ご安心下さい東ヶ崎検事。私だって証拠もなしにこんなことを言うつもりはありません。私は二つの証拠を用意していますとも」

「な、何だと……!?」

「裁判長、弁護側はある証拠の再さい鑑かん定ていを要よう求きゆうします」

「ほう。どの証拠ですかな？　そしてその理由は？」

「検察側証拠物ぶつ件けんＡ──すなわち凶きよう器きのマフラーです。江え星ぼし博士はこう証言しました。マフラーからは被告人以外の、身み元もと不ふ明めいのＤＮＡが検けん出しゆつされたと。そのＤＮＡが、この証人と一いつ致ちするかどうかを調べて欲ほしいのです」

「な、なるほど……。それは確かに妥だ当とうな鑑定かもしれません」

　証言台の原田の顔が硬こう直ちよくした。

「そ、そんな、ムチャクチャだ！　俺は津路とは長い付き合いです、彼の持ち物に触ふれる機会だって何度もありました、ＤＮＡが付着してたっておかしくない！」

　俺は即そく座ざに言い返した。

「原田さん、残念ですがそれは有り得えないんです。江星博士はこうも証言しました。マフラーのような布からは、よほど強く握にぎらないとＤＮＡは検けん出しゆつされないと。

　それに、被告人のマフラーは、つい半月ほど前に購こう入にゆうされたものです。確かにあなたは被告人と親しい付き合いがありましたが、仕事場が一いつ緒しよなわけでもないんです、そう頻ひん繁ぱんに顔を合わせることもなかったでしょう。この半月であなたが彼と直ちよく接せつ会ったのは、彼がツリーストラクトをクビにされ、私の事務所を訪おとずれた時だけでしょう？　ですが、その時にはマフラーは会社に忘れられていたんです、あなたが触ふれる機き会かいは一度もなかったはずですよ」

「……う……」

「弁護人、ではもう一つの証拠というのは？」

　俺は裁判長に答える代わりに、証言台に向き直った。

「原田さん。あなたは確かこう証言しましたよね、事件現場を訪れたのは、午後一時半頃であると」

「ええ、そうですとも」

「では、当然ながらそれより以前には現場に近づいていないわけですよね？」

「あ、当たり前です！」

　俺はニヤリと笑った。

「残念ながら、それもウソでしょう。あなたは藤岡氏よりも先に現場へ行ったんです。あなたは知る由よしもないでしょうが、午後一時頃にあなたが二階から降りてくるのを見ていた証人がいるんですよ」

「!!　まっ、まさか!?」

　東ヶ崎の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ、その時だった。

　傍聴人の一人が毅き然ぜんと立ち上がり、そして叫さけんだ。

「あたし見たわ！　絶対そいつよ、時間も間違いないわ！」

　法廷は、どよめきに包つつまれた。

　そう。俺と皐月との関係を知らないヤツはもう一人いる。原田だ。俺の事務所を訪れた時も皐月とは一度も会っていない。そしてその一方で、皐月が藤岡を目撃したと叫んだあの場面を原田は見ているのだ。その皐月にこう言われれば、もはや言い逃れはできないはずだ。

　東ヶ崎が慌あわてて立ち上がる。

「お、お待ち下さい裁判長閣下！　こんなことは認められません！　あ、あの証人は──」

「東ヶ崎検事、お座すわりなさい。そのことについては先ほど話し合ったはずですし、あなたもお認めになられたはずでしょう」

　裁判長は、勝手な発言をした傍聴人を注意しようともせず、代わりに頭を抱かかえて盛せい大だいなため息を吐ついた。何のことかわけが分からず、陪審員達が互たがいの顔を見合わせる。

　一方、原田は体を震ふるわせつつ、何も言えないでいた。状況はそろった。あとは最後の一押しをしてやるだけだった。

「原田さん。あなたは被告人の善よき先せん輩ぱいであったと聞いています。あなたが正当防衛の末、被害者を殺害してしまった事情は充じゆう分ぶん理解できます。

　私としてはあなたには最後まで被告人の善き先輩であってほしい。自分が犯人であると言い出せなかったのは仕方がないでしょう。しかし、あなたがそうすることによって、あなたの罪は被告人のものとなってしまうのです。どうかこれ以上、あなたが世せ話わを焼いてきた後こう輩はいに罪をなすりつけることはやめて頂いただけませんか？」

　さっきまでどよめいていたのがウソのように、法廷内はしんと静まり返った。

　東ヶ崎までもが原田の言葉をじっと待っている。噓うそだと言ってくれ、弁護側の言ってることは全部デタラメだと──そう期き待たいしているように見えた。

　原田はまだ答えようとせず、うつむいて黙り込んでいる。が、その目が動き、俺の方をチラリと見た。

　いや、見たのは俺ではなく、俺の隣に座っている津路だったのだろう。不安げに原田に視し線せんを注そそいでいる後輩の姿すがた。

　やがて原田はゆっくりと口を開いた。

「……分かりました。そうです。おっしゃる通りです」

　法廷がざわめく。

「俺が日曜日に見たのは、あの社長がどこかこそこそとしながら会社へ入っていくところでした。おっしゃる通り、津路の退職金のこともありました。日曜の午前になんでそんなことをしてるのかも気になりました。だから後をつけたんです、オフィスの中まで……。

　そうしたら、あの比良野って人が金庫を開けようとしてるところにばったりでくわして……。お、俺は別にあいつが会社の金を持って逃げようとしてるだなんて思いもしませんでした。だ、だけど、津路のことで俺が詰きつ問もんしてたら、突とつ然ぜんあいつが襲おそってきたんです！　不意をつかれてどうしようもなかった……。気付いた時には、近くにあったマフラーで首を絞めてて……」

　原田は声を震わせた。

「津路、すまなかったな……」

「…………」

　さすがにショックが大きかったのか、津路はぽかんと呆ほうけたように口を開けているだけだった。

　同じく、東ヶ崎も何も言えないでいるようだった。俺はそんな検事に一いち瞥べつをくれてやると、裁判長に向き直り、

「裁判長。弁護側は本件の棄き却きやくを提てい案あんします」

「……本官も同意せざるを得えないようですな。東ヶ崎検事、いかがですか？」

　東ヶ崎はハッとしたように身を震わせると、油の切れかけた舌したを動かし始めた。

「さ、裁判長閣下。この証人が被告人とは非常に親しい関係にあることは判はん明めいしております。そ、それゆえ、先ほどの証言が被告人を救うための偽ぎ証しようであるという可か能のう性せいは捨すて切れません。よって検察側はその裏付けのため、本件を棄却するのではなく、一時的に審しん理りを延えん期きすることを提てい案あんしたいと思います」

　それは悪あがきというものだ。俺は両手を広げ、その提案を歓かん迎げいするかのように言った。

「検察側がそうおっしゃるなら弁護側は別に構かまいませんとも。形式にこだわったりするつもりはありませんので。

　ただし、検察側と異ことなり、我われ々われはすでにこの事件の真相は明らかになったと考えております。それでも審理を延期したいとおっしゃるならそれはそれで構いませんが、ただ一つ条じよう件けんとして、延期の期き限げんを無む期きとして頂いただきたい。私は検察側の裏付けとやらで新しい証拠が出るなどとはこれっぽっちも考えておりませんし、数日ごとにこの法廷に呼び出されるようなことは御ご免めんこうむります」

「ぐっ……！……おのれ、貴き様さまなんぞに……!!」

　東ヶ崎は小さく毒どくづいた。傍聴人には聞こえないようにいったつもりだろうが、俺は耳も良いのだ。

　裁判長はやれやれと肩をすくめた。

「当法廷としては、形式にこだわってこれ以上陪審員の皆みなさんに負ふ担たんを強しいるような判はん断だんは致いたしかねます。本官の権けん限げんを以もつて本件は棄却とします。検察側がまだ被告人に疑うたがいを持っているのであれば、新たな証拠を発見した上で、あらためて起き訴そするように」

「……しょ、承しよう知ちいたしました」

　東ヶ崎は苦にが虫むしを百匹ぴきほど嚙かみ潰つぶした顔でそう言い捨て、机の上に崩くずれ落ちた。

　裁判長は五人の陪審員を見回した。

「皆さん、最後まで陪審員としての責せき務むをまっとうして頂けたことに心より感かん謝しやします。あなた方の仕事はここに完かん了りよういたしました。

　被告人は即そく時じ釈しやく放ほうとします。では、これにて閉へい廷てい」

　カンと木き槌づちが打ち鳴ならされた。

　そしてそれが合あい図ずになり、法廷内は怒ど号ごうで埋うめ尽つくされた。

　津路の知り合いだろうか、傍聴席から数人の男達が飛び出てきて津路に祝しゆく福ふくの言葉を送る。津路は戸と惑まどう様子を見せつつも、それに応おうじていた。

「やりましたね、善行さん！」

　雪奈も満面の笑えみを浮かべて言った。

「ま、俺にかかればざっとこんなもんさ。それより雪奈、ちょっと待っててくれ。最後の用事をすませてくるから」

「え？　まだ何かあるんですか？」

　俺は返事の代わりにニヤリと笑って見せると、さっさとこの場から出て行こうと荷に物もつをまとめている東ヶ崎検事に近寄り、言ってやった。

「ありがとうよ東ヶ崎検事。あのガキを証人として認めてくれて」

　東ヶ崎が悔くやしげに顔を歪ゆがめた。そんな表情を見るのは初めてである。

「……私は一度東京に戻もどることになっている。だが、貴き様さまのことは決して忘れんぞ！　今度こそ貴様にほえ面づらをかかせてやるからな！」

「おっと東ヶ崎検事、その台詞せりふはどうかと思うぞ？　まるで堀ほり内うち検事みたいじゃないか」

　東ヶ崎は堀内がよくやるように、顔を真っ赤にした。

「私は必ず戻ってくる！　覚えていたまえ！」

「そいつはありがたい。あんたみたいな検けん察さつ官かんが相手なら、俺も楽ができるしな」

　東ヶ崎はぎりぎりと歯を嚙み締め、俺を一度睨にらみつけると、足早に法廷を出て行った。

「やれやれ……」

　今度ばかりは俺もウソをついた。できることなら、あんな検察官は二度と相手にしたくない。




　　十二月六日　午後五時十分　山鹿法律事務所




　俺と影野が事務所に戻ったのは、すっかり暗くなった頃ころだった。さすがに十二月ともなると日が暮くれるのも早い。

「あー、やっと終わったか。まったく、殺人事件の弁護を引き受けるのはいいが、ややこし過ぎる事件ってのは考えものだな」

　俺はデスクの傍そばに置いてある椅子に座り込んだ。普ふ段だんならここで雪奈がうまいお茶とお茶菓が子しの一つでも持ってきてくれるのだが、あいにくと今は皐月と夕食の買い出しに行ってしまっている。事件が終わった記念に、ちょっとしたパーティをやろうという雪奈の提てい案あんだったのだ。

「お前、人様の死をそんな風にネタにしてるといつか祟たたられるぜ？」

　影野が接せつ客きやく用ようのソファに座り込みながら言った。

「ふん、お前だってその手伝いで飯食ってんだ、一いち蓮れん托たく生しようだぜ」

「……こういうのを〝毒を喰らわば皿まで〟っつーのかね」

　ロクでもないことを言う。

「ところで山鹿。これから原田のヤツはどうなるのかね？」

「ま、検察側もやつ当たりのつもりで原田を殺人罪で起訴しようとするだろうよ。だがまあ、原田の正当防衛は明らかだしな」

「なるほどな。執しつ行こう猶ゆう予よ数年ってとこか」

「そんなとこだろうな」

　すると東ヶ崎の怒いかりは今回の裁判で明らかになったもう一人の犯罪者──藤岡の方へ向けられることになるだろう。あの東ヶ崎に睨まれることになる藤岡には少々同情するが、所しよ詮せんは自じ業ごう自じ得とくなのだ。あとは野となれ山となれだ。

　一つ心配なことがあるとすれば、無む罪ざい放ほう免めんになった俺の元依い頼らい人にん──津路のことである。かつて勤つとめていた会社に騙だまされ、親しくしていた先輩に殺人の罪つみを着せられ──これだけひどい目に遭あえば人間不ふ信しんに陥おちいってもおかしくないところだ。だが津路は、原田の行こう動どうがあくまで自分のことを思った末のことだったと考えているらしい。

「原田先輩が社会復ふつ帰きできるよう、お手伝いしていくつもりです」

　のうのうとそんなことを言っていた。まあ俺の仕事が終わった今となっては、あいつがどんな人生を送ろうと知ったことではない。

「しかし、これでまた明日から開店休業ってわけだな」

　影野が皮ひ肉にくを込めて言った。

「ふん、俺の仕事がないってことは、それだけ世の中が平和ってことさ」

「お前が言うと妙みように説せつ得とく力りよくを感じるな」

　失礼なことを言う。

「そういや、来年から民事訴そ訟しようでも陪審制度が採さい用ようされるんだろ？　たまには報ほう酬しゆうのでかい仕事でも引き受けて、俺にボーナスの一つでも出してくれ」

「冗談じゃない、民事なんてややこしい訴訟引き受けてられるか。俺はこの椅子に座って殺人事件がやってくるのを待ってるだけで充じゆう分ぶんだ」

　と、その時だった。

　ドアの外からドタドタドタと誰かが駆けてくる音が聞こえ、そしてドアがバーンと開けられる。

「当たった、当たったわー！」

　皐月だった。左手に白いビニールの買い物袋ぶくろを提さげ、右手に何かの紙切れを持っている。

「……相あい変かわらずうるせえなあ。ドアはもっと静かに開けろっつってんだろ」

「ふふーん。今のあたしにそんなこと言っていいの？」

「……あ？」

　皐月はＭ78星せい雲うんからやってきたどこぞのヒーローのごとく、右手に持った数枚の紙切れを高々と掲かかげた。

「これが何だか分かる!?　上うえノの原はら商店街歳さい末まつ福ふく引びきセール特等商品、温泉旅行四名様御ご招しよう待たい券けんよ！」

「……はあ？」

　なんで唐とう突とつにそんなものが出てくるのかといぶかしんでいると、

「ただいま、善行さん」

　と、食材の入った袋を提げた雪奈が帰ってきた。

「おう、お帰り」

「あ、福引の話、聞きました？」

　自じ慢まんげに右手を掲げている皐月を見ながらそんなことを言う。

「あ、ああ。温泉旅行がどうとか……」

「すごいんですよ、伊予ちゃん。チャンスは一回だけだったんですけど、それで特等を当てちゃうんですから」

「ふふーん♪　これも日ひ頃ごろの行いの差ってヤツね！　ま、これが善ぜん行こー辺りだったとしたらポケットティッシュが関せきの山でしょうけどね～♪」

　普ふ通つう、まっとうな仕事をしている弁護士にたかることが善よい行いなどとは言わない。

　ともかく、事情は分かった。ようするに、商店街でやってる福引で皐月が特等を引き当てたとそういうことなのだろう。

「ねえ善行さん、今日で裁判も終わりましたし、休養もかねてみんなで行きませんか？」

　……男というヤツは、実にしょうもない生物である。
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　温泉という言葉を聞かされると、次に真っ先に浮かぶ単語というのが──〝混こん浴よく〟である。今時混浴の温泉などそうあるはずもない。だが、悲しい男の性さがである。俺の脳のう裏りにその二文字が浮うかばなかったと否定することはできない。

　そして俺は、言い訳わけがましくこう言うのだった。

「温泉ねえ。ま、別に行きたいわけじゃないが、当分は事件もないだろうし、行ってみるか──」







　その温泉で、俺は意い外がいなヤツと顔を合わせることになるとは、もちろんこの時点では想そう像ぞうがつくはずもなかった……。







　あとがき




　タクティカル・ジャッジメント最新刊、いかがでしたでしょうか。

　おかげさまで本シリーズもとうとう四冊目を出しゆつ版ぱんすることができました。一巻が生しよう涯がい最初で最後になるのではと戦せん々せん恐きよう々きようとしておりました筆ひつ者しやにとってはまさに望ぼう外がいの喜び、御ご支し持じ下さっている読者の皆みな様さまには心より御おん礼れい申もうし上げます。

　また、昨年中にお便たよりを下さった皆様には、せめてものお礼としまして、短いですがお返へん事じを書いた筆者のデザインセンスの無なさを証しよう明めいする年ねん賀が状じようを出させて頂いただきました。せめて切手シートでも当たっていれば幸いです。

　なお、編へん集しゆう部ぶに届とどいたお便たよりが筆ひつ者しやの元に届くまでには少々タイムラグがありまして、半年以上前の消けし印いんのお便りを頂いただくこともよくあります。もし「そんな年賀状届いてねーぞ！」という方がおられましたら……きょ、恐縮ですが、来年まで待って頂けないでしょうか。




　それはさておき、前巻の発売より実に半年もの間が開いてしまいました。

　実は本書は昨年の十二月に発売することになってまして、九月頃ごろにはある程てい度ど執しつ筆ぴつを終えていたのですが、諸しよ事じ情じようによりこのような形となりました。ありがたいことに、筆者の本を楽しみにして下さっているという方もおられるそうでして、真まことに申もうし訳わけなく思っております……。次からはもう少し早くなる（はず……）です。




　えー、さらに脈みやく絡らくなく話が変わりますが、今回は消しよう費ひ者しや契けい約やく法ほうやら悪あく質しつ商法やらを題だい材ざいにさせて頂きました。本書冒ぼう頭とうのシーンなどは実じつ際さいにあった体たい験けん談だんを基に書かれてます。この場を借かりまして、貴き重ちような体験談を聞かせてくれた同級生の四氏には深く御礼を申し上げます。

　唐とう突とつですが、本書冒頭にあるような勧かん誘ゆうというものは、思っている以上に身み近ぢかに存そん在ざいしているようでして、筆ひつ者しやも高校卒業から二年後に、後こう輩はいから急に「会いたい」という連れん絡らくがあったので会いに行ったところ……。なぜかその後輩と見知らぬお兄さんがいて以下本書冒頭、ということもありました。

　また、世の中には怪あやしい商売というものも本当に多いです。

　以前、バイトをしようと求人広告を漁あさっていたところ、「録ろく音おんされた演えん説ぜつのテープをパソコンで文章に直す」というバイトを見つけ、ああタイピングなら慣なれてる、という安直な理り由ゆうで応おう募ぼしてみたところ……。

「こういった仕事が初めての方のための養よう成せい講こう座ざセットをまずお買い上げ下さい。これを買って頂かないと仕事を回すことができないんです」

「おいくらですか？」

「五万円です」

「…………」

「でも、この養成講座セットを一度買ってしまえば、あとは一回九千円ぐらいの仕事がひょいひょい受けられるようになるんですよ！」

　そう力りき説せつしてくださったのですが、どうみても怪しいですよねえ。初めに五万円だけ取られて「最近仕事がなくて……」と言い訳わけされてはどうにもなりませんし……。

　また、二は十た歳ちになった時や、会社勤づとめを始めて厚こう生せい年ねん金きんを払はらうようになった時など、どこでかぎつけたのかは知りませんが、急に怪しい団体からのアンケートやら勧誘の電話などが増ふえたりもしました。富士見ミステリー文庫の読者は十代の方が多いと伺っておりますが、皆様も成せい人じんされました暁あかつきには、声の綺き麗れいな見知らぬ女性から電話がかかってきた時などはくれぐれも疑うたがってかかることを強くお勧すすめめします。




　えー、さらに唐突に話は変わりますが、今回は特とくに資し料りようの裏うらづけという点で色々と苦労しました。法ほう律りつとか悪あく質しつな商法等についてはネットで調べればそれなりに色々なことがわかるのですが、時々あっちのサイトとこっちのサイトでまったく違うことが書いてあったりします。そのため、どうしても専せん門もん家かの方に一度話を伺うかがいたかったのですが、もちろんそんな知り合いはおりません。

　というわけで困った時の神かみ頼だのみ、編集部にお願い。

「これこれこういうわけでして、その手の分ぶん野やに詳くわしい弁べん護ご士しさんとか知りませんかねえ？」

　富士見ミステリー文庫編集長Ｔ氏は快こころよく承しよう諾だくして下さいました。

「じゃあ角川書店とつながりのある弁護士の方を紹しよう介かいしますよ」

　素す晴ばらしいです。最高です。さすが天下の角川書店富士見事業部様です。

　ところが、それが昨年の八月頃ごろの話だったのですが、かたや新人のぺーぺー作家、かたやプロの弁護士です。中々お時間の都つ合ごうがつかず、締しめ切りは刻こく一いつ刻こくと迫せまる一方。

　間ま違ちがいなく相そう談だんには乗って頂けるということだったのですが、さしあたって執しつ筆ぴつに最さい低てい限げん必ひつ要ような事こと柄がらについては別の方にお尋たずねすることとなりました。

　幸いなことに、ネットで調べるとそういった悪質な商法について無む料りようで相談に乗ってくれるという相談所がいくつも見つかり、早さつ速そく電話。

「あの、法に触ふれるような悪質な勧誘の方法について調べてるんですが……」

『申もうし訳わけありませんがこちらは本当に困っている方の相談のみを受け付けております。そういったご相談はご遠えん慮りよ下さい。また、弁護士の紹しよう介かいが必ひつ要ような場合は弁護士会に御ご連れん絡らくして下さい』

　……はい、確たしかに筆者は高い商品を買わされたわけでもないです、本当に困ってる方のためにも他をあたります……。

　言われたとおり、次は某ぼう弁護士会に電話。

「あの、法に触ふれるような悪質な勧かん誘ゆうの方法について調べてるんですが……」

『そのような相談にはお答えできません。そういったことに関しましては、消しよう費ひ者しや相そう談だんセンターにお問い合わせ下さい。もしくは、直ちよく接せつ弁護士にお尋たずね下さい』

「あの、ではそういったことに詳しい弁護士さんを紹しよう介かいして頂きたいのですが……」

『ホームページに全弁護士の紹介がありますのでそちらを見て下さい』

　……はい、最近はすごいですね、登とう録ろくされてるすべての弁護士が〝刑けい事じ〟とか〝遺い産さん相そう続ぞく〟とかジャンルごとに整せい理りされてるんですね……。

　というわけでホームページに登録されてる弁護士の中から悪質商法に詳くわしい人を探して事じ務む所しよに電話。

「あの、○○先生に相談したいことがあるんですが……」

『○○弁護士は現在不ふ在ざいです』

『○○弁護士は出しゆつ張ちよう中ちゆうです』

　……ハイ、失礼いたしました。どこぞのイカサマ弁護士と違い、現げん実じつの弁護士さんってやっぱりお忙いそがしいのですね……。

　結けつ局きよく、何なん軒けんかかけた電話はすべて通じず、そうこうしている内に、ほとんどの事務所が閉まってしまう午後五時を回ってしまいました……。




　どうでもいいトリビア：

　取しゆ材ざいの名めい目もくでどこかの無む料りよう相談所を利用をしたい時は、夕方からではなく午後二時ぐらいから、それも一いつ箇か所しよではなく、十箇所ぐらいに電話しまくってやろうという気き構がまえでいましょう。

　また、ほとんどの法律事務所は土日がお休みです。どこぞの作家のように、金曜日の夕方から弁護士を探そうとすると、あっさりタイムリミットを過すぎて二日間何もできなくなってしまうこともありますのでお気をつけ下さい。




　そして月曜日。法律事じ務む所しよにアポなしで電話をかけるのがすっかり怖こわくなってしまった筆者は、今度は東京都消費生活総そう合ごうセンターの相談窓まど口ぐちに電話。

『こちらは東京都消費生活総合センターです（棒ぼう読よみ）。ただいま電話が大変混こん雑ざつしており（棒読み）』

　一時間かけ続けてとうとうかかりませんでした。

　……いえ、それだけ公こう営えいの無料相談所が活かつ発ぱつに活動なさっているというのは素晴らしいことだと思いますハイ。

　仕方ないので今度は地元の消費者相談窓口に電話。

「こちらではあまり相談件数が多くないので、お答えできることにはお答えしますが、それ以外につきましてはもっと大きな相談窓口を紹介しますのでそちらにお願いします」

　いえもう相談に乗って頂けるだけでありがたいですハイ。




　……まあそんな感じに色々ありましたが、どうにか消費者契けい約やく法ほうのなんたるかを知ることができました。

　その後、締め切り直前にはなんとか編集長にご紹介頂いたＫ弁護士のお話を聞くこともでき、なんとか本書を出版するに至ったという次第です。

　Ｋ先生には司し法ほう修しゆう習しゆう生せい時代の話など、筆者にとっては大変貴き重ちようなお話を聞かせて頂けました。この場をお借りしまして、厚あつく御礼を申し上げます。




　注：

　今回はたまたまあっちこっちで断ことわられてヒイヒイ言ってますが、筆者がタクティカルの短編執しつ筆ぴつのためカード破は産さんについて調べていた時などは、都内某無料相談所の方が突とつ然ぜんの電話にも拘かかわらず大変丁てい寧ねいに対たい応おうをして下さり、筆者の抱かかえていた疑ぎ問もんに一時間もかけて回答してくれたことを追つい記きしておきたいと思います。今回は間違いなく筆者の質問の仕方が曖あい昧まいすぎたのでしょう。




　では最後になりましたが、イラストを描かいて頂いている緋ひ呂ろ河かわ先生へ。第一稿こうと第二稿でキャラの設せつ定ていはおろか部屋の配はい置ちまで変わってしまい、ご迷めい惑わくをおかけしました……。

　また、担たん当とうのＳ女じよ史しへ。未いまだ稚ち拙せつな筆者の執筆活動に一年もの長きにわたって根こん気き強くお付き合い頂きありがとうございます。どうか今年度も見捨てないで下さい。

　まあそれはそれとしまして少々私し信しんを。

　筆者と同どう期きデビューの『業ごう多た姫ひめ』でおなじみの時とき海うみ先生のオフィシャルサイト「風の鳴る音」を拝はい見けんしたところによりますと、〝校こう正せい刷ずりと一いつ緒しよにご担当Ｋ美さまから「デビュー一周年おめでとうございます」と手紙の添そえられたプレゼントが贈おくられてきました〟とのことだそうです。

　次回、校正刷りが届くのを心から楽しみにしております。







　タクティカル五巻は夏ごろにはお届けできると……いいなあ、と思っております。

　それではでは。







追伸一：




　本書では「株かぶ式しき会がい社しやツリーストラクト」という社名が出てきますが、もちろんこれは架か空くうのものであり、実じつ在ざいするいかなる企き業ぎよう・団だん体たいとも関係はありません。二〇〇四年二月上じよう旬じゆん現げん在ざい、ツリーストラクトという単たん語ご自じ体たい、ネットで検けん索さくしても一件もヒットしませんでした。（名前のネタはツリー構こう造ぞう｟ストラクト｠をムリヤリ英語にしただけです……）




　また、本書の冒頭部分は筆者の友人の体験談を基もとに執しつ筆ぴついたしましたが、その友人の友人が関わっているという実じつ在ざいの会社等につきましては一いつ切さい関かん知ちしておりません。

　起き業ぎよう支し援えんをするための会社は現実にもたくさんあるでしょうし、今の日本でそのような会社が必要なことも確たしかでしょうし、またそういった会社のほとんどは真まっ当とうな営えい業ぎようをしているであろうことも疑うたがっておりません。

　ですが、世の中にはスキあらば不当に高い商品を売りつけようとしている企業があることは、気にとめておいても損そんはないと思います。







追伸二：




　日本における懲ちよう罰ばつ的てき損そん害がい賠ばい償しようの扱いにつきましては、Ｋ弁護士の他に、萬まん世せい工業事件最さい高こう裁さい判はん決けつ（平成九年七月十一日第二小法ほう廷てい判決）、「アメリカ合衆国カリフォルニア州裁判所で出された懲罰的損害賠償判決の我わが国における承しよう認にん執しつ行こうが、公こう序じよに反するとして否ひ定ていされた事例」（長い……）を参考とさせていただきました。







追伸三：




　毎度のことですが、筆者は弁護士ではなく、また本書は筆者が調べたことと人から聞いたことを基にして執筆されています。

　本書も多少は参さん考こうになるとは思っているのですが、もし読者の皆様の中に消費者契約法等に関わることで問題を抱えている方がおられましたら、まずは専門の相談所に相談することを強くお勧すすめします。







追伸四：




　富士見ミステリー文庫にて「がらくたのフロンティア」というシリーズを執筆させて頂いております。弁護士はおろか、法律のほの字も出てこないようなお話ですが、もし書店で見かけることがありましたら、手に取って頂ければ幸いです。
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